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プロローグ







　もうもうと立ちこめる煙の中、俺はさらわれたアリシア王女を追って全力で走っていた。

　いまや市民公園は大パニックだ。

　発煙弾の白い煙が渦を巻き、人々の悲鳴や怒声があちこちからあがっている。

　ドウン！　ドウン！　ドウン！

　地面を震わす、音響閃光弾スタングレネードの轟ごう音おん。

　煙に催涙効果はないようだが、まるで綿みたいに濃密だ。

　前後左右、どちらを見ても、煙、煙、煙。自分の手のひらさえよく見えない。

「殿下！　アリシア殿下、どこにおられますか！」

「プリンツェシン！　プリンツェシン！」

　日本語とドイツ語が交錯し、白煙の中を、人々が右往左往する中――。

　俺は白煙をかきわけ、連れ去られたアリシア王女を追って、走りに走る。

「アリシア王女はこっちだ！　警察！　おまわりさん！　誰か来てくれーっ！」

　走りながら叫ぶ俺。でもだめだ。この混乱の中では、誰の耳にも届きそうにない。

「真しんにいちゃん、待ってよ！　危ないことはやめようってばぁ！」

　赤いリボンで結わえたツインテールの髪をはねさせながら、一歳下の親戚の女の子が、俺のあとから駆けてくる。

「瑠る奈な、おまえは来るな！　警察に王女さまがさらわれたって伝えてくれ！」

「だから、警察を探すなら真にいちゃんも一緒に……！」

「俺はアリシア王女を追いかける！」

「ああもうっ！　真にいちゃんてば、ムチャクチャすぎだよ！」

　無茶。わかってる、こんなの確かに無茶な話だ。

　アリシア王女をさらった犯人どもは、テロリストだかなんだか知らないが、とにかくヤバい連中なのはまちがいない。

　でも俺は、なんてことのない普通の高校二年生だ。

　うちの婆さんにちょっとだけ武術を教わったが、実戦の経験なんてまったくない。

　だけど、だからといって、目の前で女の子がさらわれていくのを放ってはおけない。

　とにかく今この瞬間、アリシア王女を追跡できるのは俺だけだ。どういうめぐりあわせか運命のいたずらか、否いや応おうなしにそういう状況になってしまったのだ。

　だったら、危険でも無茶でも、とりあえず俺が追いかけるしかないじゃないか？

　高校に受かって上京する時、婆さんにいわれた言葉を思いだす。「おまえはまだまだ修行が足りない。あとさき考えずに厄介ごとに飛びこむ癖があるから自重するんだよ」

　――すまん、婆さん、今だけその忠告を無視させてくれ！

　突然、煙をかきわけるようにして、白いワゴン車があらわれた。

　二人の誘拐犯が、ぐったりしているアリシア王女を車に押しこむ。

「王女さま！」

　俺は全速力で突進した。でも犯人たちは俺の存在にすら気づかず、自分たちもワゴン車に乗りこみ、すぐに発車させた。

　走って追いつくのは無理だ。周りにはパトカーも白バイも見当たらない。

　どうする？　どうすればいい？　どうしよう？　やばい――頭の中が真っ白だ。

「はあー。もう、しょうがないなあー」

　俺の横に走ってきた瑠奈が、妙にのんきな口調でそういった。

「何やってるんだ、瑠奈！　警察に通報しろっていったはず……」

「いいからいいから。慌てないで、真にいちゃん」

　にっこり笑うと、瑠奈はその小さな手のひらを、ぱっ、とひと振りした。

「えっ？」

　魔法のように、瑠奈の指先にトランプのカードが出現した。ハートのエースだ。

「な、なんだ……？」

「ちょっとだけ手伝ってあげるね、真にいちゃん」

　わけがわからず固まっている俺に、瑠奈がウインクする。

　その長い睫まつ毛げが、きらん、と音を立てて光の粒を散らした、ような気がした。

　次の瞬間、瑠奈は、右手の中指と薬指でカードをはさみ――。

　走り去るワゴン車に向かって、テレビに出てくるマジシャンのように、あざやかにカードを飛ばした。細い身体がくるりと反転し、二本のツインテールが軽やかにダンスした。

　カードは回転しながら宙を切り裂いて飛び――。

　ワゴン車が煙の中に見えなくなる寸前、バンパーと車体の隙間に、吸いこまれるように突き立った。かなり距離があったのに、とんでもなく正確なコントロールだった。

「な、何やったんだ、おまえ？」

「カード飛ばし。あのハートのエースには、発信器が仕込んであるの」

「はっしんき？？？」

　なんで高校一年生の女の子が、発信器つきのトランプなんか持ち歩いてるんだ!?

　――そういえば、さっき瑠奈と会った時から、なんだかおかしなことが続いていた。

　十年ぶりの再会が嬉しくて、あまり気にしてなかったが……。

　瑠奈。

　恋こいノの原はら瑠奈。

　一歳下の、ツインテールの女の子。

　大きな瞳と長い睫毛が愛くるしい。童顔で子ども体型の高校一年生。

　いったいこいつは何者なんだ？

「さあて、と」

　瑠奈がきらめく大きな目を俺に向ける。

「それじゃ王女さまを追っかけようか、真にいちゃん」

　その瞳は、光の加減で微妙に色あいを変える……ように、俺には見える。

「ただし、わたしはお手伝いするだけ。肝心なとこは、真にいちゃんががんばってね」

　瑠奈は、別に気負った様子もなく、いたずらっぽく笑った。




　――そもそも、どういうわけで、一介の高校生であるはずの俺と瑠奈が、こんな重大事件の現場に居合わせる羽目になったのか。

　話は一時間ほど前にさかのぼる――。







第一章　恋ノ原瑠奈とアリシア・フォン・レオポルド王女







一




「真しんにいちゃあーん！」

　四月の日曜日。公園の噴ふん水すいの向こうから、懐なつかしい顔が走ってきた。

「瑠る奈な！」

　俺も噴水をぐるりと回って瑠奈に走り寄る。

「真にいちゃん、ひさしぶり！」

　真っ赤なリボンで結わえたロングツインテールの髪かみをなびかせ、小さな身体が俺に抱だきついてきた。

「瑠奈！　元気だったか？」

「うんっ。会いたかったよ、真にいちゃんっ！」

　そのまま瑠奈は、ぎゅうーっと俺の身体にしがみついてきた。
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「うわっ。おい、瑠奈……」

　女の子の身体のやわらかさに、俺は慌てる。でも瑠奈は照れる様子もなく、きらきら光る大きな瞳で俺を見上げた。

「会えてよかったぁ～。十年ぶりだね、真にいちゃん」

「そ、そうだな。おまえが六歳の時以来だもんな」

　瑠奈は、ぴったり俺にくっついたまま離はなれようとしない。

「背が伸のびたんだ……。でも、見てすぐ真にいちゃんだってわかったけどねっ」

「俺もだよ。見たとたんに、あっ瑠奈だ！　ってわかった」

「ほんと？　わぁーいっ」

　ごろごろ喉のどを鳴らさんばかりに身体を押しつけてくる。まるで甘あまえんぼの子こ猫ねこだ。周りの目なんか全然気にしていないらしい。

「真にいちゃん、わたしに会えて嬉しい？　ね、嬉しい？」

「もちろん。めちゃくちゃ嬉しいに決まってるだろ」

「わたしも嬉しいっ。もう、嬉しくて嬉しくて変になっちゃいそ。うふっ、うふふふっ」

　さらに密着。見かけ通り、中身もまだまだ、無む邪じや気きな子どもなんだろうなあ。

　十年ぶりなのに、こんなに甘々になつかれて、激しく恥はずかしいけど、激しく舞まい上あがってしまう。

　俺は一人っ子なので、昔から兄弟とか姉妹というものに憧あこがれていた。特に、小中学校の頃ころなんかは、弟や妹のいる友だちが、本気でうらやましかった。

　だから、瑠奈にこんなふうに甘えられると、なんかもう、単純に嬉しい。ほんとの妹ができたみたいで、守ってあげたくなってしまう。

　十年ぶりに会った、ひとつ歳下の女の子。恋こいノの原はら瑠奈。

　お茶ちや目めに輝かがやく大きな瞳。柔やわらかそうな白い肌はだ。

　睫毛は、まばたきしたら、きらんと音がしそうなほど長い。

　顔だちもあどけないが、体つきも小学生みたいなお子さま体型だ。

　腰こしまで届く長い髪を、サイドで二つにしばっている。いわゆるロングツインテール。




　そして俺は、生うぶ方かた真しん一いち。この近くにある私立春はる野の台だい学園高校の二年生だ。地方から東京に出てきて、アパートで一人暮らしをしている。

　恋ノ原というのは、俺の母親の実家の姓せいだ。

　珍めずらしい苗みよう字じだが、どんな由ゆい緒しよがあるのか、俺は知らない。

　瑠奈は、俺の母親の従姉いとこ（俺は「伯お母ばさん」と呼んでいた）の、一人ひとり娘むすめなのだ。




　十年前、何かの事情で、夏のあいだだけ、瑠奈がうちに預けられたことがあった。

　俺が小一で、瑠奈がまだ小学校にあがる前のことだ。

　瑠奈はすぐに俺になついて、「真にいちゃん」と呼んで慕したってくれた。生方真一の「真」で「真にいちゃん」だ。

　でも、夏の終わりとともに、瑠奈は母親のもとに戻もどり……。

　それから今日まで十年間、瑠奈と会う機会はなかった。

　俺の方はその後、両親を亡なくし、しばらく父方の婆さんの家で暮らしていた。

　この婆さんが、昔むかし気質かたぎの元気な年寄りで、いろんな武道の心得もあり、俺にも古流剣けん術じゆつや体術などを仕込んでくれた。

　といっても、自じ慢まんできるほどじゃない。うちの学校の剣けん道どう部ぶや柔じゆう道どう部ぶのレギュラーが相手でも、まあまあ稽けい古こ台ぐらいはつとまる、というレベルだ。

　瑠奈から電話があったのは昨日のことだ。「自分も東京に出てきたから会いたい」といわれた時はびっくりした。俺の連れん絡らく先さきは、婆さんの家に電話して聞いたらしい。

　急な話で驚おどろいたけど、なつかしい瑠奈と再会できるのはもちろん嬉しかった。

　で、今日、日曜日。こうして待ちあわせをして、再会の運びとなったわけだ。




　のどかな春の公園を、十年前のように並んで歩く俺と瑠奈。

　四月の上じよう旬じゆん。春まっ盛りだ。桜は散ってしまったけれど、花か壇だんには、赤や紫むらさきや黄色のチューリップ、赤あか紫むらさきのデイジー、青や黄色のパンジーが明るく咲さいている。

「人がいっぱいだねー」

「お祭りだからな。いろいろ催もよおしも多いし」

　今日は毎年恒こう例れいの、玉たま城しろ市の市民祭りが開かい催さいされている。

　道ばたにはソフトクリームやたこ焼きなどの屋台。大通りをどこかの小学校の鼓こ笛てき隊たいが、

にぎやかに行進していく。

　瑠奈の服装は、明るいパステルカラーのスプリングコート。俺はコットンシャツにジーンズ、スタジャンという、ごく普通のかっこうだ。

「瑠奈、おまえも今年から高校だよな。どこに入ったんだ」

「えっへっへぇー」

　瑠奈はいたずらっぽく笑って、コートの前ボタンをはずした。

「見てっ。じゃーんっ」

　コートの前を広げる。すると、俺と同じ春野台学園の制服があらわれた。

　クリーム色のジャケットに青いスカート。胸のリボンタイは赤だ。

「春はる野の台だい学園高校、一年一組の恋ノ原瑠奈でーす。びっくりさせたくて黙だまってたの」

「おまえもうちの学校に入ったのか!?」

「うんっ。わたしたち、これからずーっと一緒の学校に通えるんだよ」

「はあー、そうかあ。おまえ、俺の後こう輩はいなのかあ……」

「そういうこと。よろしくね、センパイっ」

　俺はますます顔がほころんでしまう。

　こんなに嬉しいなんて、自分でも意外だ。気楽な一人暮らしを楽しんでいたつもりだったが、やっぱり心のどこかに、家族を求める気持ちがあったのかな……。

　なんてことを、しみじみ思っていると、突然。

「あんだと、ごらぁっ！」

　平和な春の公園にそぐわない、ダミ声の怒声が聞こえてきた。

「俺たちにタテつくたぁいい度胸じゃねえか！」

「はァあ？　てめえらどこのチンピラだ、あァ？」

「関かん東とう黒くろ椿つばき会かいのもんだ！　このあたりで俺らに逆らったら表通り歩けなくなっぞ！」

　ガラの悪い顔をした男たちが数人、広場の真ん中で怒ど鳴なりあっている。

　全員、顔が真っ赤だ。酔よっぱらっているようだ。

　遠巻きに囲んだ人々が、ひそひそ声で話している。

「うっわ～、ヤクザのケンカ。何があったの？」

「肩かたがぶつかったとか、目が合ったとか、なんかそんな理由みたい」

「やーねー、せっかくのお祭りなのに」

「警察は何やってんだ、警察は」

「アリシア王女の警備で手て一いつ杯ぱいで、こっちの方まで手が回らないんじゃない？」

　アリシア王女というのは、いま来日中の、レオポルド王国のお姫ひめさまだ。おじいさんが昔この街で暮らしていた縁えんとかで、今日の市民祭りでスピーチをする予定なのだ。

　チンピラたちは人目もはばからず、顔を突きあわせて、ゴング前のプロレスラーみたいな視殺戦を展開している。

「玉城のイモどもが精せい一いつ杯ぱいすごんでコッケイだな！　゛あ!?」

「おう、よくいった！　俺らがイモならてめぇらはイモにたかる虫ケラだな！」

　ここ玉城市は、東京都下にある人口五万の小さな街だ。のんびりした土と地ち柄がらなので、あまりこういったケンカに出くわすことはないんだが……。やっぱりお祭りとなると、いろんな連中が集まってくるらしい。

　こういうクラシックなタイプのチンピラも、玉城市のどこかにいたんだなあ。

　いや、感心してどうする。こんなケンカ、女の子に見せるもんじゃないよな。

「さ、行こう、瑠奈」

「あ、うん……」

　瑠奈の小さい背中を押すようにして、その場から立ち去ろうとした、その時。

「どわあああああああ――っ！」

　突然、チンピラの一人が、大だい絶ぜつ叫きようとともにこちらを指さした。

　それをきっかけに、他の連中もいっせいに俺の方に目を向けた。

「ひぇええええええええ――っ！」

　今にも殴なぐりあいを始めようとしていたおっさんやあんちゃんたちが、肩を寄せあい、砂ぼこりをあげて一いつ斉せいに後ずさった。

　えっ？　なにっ？

　俺？

　チンピラたちは、俺の方を見てガタガタ震えている。赤かった顔が、蒼そう白はくになっている。

「お、おい、ちょっと。これってヤベーよ……」

「こんなとこ見られたらただじゃすまねぇぞ。何されるかわかんねぇ……」

「仲直りしよう、仲直り。なっ」

「おう、そうだな。手打ちして、みんなで楽しく一いつ杯ぱいやろう！」

「そうしよそうしよっ。俺たちがおごるよ、俺たちが」

「いやいやいや、俺たちにおごらせてくれよ。誘さそったのはこっちなんだから」

「ま、ま、そういわず」

「いやいや、ほんとにお気き遣づかいなく」

　パンチパーマやスキンヘッドのおっさんたちが、レジ前でおごりあうおばさんたちみたいな会話を交かわす。なんか異様な雰囲気だった。

　そして、わざとらしく肩を組み、こっちを見ながらペコペコ頭を下げる。

「えへへへへ……どうも、お見苦しいとこお見せして、大変失礼いたしやした」

「お邪じや魔まにならない場所に消えますので、どうか、ご勘かん弁べんをっ！」

　そして、全員でレビューダンスみたいに足並みをそろえ、土を蹴け立たてて逃にげてしまった。

　野や次じ馬うまたちは、唖あ然ぜんとして見送り――。

　続いて俺に視線を向けた。「こいつ何者？」みたいな目で。

　いや、俺だってわけがわからないんだけど。

　近くに警官がいるわけでもないし。そばにいるのは瑠奈だけで……。




　ふと、おかしな想像が浮うかんだ。

　さっきのヤクザたちは、俺の方を見て、突然びびって逃げだした。

　で、俺の横にいたのはこの瑠奈だ。

　ということは――？




「はぁー、こわかったぁ。ケンカにならなくてよかったね」

　瑠奈がほっとしたように、スプリングコートの胸に手を当てた。

「ん？　真にいちゃん、どしたの？」

　瑠奈がキョトンと俺を見上げた。光の加減で、漆しつ黒こくにも、ブラウンにも、ちょっと金色がかったようにも見える。……なんだか不思議な色の瞳だ。

「あ、いや、なんでもないんだ。バカなこと考えてたよ」

「ふふっ。へーんなのっ」

　瑠奈はくすくす笑った。まったく、俺は何を考えてるんだか。

　あのヤクザたちが、この瑠奈を見て逃げだしたなんて、あるはずないのにな。




二




　ソフトクリームを買って、瑠奈と二人でベンチに座すわる。

「えへへ。おいし」

　瑠奈は足をぶらぶらさせながら、ピンクの舌でちろちろとクリームをなめている。

　その子どもっぽい笑顔を見ながら、俺の心は、ひたすらほっこり状態だ。

　なんか、ほんとに妹ができたみたいだなあ……。長年の夢が突然かなった気分というか。

「小さい頃、よくこうして一緒に、お外に遊びに出かけたよね」

「そうだったな。楽しかったな……あの夏休みは」

「だけど真にいちゃん、怒おこるとおっかなかったよ。わたしが危ないこととかしそうになると、お尻しりたたかれたもん」

「そんなこともあったかなあ」

　正直、十年も前のことなので、具体的な記き憶おくはおぼろなんだけど。

　だけど、なごんでばかりもいられない。いろいろ話さなくちゃいけないことがある。

　瑠奈がソフトクリームを食べ終えるのを待って、俺は切りだした。

「伯母さん、亡くなったんだってな。知らなかったよ」

「うん……」

　俺も瑠奈も、どちらも両親を亡くしている。それは昨日、電話で伝えあっていた。

　でも、瑠奈の方の事情については、まだちゃんと聞いていないのだ。

「瑠奈、おまえ今、どうしてるんだ。確かおまえのお父さんも、おまえが生まれる前に亡くなったんだよな」

「うん。でもお母さんの知りあいに親切な人がいてね、わたしの面めん倒どうを見てくれてるの」

「伯母さんの知りあい……てことは、親戚とかじゃなくて？」

　小さくうなずく瑠奈。

「だけど、いつまでもその人のおうちに居させてもらうわけにいかないから、お金の援えん助じよだけしてもらって、寮りようのある高校に入ろうと思って。それで春野台学園を受験したんだ」

「そうだったのか……」

　明るく元気に振る舞ってるけど、苦労してきたんだな、こいつ……。

　母親の知りあいといっても、やはり他人だ。気き兼がねすることも多かっただろう。

　俺も似たような境きよう遇ぐうだけど、父方の婆さんが面倒を見てくれてるし、関係も悪くない。

　でも瑠奈は、今日、俺に会うまで、身寄りと呼べる者がいなかったわけで……。

　あ、そうか。瑠奈にとっては、俺が、この世で唯ゆい一いつの血けつ縁えん者しやなのか。

　さっきからこんなに、俺に甘えてくるのは、それもあるのかもしれない……。

「ごめんっ！」

　ベンチから立ち上がり、俺は頭を下げた。

「ど、どうしたの、真にいちゃん。何か、わたしに悪いことしたの？」

「俺はなんにも知らなかった……。おまえが心細い思いをしてるのに、おまえを捜そうとも、連れん絡らくをとろうともしないで。悪かった、許してくれ！」

　ほんと、ダメだな、俺は。瑠奈のさびしさにも気づかないで、一人で照れたり舞い上がったりして。婆さんの言い方を借りるなら「修しゆ行ぎようが足りない」ってところだ。

　……と、俺が頭を下げながら反省していると。

「ふふ」

　瑠奈の、いたずらっぽい笑い声が聞こえた。

「真にいちゃん、まじめなんだね」

　長い髪を垂らした瑠奈が、俺の顔を下からのぞきこんできた。

　きらきら光る黒い大きな目が、今は温かな色を宿して、俺を見つめている。

「それに、とっても優やさしい……。ねっ、女の子に人気あるでしょ。もう彼かの女じよいる？」

　いきなり口調も話題も明るく変わったので、俺は戸と惑まどった。

「は？　な、なんだよいきなり。彼女なんかいねーよ」

　不意をつかれ、思わず事実を述べてしまった。

「ほんとに～？　嘘うそついてごまかしてるんじゃない～？」

「嘘なんかつくか。俺は嘘が大だい嫌きらいなんだよ」

　嘘をつくな、いつも正直であれ。それが、亡くなった親おや父じの口くち癖ぐせだった。遺ゆい言ごんとして、できれば大事にしたいと思っているのだ。

「そうだねー。真にいちゃんって昔から嘘ついたり隠かくしごとしたりって、苦手だったよね」

　くふふっ、と、またおかしそうに笑う瑠奈。

「はぁ。でもよかった、わたしがおぼえてた通りの真にいちゃんで。彼女がいないんなら、

遠えん慮りよしないでもっと甘えちゃおーっと」

　瑠奈は、赤いリボンで結ゆわえた髪を跳はねさせながら、俺の手を握にぎった。小さな手のひらの感かん触しよくがくすぐったい。

「それで、瑠奈。おまえを世話してくれてるのって、どういう……」

「あーっ、見て、真にいちゃん」

　瑠奈は、俺の質問に答えず、不意に道路を指さした。

「テレビ局とか新聞社の車がいっぱい停とまってるよ」

「ああ、今日、この公園でアリシア王女がスピーチするからな。その取材だろ」

「すごいねー。アリシア王女って人気あるんだね。道路の掲けい示じ板ばんとか駅にも、ポスターがたくさん貼はってあるもんね。『アリシア王女を歓かん迎げいしよう！』って」




　確かに、一カ月ほど前から、この玉城市はアリシア王女来訪のニュースで沸わいていた。

　ヨーロッパアルプスに抱かれた、箱庭のように小さな美しい国、レオポルド王国。

　その第一王女で、次期王位継けい承しよう者しや。それがアリシア王女だ。

　その天使のような美び貌ぼうと、優しく控ひかえ目めな人ひと柄がらが大人気で、もはや一国の王女というより、世界的なスーパーアイドルというべき存在になっている。

　何しろ写真集の売り上げは五千万部。記録映画は世界的に大ヒット。アリシア王女の人気のおかげで、レオポルドへの観光客が三倍に増えたなんて話もある。

　名門ハプスブルク家に連なる、由緒正しい本物の王女さま。そこらのハリウッドスターなんか足あし下もとにも及およばない超々セレブの超々アイドル。プリンセスの中のプリンセス。

　それがアリシア・フォン・レオポルド王女だ。




「アリシア王女のスピーチかあ」

　瑠奈はベンチに座ったまま、俺の様子をうかがうように見上げてきた。

「真にいちゃんも見てみたい？　アリシア王女」

「え？　まあ、ちょっと興味あるな。やっぱ世界的な有名人だし」

　ファンってわけじゃないが、この目で実物を見れば、学校で自慢できるだろうし。

「実はね、わたし、知りあいの人からスピーチ会場の入場許可証、二枚もらってるの」

「マジか？　でも、そう簡単に手に入るもんじゃないんじゃ……」

「その人、ちょっとツテがあったらしいんだ。で、せっかくもらったのに使わないのももったいないし、入ってみてもいいんだけど……。でも、真にいちゃんがアリシア王女のこと好きになっちゃったら困るしなー」

　冗じよう談だんめかしてるが、でも少しだけ目の色が本気のような気もする。

「だけど行かなかったら、せっかく許可証をくれた人に悪いだろ」

「うーん。真にいちゃんがそういうなら、行ってみようか。でも」

　ぐっ、と俺に顔を近づけ、にらむような視線。

「あんまりアリシア王女のこと、好きになっちゃダメだからね」

「わかったわかった」

　俺は苦く笑しようした。そうそう、こいつはやきもちやきなんだっけ。

　もちろん嫌いやな気はしないけどな。




三




　アリシア王女がスピーチをするのは、公園の中にある円形の野外劇場だ。

　あちこちに制服警官の姿も見える。さすがに警けい戒かい厳重だ。

　スーツを着た外国人の姿もある。レオポルドの警けい備び陣じんだろう。シークレットサービス、ＳＰってやつだろうか。

「入場許可証をお見せください」

「はい、二人分です」

　瑠奈が、制服のポケットから、手のひら大のワッペンを二枚出だした。市民祭りのロゴに、

市役所のどこかの課のスタンプが押されている。

「けっこうです。お通りください」

　係員にうながされ、ゲートをくぐる。野外劇場は、ベンチの並んだすり鉢ばち状の空間になっていた。周りを背の高い生いけ垣がきに囲まれている。

　会場の中には、たくさんのテレビカメラが並んでいた。「報道」と書かれた腕わん章しようをつけた人たちが、せわしなく動き回っている。

「前の席があいてる。真にいちゃん、早く座ろ」

　瑠奈は俺の手を引き、前から三列目の端はしに腰をおろした。すぐ横が、塀へい代わりの生け垣だ。

　すでに式は始まっていた。ステージで何かしゃべっている人の好さそうなおじさんは、確か玉城市の市長だ。ちょうど挨あい拶さつが終わったところで、場内から拍はく手しゆが起きていた。

「ぴったりのタイミングで来たみたいだね」

　瑠奈が俺に身を寄せ、ささやいた。

「それでは、レオポルド王国の第一王女、アリシア・アンゲリーカ・ミハエラ・アウレリア・フォン・レオポルド王太女殿下にお言葉をいただきます」

　司会の声とともに、拍手がひと際きわ大きくなった。

「おおおぉぉぉ……」

　静かなどよめきが起きた。ステージにアリシア王女が登場したのだ。




　アリシア・フォン・レオポルド王女。年ねん齢れいは確か、俺と同じ十六歳だ。

　背中まで伸びた髪は、それ自体が輝きを発しているかのような、美しいストレートのハニーブロンド。

　柔にゆう和わで慈じ悲ひ深ぶかい光を宿した、エメラルドグリーンの瞳。

　清せい楚そで、いつも少し恥じらっているような、控えめな笑顔。

　今日は赤を基調にした、ドレスのような服を着ている。

　胸には、瞳の色に似た、緑の宝石のペンダント。普ふ段だんは門外不出の品だそうだ。

　その輝きが、アリシア王女の輝きに一段と彩いろどりを添そえている。

　白しら百ゆ合りのような、白鳥のような、優ゆう雅がな気品。

「地上に下りた天使」「若き聖母さま」「プリンセスの中のプリンセス」などと形容される、その胸が痛くなるほどの美しさに、俺は息をのみ……。




　突然！

　ドウン！　身体を震わすような爆ばく発はつ音おんと、稲いな妻ずまのような閃せん光こうが炸さく裂れつした。

　そして真っ白な煙が広がり、ステージを覆おおった。




　俺は、何が起きたかわからなかった。鼓こ膜まくをつんざくような轟音とまばゆい光に、一いつ瞬しゆんで思考力がゼロになった。

　キーンという耳鳴りの向こうに、客席からあがっている悲鳴が聞こえている。

　だが、それをもしのぐ、さらなる轟ごう音おんが、二度、三度とたてつづけに弾はじける。

　白はく煙えんは爆ばく発はつ的てきに広がり、たちまち俺おれたちの席をも包みこんだ。

「瑠奈！」

　俺は反射的に瑠奈をかばって抱き寄よせた。そのまま夢む中ちゆうで生け垣の下に身を伏ふせる。

　だが、とっさに動けたのはそこまでだった。茫ぼう然ぜん自じ失しつ状態だ。

　ドウン！　ドウン！　ドウン！

　轟音が連続して炸裂する。でも、熱や衝しよう撃げきは感じない。

　麻ま痺ひした頭の片かた隅すみに、以前、何かのテレビで見た知識がひらめいた。でかい音とまぶしい光だけを炸裂させて、敵の動きを止める、音響閃光弾。スタングレネード、とかいったか。

　爆発音が途と切ぎれ、聴ちよう覚かくが少しずつ戻ってくる。

「テロリストの目的はアリシア殿でん下かだ！　殿下をお守りしろ！」

「プリンツェシン！　プリンツェシン！」

　日本語とドイツ語が交こう錯さくし、客席にいた人々が逃げ惑まどう中――。

　俺は煙けむりに包まれたまま、生け垣の隅すみで、懸けん命めいに瑠奈をかばっていた。
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「瑠奈、心配するな。俺が必ず守ってやるからな！」

　しかし、瑠奈は妙に冷静な顔で、周囲の大混乱をながめ、こんなことをつぶやいた。




「はーびっくりした。一瞬、わたしが狙ねらわれたのかと思っちゃった」




「は……？」

「あっ、なんでもない、なんでもない。こっちの話」

　瑠奈は俺の腕うでの中で、えへっ、と笑顔になる。

「大だい丈じよう夫ぶ、きっと狙いは王女さまだけだから。じっとしてれば、すぐ静かになるよ」

　こいつ、どうしてこんなに落ちついてるんだ？？？

　不意に瑠奈の瞳が、それまでとは違ちがう色合いできらめいたように見えた。

「見て、真にいちゃん。アリシア王女がさらわれてくよ」

「えっ」

　俺は、瑠奈が指さしている生け垣の向こう、野外劇場の外を見やった。

　生け垣の外にも白煙が広がり、人々が逃げまどっている。

　その煙の中、ほとんど手の届きそうな位置に、ぼんやりと三つの人ひと影かげが見えていた。

　大おお柄がらな男が二人。ぐったりした細い身体を、両りよう脇わきからかつぐようにして走っている。一人は金髪、一人は黒髪だ。

　煙の中にちらりと見えた横顔は、まぎれもなく、アリシア王女だった。

　気を失っているらしい。目を閉じ、完全に無む抵てい抗こうだ。

「誘ゆう拐かいみたいだね。やっぱり、犯人の狙いは王女さまだったんだ」

　俺は反射的に立ち上がり、声の限りに叫さけんだ。

「おまわりさん！　警察！　王女さまがさらわれた！　あっちに走ってくぞ！」

　しかし野外劇場は、阿あ鼻び叫きよう喚かんの坩る堝つぼだ。悲鳴や怒ど声せいにかき消され、俺の声は誰だれにも届きそうにない。警官やＳＰの姿を探したが、白煙が渦うず巻まき、視界が効かない。

　この状じよう況きようの中で、アリシア王女を追うことができるのは……俺だけらしい。

　だったら、俺がなんとかしないと！

　考えるより先に身体が動いていた。

「はっ！」

　俺は、婆ばあさんから教えてもらった空手の突きで、生け垣の隙間に拳こぶしをぶちこむと、そのまま力まかせに左右の樹きをこじあけた。

「ちょっとちょっと、どこに行くの、真にいちゃん！」

「決まってるだろ。王女さまを追いかける！」

「え――っ！」

　瑠奈はツインテールをぴょこんと揺ゆらし、背筋を伸ばした。

「だめだよ、そんなことしたら危ないよ！」

「危ない目にあってるのは、王女さまだ……ろっ！」

　いいながら俺は、めりめりと生け垣を押おし破り、強ごう引いんに会場の外に脱ぬけだした。

　固い葉っぱや枝で顔をひっかかれたが、気にしてなんかいられない。

「真にいちゃん、行っちゃダメだってば！」

「おまえは来なくていい！　どっか安全な場所に避ひ難なんしてろ！」

　そういって俺は、煙の向こうに見みえ隠れするアリシア王女を、全速力で追いかけた。




四




　ドウン！　ドウン！　ドウン！

　音響閃光弾スタングレネードの轟音が、再び地面を震ふるわせ始めた。

　いまや市民公園は大パニックだった。悲鳴と怒ど号ごうが渦うずを巻き、混乱は広がる一方だ。

　白煙は綿みたいに濃のう厚こうで、自分の手のひらさえろくに見えない。

「殿下！　アリシア殿下、どこにおられますか！」

「プリンツェシン！　プリンツェシン！」

　日本語とドイツ語の声。しかし警官がどこにいるのか、煙でわからない。

「アリシア王女はこっちだ！　警察！　おまわりさん！　誰か来てくれーっ！」

　走りながら叫ぶ俺。しかしこのパニック状況の中では、誰にも聞こえないようだ。

「真にいちゃん、待ってよ！　危ないことはやめようってばぁ！」

　俺のすぐ後ろを、瑠奈も走って追いかけてくる。

「瑠奈、おまえは来るな！　警察に王女さまがさらわれたって伝えてくれ！」

「だから、警察を探すなら真にいちゃんも一いつ緒しよに……！」

「俺はアリシア王女を追いかける！」

「ああもう！　真にいちゃんてば、ムチャクチャすぎだよ！」

　無む茶ちやは承知だ。婆さんから少し武道を教えられてはいるが、はっきりいってビビってる。

　でも、今この瞬しゆん間かん、王女さまを追いかけられるのは俺だけなんだ。

　だったら、俺が追うしかない！

　突とつ然ぜん、煙の中から白いワゴン車があらわれた。誘ゆう拐かい犯はんが、アリシア王女を中に押しこみ、車はすぐ走りだした。周りにパトカーや白バイは見当たらない。

「王女さま！」

「はあー。もう、しょうがないなあー」

　追いついてきた瑠奈が溜ため息いきをついた。

「何やってるんだ、瑠奈！　警察を探して通報しろっていったはず……」

「いいからいいから。慌あわてないで、真にいちゃん」

「えっ？」

　瑠奈がぱっと手を振ふると、魔ま法ほうのように、指先にトランプのハートのエースが現れた。

「な、なんだ……？」

「ちょっとだけ手伝ってあげるね、真にいちゃん」

　瑠奈の長い睫毛まつげが、きらん、と音を立てて光った、ような気がした。

　そして瑠奈は、右手の中指と薬指でハートのエースの端をはさみ――。

　走り去るワゴン車に向かって、華か麗れいな手つきでカードを飛ばした。細い身体が反転し、二本のツインテールが踊おどった。

　ワゴン車が煙にまぎれて見えなくなる寸前、カードはあざやかに、バンパーと車体の隙すき間まに突つき立った。信じられないほど正確なコントロールだった。

「な、何やったんだ、おまえ」

「カード飛ばし。あのハートのエースには、発信器が仕込んであるの」

「はっしんき？？？」

「さあて、と。それじゃ王女さまを追っかけようか、真にいちゃん」

　瑠奈は大きな目を輝かせた。

「ただし、わたしはお手伝いするだけ。肝かん心じんなとこは、真にいちゃんががんばってね」

　瑠奈は、いたずらっぽい笑え顔がおになると、やにわに俺の手をつかみ、煙の中を走りだした。

「お、おい、どこに行く気……」

「いいから早く、こっち」

　瑠奈は道路脇わきの有料駐ちゆう車しやエリアで足を止めた。でかいスクーターが停められている。

「これで追いかけよ。これでさっきの発信器の位置がわかるから」

　そういって、自分のスマホを俺に手て渡わたした。この周辺とおぼしき地図と、その中を移動する光点が表示されている。

「おまえ、なんだってこんなものを……」

　瑠奈は答えず、コートのポケットからキーを出し、スクーターのトランクを開いた。中にはフルフェイスのヘルメットが二つ入っていた。

「わたし、今日はこれに乗ってきたの。もしかしたら、真にいちゃんとタンデムすることになるかもー、とかって思って、いちおうヘルメットも二つ用意して」

　フルフェイスのヘルメットの片方を、俺に渡わたす。

「真にいちゃん、バイクの免めん許きよ持ってる？」

「へ？　ああ、出前のバイトとかで必要だから……」

「んー、でもやっぱり、わたしが運転する方が確実かな。――はい、かぶって」

「うわっ」

　瑠奈にヘルメットをすっぽりとかぶせられる。瑠奈も手早くヘルメットを装着する。

　長いツインテールがヘルメットの下からはみ出している。

「あのね、真にいちゃん、もっとあとで話そうと思ってたんだけど、わたし、この十年間、お母さんといろんなお仕事してたんだよ」

　瑠奈がシートにまたがった。キーを差しこみ、エンジンが震える。

「ほんとは、こういうことは中学生で卒業するつもりだったんだけどな。ま、いいや。今日は真にいちゃんのために特別大サービス。はい、乗って」

　俺は何がなんだかわからないまま、スマホを手に、あたふたと瑠奈の後ろに座った。

「しっかりつかまって。いいね？　いっくよー！」

　瑠奈がスロットルを開き、アクセルをふかす。

　次の瞬間。

「うわあああああああああああああああああああ！」

　俺の絶叫とともにスクーターは急発進した。







第二章　王女と剣けん士しと魔ま法ほう使つかいと、騎き士しと神官とメイドさん
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　ものすごい風圧で服の裾すそがなびく。公園がみるみる後方に遠ざかる。

「瑠る奈な、瑠奈、瑠奈、瑠奈、瑠奈、る――な――――！」

　細い身体にしがみつきながら、俺は叫ぶ。

　こんな小さくて軽そうな身体なのに、運転のフォームはがっちり安定している。

「真しんにいちゃん、叫んでないで、どっちに行けばいいか教えて！」

「みみみ、右だ！　その角を右！」

「オッケー！」

　ぐいっと瑠奈が急ハンドルを切る。ヘルメットからはみ出したツインテールが吹ふき流ながしのようにはためく。

「次の交差点は！」

「左！　左！　あとはまっすぐ！」

　左右を畑や空き地にはさまれた道をスクーターは軽かろやかに疾しつ走そうする。

　ほどなく前方に、さっきの白いワゴン車が見えてきた。

　丘きゆう陵りよう地帯に向かう一本道だ。他に走っている車はない。

「犯人は、このままひと気のない場所に逃げこんで、車を交こう換かんするつもりだと思う！」

　と瑠奈の声。走りながらでも、ヘルメットをくっつけると、なんとか会話ができる。声の震しん動どうがヘルメットを伝わるからだろう。

「おまえ！　なんでこんなことできるんだよ!?」

「こんなことってー？」

「だからカード飛ばしとか！　発信器とか！　こんなでかいスクーター運転したり！」

「そのうち説明する！　今はそれどころじゃないから！」

　確かにそれどころではなかった。何しろ、さらわれた王女さまを追つい跡せき中という、冒ぼう険けん異世界ファンタジーの一場面のような状況なのだ。

　……するとさしずめ、俺と瑠奈は、王女さまを救出する剣士や魔法使いの役回り……。

　いや、そんなこと考えている場合じゃない。ぼーっとしてたら振り落おとされてしまう。

　誘拐犯たちの車は、丘陵地帯の奥おくへ奥へとひた走っている。

　瑠奈は、視界ぎりぎりに相手の車をとらえながら追っていく。犯人たちに怪あやしまれないためだろう。

　走るにつれ、周りに人家が少なくなってきた。

　さびれた製材所の敷しき地ちとか、雑木林とか、整地されていない原っぱとか、建設を放ほう棄きされたゴルフ場が広がっている。「事故多し、注意」と書かれた警察の看板なんかも……。

　警察！　そうだ、それを忘れてた。

「瑠奈、警察だ警察！　警察に電話しよう！」

「んー、やめといた方がいいかも」

「なんで！」

「きっと警察も大混乱してるから、すぐには動けないよ。犯人たちがどこに逃げこむか突きとめて、それから一一○番しても遅おそくないと思う。パトカーがいっぱいサイレン鳴らして追いかけてきたら、犯人があせって、かえって王女さまが危なくなるかもしれないし」

　子どもみたいな声で、しかし、いってることは冷静だ。

「ン、だいたいわかった」

　と瑠奈が、不意に横道にハンドルを切った。

「え？　どこに行くんだ」

「どんなルートで逃げる気か、見当がついたの。いつまでもわたしたちが後ろを走ってたら、追いかけてることに気づかれちゃうでしょ。だから、近道！　先回り！」

「わわわわわわっ！」

　大排気量のスクーターが、舗ほ装そうされていない細い山道を駆かけあがっていく。

「犯人たちのワゴン車は、山を迂う回かいする道を走ってるの。だから、こっちは一直線に尾お根ねを越こえれば先回りできるよ」

　瑠奈は小さな身体に似合わない鮮あざやかなハンドルさばきで、山道をぐいぐい乗のり越えてゆく。まるでモトクロスだ。

　俺は振り落とされないよう、必死で瑠奈にしがみつく。なんだか手のひらに、むにょむにょと柔やわらかいふくらみの感触があるが、気にしていられない。

　尾根を越えて、一気に斜しや面めんを駆け下おりる。再び舗装された道に出た。

　周囲は林。人や車の気配はまったくない。聞こえるのは鳥の声だけだ。

　瑠奈はようやくブレーキをかけた。

　ヘルメットを取って、ふるふると赤くなった顔を振る。ツインテールが揺れる。

「ふはー、あっつい。真にいちゃん、すっごい抱だきついてくるんだもん」

「ひぃ、はぁ、ひぃ……」

　俺は、ヘルメットを脱ぐ気力もなく、荒あらい息をつくばかり。しかし瑠奈は落ち着いている。俺の手からスマホを取り、ディスプレイを確かく認にんした。

「思った通り。犯人たちはこっちに向かってる。ここなら滅めつ多たに車が来ないし、山を越えて隣となりの街に逃げこんじゃえば、警察に見つかる心配もぐんと減るしね。逃げるのには悪くないルートだよ」

「なんで……おまえ……そんなに……このへんの地理に詳くわしいんだ……」

「自分が住む街だもん。地図くらい見ておぼえとくのはあたりまえだよー」

　それってあたりまえなのか……？　だめだ、頭が働かない。

「次は、犯人の車を停める仕し掛かけをしなくちゃ」

　瑠奈は、スクーターを、道路をふさぐように横たえた。確かにこれなら、誘拐犯たちの車は停車せざるをえない。

　そこに、遠くから車の音が聞こえてきた。

「来たよ、真にいちゃん、早くスクーターのそばに横になって」

「横に？　なんで……」

「事故ったように見せかけるの。誘拐犯は、真にいちゃんとスクーターをどかすために降りてくるはず。そしたら……」

「そしたら、どうすればいいんだ？」

「そいつをやっつけて、王女さまを助けてあげて」

「って、大おお雑ざつ把ぱすぎるだろ！」

　思わず元気に叫んでしまった。

「安心して。いざとなったらわたしがなんとかしたげるから」

「なんとかって、どうするつもり……」

「ほらほら、誘拐犯がきちゃう。急いで。あ、ヘルメットはかぶったままでね。犯人に顔を見られないように」

「わ、わ、わっ」

　瑠奈に押し倒たおされるように、俺はスクーターの横に転がった。

　覚かく悟ごが決まったとはとてもいえない。いえないが……。

　こうなったら、もうやるしかない。俺は、婆さんに習った緊きん張ちよう解消術を自分にほどこした。

　いったん全身の力を抜ぬいて、息を止める。こうすると体内と外界の交流が一時的に遮しや断だんされ、心を鎮しずめることができる――と、婆さんはいっていた。

　ゆっくり呼吸を再開。目を凝こらし、耳を澄すまし、神経を研とぎすませる。

　そして、静かに四し肢しを震わせる。教わった武道や体術をケンカに使うことは、固く禁止されている。でも、場合が場合だ。婆さんだって許してくれるだろう。

　ヘルメットのバイザーごしに、走ってくるワゴン車が見えてきた。誘拐犯の車だ。

　俺を見つけてスピードを落とす。俺の姿は、事故ったライダーにしか見えないだろう。

　ワゴン車が停まった。エンジンをふかしたまま、側面のドアが開く。

　サングラスをした大男が現れた。顔の下半分を髭ひげで覆われた金髪の白人だ。

　大男は、警戒しながら、俺に近づいてくる……。




「今だよ！」




　瑠奈の声に、笞むちで打たれたように俺の身体が飛とび跳ねた。

「はあっ！」

　気合とともに一挙動で身を起こし、男の胸むなもとに飛びこんで、背負い投げをくらわせる。

　男が一回転して倒れる。と同時に、腹に当て身をくらわせる。男は、ぐっとうめいて悶もん絶ぜつした。

　そのまま俺は、開いたドアから、ワゴン車の後部座席に飛びこんだ。

　誰かが毛布をかけられ、寝ねかされている。毛布をはぎとる。

　アリシア王女だ――！　目を閉じ、意識を失っている。

「王女さま！」

　視界の隅、運転席と助手席の誘拐犯たちが、何かわめきながらつかみかかってくる。

　俺は四本の腕をかいくぐり、アリシア王女を抱かかえて車から飛びだした。とっさの判断で、

少しでも追って来にくいように、車の後ろへと駆けだした。

　だが、ワゴン車は急角度でＵターンし、俺を追ってきた。速度をあげて突っこんでくる。

　まさか、アリシア王女ごと、俺をはねとばす気か!?

　身を隠す余裕はない――轢ひかれる！

　と、そう思った瞬間。

　ワゴン車の後方、木の陰かげから、瑠奈の小さな身体が飛びだしてきた。

　瑠奈は、持っていたヘルメットを放ほうりだすと、いきなり制服のスカートを、ひらりとまくりあげた。

「!?」

　俺は王女さまを抱えながら、目をむく。

　淡あわいレモン色のショーツに革のベルトが付いていて、ホルダーに小型の黒い拳けん銃じゆうがおさまっていた。

　瑠奈が制服のスカートをひるがえし、拳銃を引ひき抜く。

　金属音とともに小さな手が上部をスライドさせる。

　その間にも、ワゴン車はまっすぐ、俺とアリシア王女に向かってくる。

　瑠奈は両足をぐっとふんばると、両手で拳銃を構えた。

　細い身体を巻くように、宙に踊るツインテール。

　瑠奈の口もとにかすかな笑えみが浮うかび、大きな瞳ひとみは金色を帯びて、瞳どう孔こうが広がったように見えた。

　パンパンパンパン！

　立て続けに四発、銃じゆう弾だんがワゴン車のタイヤにぶちこまれた。

　ワゴン車がバランスを崩くずし、俺の前で大きくカーブして、ガードレールにぶつかった。

　フロントガラスが砕くだけ、エアバッグが運転席でふくらむ。二人の誘拐犯はエアバッグに押さえつけられ、身動きがとれない。

　――しかし、最初に俺が頭ず突つきをした髭の男が、意識を取とり戻もどしていた。何か叫びながら、俺たちに向かって来ようとしている。

　瑠奈はヘルメットを拾い、クラッシュした車の後部から、素す早ばやくトランプを回収した。そして、重いはずのスクーターを器用に引き起こし、跳とび乗って発車させた。

　げしっ！　そのまま、髭の誘拐犯を、靴くつのカカトで後ろから蹴けっとばす。男は顔面スランディングで地面にぶっ倒れ、またのびてしまったようだ。

「後ろに乗って！」

　返事する余裕もない。ぐったりしている王女さまを、瑠奈の後ろに乗せ、さらにその後ろに俺がまたがった。瑠奈と俺が、アリシア王女を前後からサンドイッチして支える形だ。瑠奈もアリシア王女も腰こしが細いので、三人がけでもなんとか乗れる。

　エンジン音とともに発車。誘拐犯たちは、あっという間に後方に遠ざかった。
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「ここまでくれば平気かな。ちょっと休きゆう憩けいしよっか」

　瑠奈が雑木林の中でスクーターを停めた。

　俺は息も絶え絶えだ。返事をする力もない。

　コンクリート造りの、小さな三角屋根の小屋がある。森林を管理するための施し設せつらしい。

「ちょちょいの、ちょいっと」

　瑠奈はコートのポケットから小さな鍵かぎ束を出すと、管理小屋のドアをあっさり開けた。

「おまえ……今度は何やった？」

　息をはずませながらたずねる。

「バンピング、つまり錠破り。これは携けい帯たい用の万能バンプ鍵キー」

「なんでそんなもんまで……持ち歩いてるんだ……」

「あれば役に立つでしょ、こういう時とかに」

　だから「こういう時」ってどういう時なのか、と聞きたいが、そんな余裕は皆無だ。

「うん、けっこう居い心ごこ地ちよさそうだよ」

　瑠奈がスクーターを管理小屋に引き入れ、中を見回す。俺も王女さまを抱き支えながら、

瑠奈につづいた。

　誰もいない六畳じようぐらいの広さの室内に、机と椅い子すが置かれている。

　壁かべ際ぎわには、スコップやツルハシなどの作業用の道具が並んでいる。

「きっと、森を見回ってる途と中ちゆうでお天気が崩れた時とか、ここに避難したりするんだね。あ、毛布がある。王女さまを寝かせてあげて」

「わ、わかった……」

　瑠奈が敷しいた毛布の上に、アリシア王女を横たえる。

　なんだかこの状況に現実感がない。夢でも見ているみたいだ……。それとも悪夢か。

「ｈｍｍｍ……」

　アリシア王女が薄うす目めを開けて小さくうめく。これだけの騒さわぎなのに、まだ起きない。

「即そつ効こう性せいの麻ま酔すい薬やくをかがされたんだと思う。きっとすぐ目がさめるよ」

「あの……瑠奈、ちょっと聞いていいか」

「なに？　犯人たちのことなら心配ないよ。わたしたちの顔は見られてないから」

　瑠奈は、引き出しや物入れを次々に開けていく。なんだか妙みように手慣れてる。

「真にいちゃんはヘルメットをかぶってたし、わたしがピストル撃うったのは、犯人たちの車の後ろからだったから、姿は見られてないはずだよ。もう一人の犯人は、真にいちゃんに投げ飛ばされてのびてたしね」

「いや、そうじゃなくてさ……。さっきのアレ、本物なのか？」

「アレって？」

「だからっ！　その、ピストルだよ！　おまえがスカートの下に隠かくしてたやつ！」

「本物だよ。グロック26。小ちっちゃいから、わたしの手にぴったりなの」

「グロック……？」

　カエルの鳴き声みたいだが、拳銃の名前なんだろう。

「なんでおまえ、本物の拳銃なんか持ってんだよ!?」

「お母さんの友だちの、モグリの占せん星せい術じゆつ師さんからプレゼントされたの。わたしの十五歳さいの誕生日のお祝いに、『今年はこれがラッキーアイテムだから』って」

　どこから突っこんでいいのか、まったく、まったくわからない。

　なんだ、拳銃がラッキーアイテムって。しかも、なぜ占星術師？　占星術師にモグリとか正規とかってあるのか？

「いざっていう時のために、普段から身につけてるの。発信器とか合あい鍵もそう。どっちも知りあいの武器屋さんからもらったの。その人もお母さんのお友だち」

「武器屋……って、異世界ファンタジーじゃあるまいし」

「王女さまだって現実にいるんだもん、武器屋さんだっているよ。もしかしたら、そのうち、騎士とかメイドさんとか、モンスターも出てくるかもね」

　冗じよう談だんのつもりなんだろうが、笑う余裕は俺には皆かい無むだ。

「瑠奈、おまえ、今までどんな生活してたんだ。伯お母ばさんって、どういう仕事を……」

「んーまあ、いろいろ。説明すると長くなるから、そのうちゆっくりね」

　まさか怪かい盗とうとかスパイとか、そんなことやってたわけじゃないだろうが……。

「ｍｍｍ……っ！」

　不意に、アリシア王女が苦しげな声をあげ、大きく身じろぎした。

　そして、ぼんやりと目を開き、ゆっくりと上体を起こして首を振った。金色の髪かみがさらさらと砂が流れるような音をたてて揺れた。

　まだ視線はうつろで、惚ぼけたような表情だ。薬の影えい響きようだろうか。

「あの……大だい丈じよう夫ぶですか？」

　俺は遠えん慮りよしつつ声をかけた。

　間近で見るアリシア王女の清らかな美び貌ぼうに、今さらながら緊張してしまう。

　宝石のように輝かがやくエメラルドグリーンの瞳。つややかな真っ白い肌はだ。

　全身から香かおりたつような、清楚な気品。そして薄紅色の唇くちびるからこぼれる苦しげな声も、繊せん細さいな弦げん楽がつ器きのように美しく、上品で……。

　突然。

「Ａａｕｈｇｈａ――――！！！！」

　外国アクセントの悲鳴とともに、アリシア王女は、どん！　と乱暴に俺を突きとばした。

不意を突かれて俺はすっ転び、後頭部をしたたか床ゆかにぶつけた。

「ちょ、ちょっと……！　タイムタイム、落ちついて！」

　俺が身を起こす前に、アリシア王女は、手近にあったパイプ椅子をはっしとつかんだ。そして、その重さにフラつきながら、俺に向かって振り上あげた。

「わ！」

　一いつ瞬しゆん慌あわてた。が、アリシア王女は腰が定まっておらず、思いっきりよろめいた。

　振り下ろされた――というより、重さで自然に落下したパイプ椅子は、俺から二メートルもそれた床に、ごちん、と、あんまり重量感のない音とともにぶつかった。むしろその勢いで振り下ろした本人がコケそうになった。

「ちょっと、落ちついてってのに！」

「…………っ！　…………っ！」

　アリシア王女は勇ゆう敢かんだった。意味不明の言葉で何か叫びながら、目をぎゅっとつぶって、

パイプ椅子を水平にぶんぶん振り回まわし始めた。というか、パイプ椅子の重さで、自分も振り回されるようによろけているのだが。

「薬のせいで錯さく乱らんしてるみたいだねー。しばらくほっといてあげる方がいいかも」

　瑠奈は落ちついていた。一人だけ安全な距きよ離りを保って見物している。

　しかし放っておいたら、王女さま本人が怪け我がをしてしまうかもしれない。

「危ない！　危ないからとにかく、椅子を放して！」

　アリシア王女の耳に、俺の声は入っていないようだ。外国語――たぶんドイツ語でわめきながら、縦じゆう横おう無む尽じんに、やみくもに、やたらめったらパイプ椅子をブン回している。

　このお姫ひめさまはおしとやかなだけでなく、なかなか勇ましいところもあるようだ。

「ああっ、しょうがないな……！」

　俺は呼吸をはかって間合いを詰つめ、アリシア王女が振り回しているパイプ椅子を、拝み取りでつかんだ。婆さんに教わった、白しら刃はさばきの技わざの応用だ。

　しかしアリシア王女は椅子の反対側を握にぎったまま放そうとしない。

「…………っ！　…………っ！」

　何か叫ぶアリシア王女と、パイプ椅子の引っぱりあいになる。薬の影響だろう、緑色の瞳はまだ朦もう朧ろうとしている。足がもつれ、今にも転びそうだ。

　この体勢だとかえって危険だ。そう見てとった俺は、ぱっとパイプ椅子を放した。

　それがまずかった。アリシア王女はバランスを崩し、長い金きん髪ぱつを大きく広げて、すってんころりんという感じで転がった。――なんだか一人で大おお騒さわぎである。

「あのー……大丈夫ですか？」

「っ！」

　おびえた表情でパイプ椅子を抱きしめ、素早く壁際に身をすくめるアリシア王女。

　まだ状況がわからず、パニック状態らしい。まあ、無理もないとは思う。

「真にいちゃん、どいて。女の子の方が安心できると思うから」

　俺おれと入れ代わるように、瑠奈が進み出る。

「怖がらなくていいよ。わたしたち、誘拐犯じゃないから。見ての通り、日本の高校生」

「……？」

　アリシア王女は、ようやく頭がはっきりしてきたらしい。まだパイプ椅子を抱きしめながら、緑の瞳で、俺と瑠奈の顔を交こう互ごに見る。

「あなたを、悪い人たちから、助けてあげたの。わかる？　日本語、通じる？」

「あ、は、はい。……わかり、ます」

　きれいな日本語だった。そういえば、アリシア王女は数カ国語に堪たん能のうだと、何かの記事に書いてあったのを思いだした。

「助けてくださった……の、ですか？　私を？　本当に？」

「ほんとほんと。もう心配ないの。こーんな可愛かわいい誘拐犯、いるわけないでしょ」

　ツインテールを揺らして、にっこり小首をかしげる瑠奈。

　アリシア王女はまだ呆ぼう然ぜんとしていたが――。

　にわかに慌てたように居住まいを正した。

「ご、ごめんなさい。煙けむりの中で薬をかがされて……そのあと、何もわからなくなってしまったものですから……」

　パイプ椅子を杖つえがわりに立ちあがろうとして、足もとをぐらつかせる。

「危ないっ」

　慌てて支えようと駆け寄よる俺。

「きゃっ……！」

　アリシア王女が、俺から飛び離はなれようとした。が、依い然ぜんとしてパイプ椅子を抱きしめていたため、その重さでまたバランスを崩し、ひっくりかえった。よく転ぶ王女さまである。

　うかつに近寄ると、むしろ本人が危ない。俺は距離をとったまま声をかけた。

「すいません。おどかすつもりじゃなかったんですが……」

「い、いえ……私こそ、お騒がせしてしまって……」

　あらためて立ちあがろうとするアリシア王女。しかし、足もとがおぼつかない。

「まだ薬が効いてるから、無理しないほうがいいよ。はい、座すわって」

　瑠奈が、アリシア王女の手からパイプ椅子を取り、床に置いた。

「ありがとうございます……。お世話をかけて、すみません」

　よろめくように腰をおろし、アリシア王女は息をついた。美しい金髪も心なしか色あせて見える。顔色も悪く、痛々しい。

　アリシア王女は、あらためて俺と瑠奈に、震えるエメラルドの瞳を向けた。

「本当に申しわけありませんでした。私、恩人の方々に、なんということを……」

「いいんですってば。びっくりさせたこっちが悪いんですから」

　しかし、さっきの誘拐犯との立ち回りに劣おとらず、たった今大暴れしたアリシア王女とのバトルもデンジャラスだった気もする――アリシア王女本人にとって。

「あの、ここは……？」

「林の中。誘拐犯から王女さまを助けて、ここに逃にげこんだの」

　瑠奈が少しだけ入口のドアを開けてみせた。のどかな春の雑木林が広がっている。

「あなたがたは、日本の警察や警備の方ではないようですけれど……」

「わたしたちは普ふ通つうの高校生。王女さまがさらわれてくのが見えたから、追いかけて助けてあげたんだよ。わたしは恋こいノの原はら瑠奈。この人は生うぶ方かた真しん一いち、わたしの親しん戚せきの真にいちゃん」

　なんか、いろいろ重要な情報が抜け落ちてるな。普通の高校生は、パンツに拳銃なんか隠してないだろう。

「瑠奈さんと、真一さん――ですね。なんとお礼を申しあげてよいかわかりません。本当に、ありがとうございました」

　礼れい儀ぎ正ただしく頭を下げてくれたが、まだ顔の色が青い。

「瑠奈、早く警察に電話しよう。あと、救急車で迎むかえにきてもらわないと」

　俺の言葉に、アリシア王女も、はっとしたようだった。

「そ、そうですね。きっと皆みなさん、私のことを心配しているはずです。ザビーネに連れん絡らくをしなくては……」

　ザビーネ、というのがお付きの人の名前なんだろうか。

「電話ならそこにあるよ。目の前、机の上。使っちゃっていいと思う」

　瑠奈が古い型の事務用電話機を指す。

「はい、ありがとうございます」

　アリシア王女が律りち儀ぎに頭を下げ、受話器を取ってボタンをプッシュする。

「…………。…………。…………」

　外国語の会話が始まった。当然、俺には意味がわからない。

　不意に、アリシア王女の顔色が変わった。

「………………！　………………！」

　と、相手の声も受話器から漏もれてくる。若い女性の声のようだ。

　アリシア王女が切せつ迫ぱくした口調で問い返す。「ザビーネ、ザビーネ」と相手の名前を呼んでいるのだけが、かろうじて俺にも聞き取れる。

　電話は切れてしまったらしい。アリシア王女は呆然とした表情だ。

「どうかしたんですか？」

「は、はい。私の警備責任者のザビーネに連絡をしたんです。そうしたら」

「警備責任者って、レオポルドの使節団の人？」

　と瑠奈が口をはさむ。

「はい。私を守ってくださる近この衛え騎き士し団だんの、団長です」

　ほんとに騎士が出てきた……と驚おどろく間もなく、アリシア王女はさらに意外な言葉を続けた。




「ザビーネがいうには――たぶん使節団の中に、犯人の仲間がいる。今、こちらは混乱しているし、戻ってきたら、かえって危ない。この電話も盗とう聴ちようされている恐おそれがある。だから、今いる場所のことなどは何もいわずに、このままどこかに身を隠すように。このあとも決して電話をかけてきてはいけない。いずれ、どうにかして迎えに行くから……と」




「みを、かくす？」

　俺は、すぐには意味が飲みこめなかった。しかし瑠奈は、あっさり事態を把は握あくしたようだ。

「ふーん。なんだか、めんどくさいことになってるんだね」

　くしゃくしゃとツインテールの頭をかいて、また「はぁ」とため息をつく。

「鬼おにごっこの次は隠れんぼかぁ。あ～あ、やっぱりこんなことに関かかわらなきゃよかった」




三




　思いがけない展開、としかいいようがない。

　俺は、警察に連絡して、アリシア王女を引き取ってもらえばそれで自分たちの役割は終しゆう了りよう。後日、瑠奈と感謝状でももらって一件落着、と思っていたのだが……。

　アリシア王女は、使節団のもとに戻れない。戻ればかえって危険だという。

　となると、どうすればいいんだろう？




　管理小屋の中で、俺たち三人は輪になって話しあった。

　アリシア王女は行ぎよう儀ぎよく膝ひざをそろえて椅子に座っている。

　瑠奈は床に敷いた毛布に、女の子座りでぺたんと腰をおろし、俺はドアのそばに立って外を警けい戒かいしている。

「身を隠すっていっても、どうしろっていうんだろうな……。しかも、こっちから電話もしちゃいけないんだろ。そのザビーネさん、どうやって王女さまを見つける気なんだろう」

　戸と惑まどう俺だが、瑠奈は平然としている。

「でも、そのザビーネさんのいう通りだよ。あんなに手て際ぎわよく誘ゆう拐かいが実行できるなんて、きっと使節団とか警備してた人の中に、犯人の仲間がいるんだと思う」

　瑠奈が、すらすらと自分の考えを述べる。

「いま戻ったら、王女さま、また危ない目にあうかもしれないよ。それも今度は誘拐とかじゃなくて、いきなり生命を狙ねらわれちゃったりするかもね。のこのこ帰ったとたん、どっかからピストルでバーン！　とかって」

　まさか、いくらなんでもそこまでは……。と、いいかけたが。

　……あり得るかもしれない。何しろ、あんな乱暴な誘拐計画を実行したやつらなのだ。

「犯人の目的がわからない以上、どんな無む茶ちやもやりかねない、って思っとかなきゃ。誘拐に失敗したから、計画を変へん更こうして暗殺に切きり換かえる、なーんて可能性もあるんだし」

　しかし、生命を狙われるとか、暗殺とか、物ぶつ騒そうな言葉を平気で口にするな、こいつ。

　アリシア王女は緑の目を伏ふせ、不安そうだ。

「どうする、真にいちゃん」

「え？」

「これからどうするかってこと。わたしは別に、王女さまがどうなってもいいんだけど。もともとわたしたちにはカンケーないんだし」

「おまえ、そういうことを本人の前でだな……」

「い、いいえ。瑠奈さんのおっしゃることはわかります」

　アリシア王女は困こん惑わくしたように、視線を俺と瑠奈のあいだにさまよわせた。

「これはレオポルドの事情なのですから、これ以上、あなた方にご迷めい惑わくをかけるわけにはまいりません。でも……私もどうしたらいいのか」

「誰だれか、力になってくれそうな人はいないんですか。プライベートな知り合いとか」

「いえ……私は日本に来るのは初めてなので……」

「じゃあ、日本の警察とか、外務省とかに助けを求めるとか」

「うーん、あんまりいい考えじゃないかも」

　考えながら、瑠奈は唇に指を当て、空中に視線をさまよわせる。

「そんなことしたら、すぐ使節団とかレオポルド大使館に連絡が行くでしょ。犯人は使節団の中にいるんだから、王女さまの居場所がバレちゃうよ」

「そうですね……。使節団に帰ったら、また、私をさらおうとする人が出てきて、他の方々にまで危険が及およぶかもしれないですし」

　狙われているのは自分なのに、周りの人の心配をしている。王女としての責任感なのか、

もともと優やさしい心の持ち主なのか――あるいは、その両方か。

　さっきは椅子を振り回したりして、勇敢かつ乱暴なところも見せたが、やっぱり、根は思いやりのある素す直なおなお姫さまなんだろうな……。使節団の人たちを心配している沈ちん痛つうな表情は、ニュースや画像では見られない。

「わたしは、やっぱりザビーネって人の判断にしたがうのがいいと思う」

　女の子座りで腕うでを組み、瑠奈は妙に偉そうな態度だ。

「こういう時は最悪の事態を想定して、絶対確実な安全策を取らなきゃ。危ないと思ったら、何を置いても一目散に逃げる、それって大事なことだよ。この際、敵からも味方からも行方ゆくえ不明になっちゃうのがベスト。周りの人は心配するだろうけど、仕方ないよ。王女さまの生命がかかってるんだから」

　確かにそうかもしれない。このままどこかに雲くも隠がくれしてしまえば、とりあえず王女さまの身み柄がらは絶対に安全になる。あとのことは、安全を確保してから考えればいい。

「でも行くあてがないのは困っちゃうね。いっそ、このままここに住んじゃえば？」

「無理いうなよ。食料もないし、そのうち誰か来るかもしれないし」

「…………」

　と、困り果てた様子のアリシア王女。瑠奈もすぐにはいい考えが思いつかないようだ。

「だったら、とりあえず俺のうちに来ませんか」

「えっ……」

　王女さまが驚いたように緑の瞳を俺に向けた。

「俺、アパートで一人暮らししてるんです。せまい部屋ですけど、一日とか二日ぐらいなら、王女さまのことかくまってあげられると思いまいででででっ！」

　瑠奈に耳を引っぱられ、部屋の隅すみに連れていかれた。

「真にいちゃんてば、またっ」

　瑠奈に小声で叱しかられる。童顔だし声も幼いから、あまり迫はく力りよくはないが。

「いってーな……。またって何がだよ」

「またお人ひと好よしなこといっちゃって。あの王女さまをかくまうってことは、真にいちゃんも誘ゆう拐かい犯はんに狙われるってことなんだよ。そういうこと、わかってるの？」

「いや、だけど」

　部屋の反対側で、アリシア王女は不安そうにこちらを見ている。

「だからって、ここで見すてるわけにいかないだろ。俺たちしか頼たよれる相手がいないんだし」

「ふーん。そんなに王女さまのことが大事なんだ」

　三白眼ぎみにじとーっと俺を見る瑠奈。

「やっぱり世界のアイドルだもんねー。プリンセスの中のプリンセスだもんね。真にいちゃんもやっぱり、きれいなお姫さまには弱いんだね。そーっかそっかー」

「そういうことは関係ないってのに！　とにかく、この先どうすればいいかわかるまで、当面、うちに避ひ難なんさせてあげる。それだけだ」

「ああもう、真にいちゃんがここまでお人好しだったなんて……知ってたけど。はぁ」

　細い肩かたを落とし、またため息をつく。

「そういえば、真にいちゃんって、昔っからこうだったよね。お兄ちゃん本能過多っていうか、責任感ありすぎっていうか。歳下の子が泣いてると、すぐ面めん倒どうみたりしてたし」

　婆ばあさんみたいなこといってやがる。つーか、なんだよ「お兄ちゃん本能」って。

「しょうがないなぁ。わかった、わたしももうちょっとだけ手伝ってあげるよ」

　そういって瑠奈は、はぁ、と、もう一度ため息をついた。




　明るいうちに外に出ては人目についてしまう、という瑠奈の言葉にしたがい、俺たちはさらに小屋の中で話をつづけた。

「こんなことなら、さっきの発信器、つけたままにしとけばよかったな……。そうすれば犯人たちの居場所がわかったのにな」

　という俺の発言に、瑠奈はツインテールを揺ゆらして首を振った。

「それは関係ないよ。あの車は壊こわれちゃったから、きっとあそこに放ほったらかしだもん」

　いわれてみればそうだ。発信器を残しておいても無意味なわけか。

「だけど、あの犯人たちって、ちょっと乱暴すぎだったよね。真にいちゃんと王女さまを、

車で轢きそうになったりとか」

「ああ、あの時は俺もあせった」

「それに普通、誘拐なんて、人が少ない場所でこっそりやるものでしょ。どうしてあんな大勢の人がいる場所で、大騒ぎを起こさなくちゃいけなかったんだろ。むー……」

　腕うで組ぐみして考えこむ瑠奈。あいかわらず毛布の上に、ぺたんと座っている。

「それは……きっとあの場が、一番の機会だったからだと思います」

　と、考えながら、アリシア王女。

「大使館や迎げい賓ひん館かんにいる時は、もっと大勢、周りに人がいらっしゃいますし……。それに私は明日、帰国する予定でした。本国に戻れば、もっと警備が厳しくなりますから」

「王女さまは、犯人たちの顔は見てないの？」

「はい。煙の中で薬をかがされて、すぐに頭がぼんやりしてしまったので……」

「使節団の人数は何人ぐらい？」

「三十名ほどです。警備の方々もふくめて」

「その中に、誘拐犯の一味がいるかもしれないわけだね。スピーチ会場での警備態勢について、くわしく知っている人は誰と誰？」

　取り調べをする刑けい事じのように、瑠奈が次々に質問する。……にしても、さっきから王女さまは敬語なのに、瑠奈の方はタメ口だ。いいのかな。

「先ほど電話で話したザビーネと、使節団の責任者のレナーテと……あとは警備の方々の中に何人か。それから日本の警察の方たちにも当然、連絡が行っていたと思います」

「そもそも犯人たちは、王女さまを誘拐してどうするつもりだったんだろ。無事に返してほしければこっちの要求を聞けー、とかって脅きよう迫はくでもする気だったのかな」

「わかりません。レオポルドの王室や私に反感を抱いだいている人もいるでしょうし……それに私は環かん境きよう保護や伝でん染せん病びよう対策などの、国際的な取り組みのお手伝いもしていますから、そのことに関係して何かあるのかもしれません」
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「これまでにも危ない目にあったことってあるの？」

「いえ……ただ、公表はされていませんけれど、王宮や新聞社などに、テロの予告や、脅きよう迫はく状じようが届くことは時々あるそうです。ほとんどはいたずらですし、すべてが私に知らされるわけでもありませんけれど」

　いいながら、アリシア王女は、ちょっと沈しずんだ表情だ。プリンセスの中のプリンセスとか呼ばれてもてはやされていても、陰ではいろいろ苦労があるんだろうな……。

「ふぅーむーぅー」

　瑠奈は唇に指を当て、視線を空中にさまよわせる。考えごとをする時の癖くせらしい。

「……だけどザビーネさん、ほんとにどうする気なんだろね。王女さまの居場所もわからないし、電話もできないんじゃ、連絡を取るのも難しいと思うけど」

「ザビーネも、ひどく慌あわてているようでした。きっと、何を置いてもまずは、私の安全を最優先すべきだと思ったのでしょう」

「信じてるんだ、ザビーネって人のこと」

「はい、小さい頃ころからのお友だちですから」

「フム」

　と、大きな目をきょろんと動かす瑠奈。

　ツインテールの頭の中で、どんな考えがめぐらされているのか、俺にはわからない。

「そういうお友だちで、ほかに王女さまと一いつ緒しよに来てる人っている？　王女さまの側近っていうか、腹心っていうか、そんなような人」

「一緒にいる機会が多いのは、使節団の責任者のレナーテです。それから、私の身の周りの世話をしてくれている、メイドのアストリッド。レナーテは、宗教関係の行事をつかさどる祭さい儀ぎ官の仕事もしていて、私の学業の先生です。アストリッドは私と同じ十六歳で、姉妹のように親しい仲です」

「祭儀官って、神官みたいなお仕事だよね。ふむ。つまり、武官と文官とメイドさんか」

　騎き士しの次は、神官とメイドさん。さらに異世界ファンタジーっぽくなってきた。

　――といってもこの人たちにとっては、それが日常で、普通のことなんだろうけど。

「ま、とにかく警察にがんばってもらおうよ。犯人が捕つかまりさえすれば、王女さまも安心して帰れるんだから」

「……ということは、犯人がいつまでも捕まらなかったら、どうなるんだ？」

「そんなの、わたしに聞かれても困るよ」

　瑠奈は顔をしかめ、唇をとんがらせた。

「どうするかは真にいちゃんが決めて。わたしはお手伝いしてるだけなんだから」




四




　ただいまアリシア王女は、管理小屋の中で着き替がえ中である。瑠奈が、小屋の中をあさって古い作業着を見つけたのだ。

　で、俺は小屋の外に出て、考えごとをしている。

　……つくづく、えらいことになったもんだ。

　人生、一寸先は闇やみ。婆さんがよくいっていたことだが、真理らしい。

　今朝、起きた時は、まさかこんな事件に巻きこまれるなんて思ってもいなかった。瑠奈との再会を楽しみに、浮かれ気分でアパートを出たのに。

　それにしても……。

　瑠奈。

　恋ノ原瑠奈。

　なんだか、アリシア王女より瑠奈の方が、よっぽどとんでもない存在って気もする。

　謎なぞの誘拐犯――もしかしたら国際的なテロ組織とか犯罪組織――を敵に回しながら、おびえる様子もひるむ様子もない。それどころか、やたらと余よ裕ゆうシャクシャクだ。

　さっきは「俺が瑠奈を守らなければ」とか思ったが……。

　とんでもない。守ってもらっているのは俺の方じゃないか。

　甘あまえんぼで無む邪じや気きで、元気でヤキモチやきで。

　かと思うといやに冷静で、何があっても動じず、異様に知ち恵えが回る。

　見た目と性格は子どもみたいなのに、スキルはやたらと高い。映画にでも出てきそうな、

どこぞの怪盗とか超ちよう法ほう規き的てきエージェントみたいだ。

　あいつ、この十年間、伯母さんとどういう暮らしをしてきたんだろう？

　私立探たん偵ていとか、それとも悪を退治する正義の仕事みたいなことでもやってたんだろうか。あるいはその逆で、もっと荒あらっぽい反社会的なビジネスとか……。

　もしかすると、さっき公園でヤクザたちがびびって逃げだしたのも、やっぱり瑠奈を見たからじゃないだろうか。どんないきさつがあるのか知らないが。

　いずれにせよ、王女さまを助けようとしているのは――というか、王女さまを助けようとしている俺を、手伝ってくれる気なのは確かみたいだ。

　とにかく今は、瑠奈を信じて、二人で王女さまを守り抜ぬくしかない……。

　あれこれ考えていると、小屋の中から二人の声が聞こえてきた。

「あ、あのっ。脱ぬぐのは自分でできますからっ」

「いいからお手伝いさせて。うわあ、見かけはスリムなのに、胸は意外と大おっきいんだぁ。それに脚もすらーっと長くて、すっごくきれい」

「あの、ですから、そんなに触さわられると……」

「下着もこれって最高級品だよね。一流ブランドのオーダーメイドでしょ。やっぱり本物のお姫さまは違ちがうな～」

「そ、そんな。日本の方々にごあいさつするのですから、身だしなみに気を配るのは当たり前のことで……きゃっ、く、すぐったいですっ」

「すごーい。お肌が真ぁっ白。赤ちゃんみたいにすべすべでつるっつる～。それに、くんくん、くんくん、すっごくいい匂におい。はぁ～……こうしてるだけでうっとりしちゃう」

「きゃっ、どっ、どこを触ってらっしゃるんですかっ」

「服着ちゃう前にいろいろ感かん触しよくとか手て触ざわりとか確かめてみたくって」

「な、なんのために。ひゃっ、ひゃぅっ、あっ、だめっ……きゃっ、ひぅっ、ほんとに、くすぐったいからっ、お願い、許して……」

「次はここも見せてもらっちゃお。えいっ」

「いやあああああ……」

　聞きながら、俺はそわそわと落ちつかず、顔が赤くなってきた。

　……ほんとに瑠奈を頼りにしていいのかな。




　ようやく変装を終え、アリシア王女が瑠奈と一緒に小屋から出てきた。

　大きめの作業着を着てフルフェイスのヘルメットをかぶると、もう誰だかわからない。

「いい感じに暗くなったし、そろそろ行こうか。あ、その前にっと」

　瑠奈が管理小屋の中をふりかえる。

「私たちがここに忍しのびこんだ痕こん跡せきを消しといた方がいいね。スクーターの泥どろをきれいにして、それから触った場所の指し紋もんも拭ふかなくちゃ」

　瑠奈の指図で俺たちは動きだす。アリシア王女は拭き掃そう除じの手際がよかった。日ひ頃ごろから、身の周りのことは自分でしているんだろう。俺の方が不器用なくらいだ。

「王女さま、ちゃんとパイプ椅子も拭いてね。あと髪が落ちてないかよく見て」

「はいっ、わかりました」

「ほらほら、真にいちゃん。さっきそこの壁かべにも触ったでしょ。ちゃんと指紋を拭いて」

「……よくおぼえてるな、おまえ」

　小屋に入ってから、俺とアリシア王女がどう動いたか、すべて記き憶おくしているらしい……。




　そして再びスクーターに三人乗りで、闇にまぎれて俺のアパートへと向かう。丘きゆう陵りよう地帯から、ぐるっと大回りして住宅街へ入る。

　俺は、今度はアリシア王女と密着しないように腰こしを引き、人目につきそうな場所ではシートから降りてスクーターに伴走した。三人乗りを警察に見とがめられたら厄介なことになる。

　時刻は夜八時。無事にアパートに到とう着ちやく。

「真にいちゃんは王女さまと部屋に入ってて。わたし、スクーターを置いてくるから。あ、

あと、ナンバーも替かえとかないとまずいかな」

　瑠奈が謎めいたことを、ちらりという。どこでどうナンバーを替えるんだろう。

「そうだ。真にいちゃん、ちょっと」

　瑠奈は俺の耳に口を当て、ささやいた。

「二人っきりになったからって、王女さまに不ふ埒らちなことしちゃダメだよ」

「いわれなくてもしねーよ、そんなこと！」

「約束だよ。それじゃ、またあとで」

　スクーターに乗って走り去る。……ほんと、余裕あるな、あいつ。

「瑠奈さん、なんとおっしゃられていたのですか？」

「いや、えー。王女さまが危なくないよう気をつけてあげてって」

　これだけの嘘うそでも、俺はどぎまぎしてしまう。われながらつくづく嘘が苦手だ。

　でもアリシア王女は、ヘルメット姿のまま、丁てい寧ねいにお辞じ儀ぎをしてくれた。

「そうですか。重ね重ね、お気づかいいただいてありがとうございます」

「あ、いや、こちらこそ」

　俺もぎこちなく礼を返した。

　だけど……世界のアイドルと二人きりで、いったい何をしゃべればいいんだ？




　俺のアパートは六畳じよう間とキッチンの１Ｋだ。一応ユニットバスがついている。

　テレビをつけたがニュースはやっていなかった。携けい帯たい電話（俺はまだガラケーだ）でネットのニュースを見てみたが、報道もかなり混乱しているようで要領を得ない。とりあえずテレビは、音量をゼロにしてつけっぱなしにしておくことにした。

　俺と同じく、アリシア王女も固くなっているようで、口数が少ない。俺もどうしていいかわからず、二人で正座してお見合い状態だ。

　アリシア王女は、最初に着ていた赤い服に着き替がえている。変装用の作業着は、きちんとたたまれ、かたわらに置かれている。これ、あとで返しに行かないとな。

「あの……真一さん、と、お呼びしてよろしいでしょうか」

「え？　あ、はいっ。ご自由に、どうぞっ」

　上ずった声で答えると、王女さまはあらためて俺に頭を下げた。

「真一さん、ご迷惑おかけして、本当にすみません」

「いやその、ほんと、気にしないでください。王女さまに部屋に来てもらえるなんて光栄ですし。はは」

　瑠奈につられて、いつの間にか俺も、「王女さま」なんて呼んでいる。ちょっとなれなれしすぎる気もするが、本人は気にしていないようだ。

「ま、まあ、そんなに固くならないで、リラックスしてくつろいでください」

「は、はい。リラックスですね。リラックス。すー、はー……」

　王女さまは胸に手を当て、軽く目を閉じて深呼吸を開始した。俺もつられて、肩を上下させたりぐるぐる回したりした。なんだか非常にマヌケな図かもしれない。

　王女さまは、心もち顔を赤くして、恥はずかしそうに目を伏せた。

「……ごめんなさい。私、同世代の異性の方と、このように二人きりになることは滅めつ多たにないので、つい緊きん張ちようしてしまって」

「い、いや。俺も同じですから。女の子が部屋にくることなんて滅多にないんで」

「おんなのこ……」

「あっ、失礼しましたっ。王女さまを学校の女子とかと一緒にしちゃまずいですよね」

「い、いえ。そんなことありません。そんなふうにいっていただけて、嬉うれしいです」

「は？」

「私だって、十六歳さいの女の子ですから。ふふふ」

　アリシア王女は、花がほころぶようににっこりと笑った。

　それを見て、ドキンと心臓がはねた。

　さっきから、不安そうな顔や怯おびえたような顔ばかり見てきたが……。

　そして、そんな表情ですら美しいと思ったが……。

　でも、初めて見たこの笑え顔がおは、それこそ天使みたいに無む垢くで愛らしい。

　全世界のアリシアファンの気持ちがわかったような気がする。この笑顔を守るためならなんでもしてあげたくなってしまう。

　……などと、俺がどぎまぎしているのには気づかず、王女さまは、あらためて部屋を見回していた。今の会話で、少し気分がほぐれたみたいだ。

「真一さんは、このお部屋でお一人で暮らしてらっしゃるんですね。ご立派です」

「そんな大したことじゃないですよ。別に自活してるわけでもないし、家賃は田舎いなかの婆さんに払はらってもらってるんですから」

「いいえ、まだお若いのにお一人で生活するなんて、尊敬してしまいます。私には絶対にできないことですから……。すてきだと思います」

　なぜかしみじみした口調だ。俺は思いついてたずねてみた。

「ひょっとして、自分も一人暮らしをしてみたい、とかって思ってますか」

「そうですね。はい、少しだけ、憧あこがれています」

　はにかんだように、にっこり。俺はまたドキッとする。

「でも、本当に一人で暮らしてみたら、きっと大変でしょうね。私は世間知らずでわがままな性格ですし……ザビーネやレナーテやアストリッドがいてくれなければ、なんにもできませんから」

　謙けん遜そんではなく、本気みたいだ。俺は苦く笑しようする。

「そんなことないでしょ。王女さまがわがままだったら、瑠奈なんかどうなっちゃうんですか。あいつこそ、わがままで甘えんぼで、王女さまを見習わせてやりたいですよ」

　王女さまは、また、ふふっ、と笑った。本当はよく笑う人なのかもしれない。

「そんなふうにおっしゃれるのは、きっとお二人の仲がいい証しよう拠こですよね」

「いや、単なる本音です、本音」

「私、瑠奈さんって、とってもすてきな女の子だと思います」

　はあ？　と、思わず声が裏返りそうになった。

「元気で明るくて勇気があって……。何より、真一さんのことを心から慕したっているのが、見ていてほほえましいです」

「そんな可愛げのあるやつじゃないですよ。やることが無む茶ちや苦く茶ちやだし、いろいろ正体不明だし。伯お母ばさんの手伝いしてたとかいってたけど、それもどこまでがほんとで、どこまでが嘘なんだか……」

「ルナ……月、という意味ですね。ドイツ語では嘘つきのこともルーナといいますけど」

「嘘つき？」

「ええ。正確な発音は、Ｌ[image: ]ｇｎｅｒルークナー、です」

　まさか伯母さん、そんな意味をこめて瑠奈って名前をつけたんじゃないだろうな。

「無事にレオポルドに帰ることができたら、あらためて正式に、真一さんと瑠奈さんにお礼をさせてください。そうだ、記念にこれをさしあげるとか」

　と、胸にきらめいているペンダントに触ふれる。

「ええ？　そんなのダメですよ。レオポルドの宝物なんでしょ？」

「だからこそです。それぐらいさせていただかないと、私の気がすみませんもの」

「あの。とりあえず、そのペンダント、はずしといたらどうですか？　汚よごしたり傷つけたりしたら大変だし」

「あっ、そうですね。お気づかいありがとうございます」

　アリシア王女はそういって、首くび飾かざりのチェーンをはずそうとした。

　しかしチェーンが短いので、するりと首から抜くことができない。

「これをはずすのには、ちょっとコツがいるんです。んっ……くっ、んんっ……」

　小鳥みたいな可愛かわいい声とともに、首の後ろの留め金に手を回す。なかなかはずれない。

「よかったら俺おれがやりましょうか」

「すみません、お願いします」

　ちょっと照れくさそうに、王女さまがうなずいた。俺は正座している王女さまの後ろに回り、チェーンの留め金をかちゃかちゃいじった。

「ほんとに知恵の輪わみたいですね……。それにずいぶん頑がん丈じようそうな……ええと、こうかな？」

「留め金が三つあって、全部一緒に押おさないとはずれないんです。見つけにくいですけれど、裏側にもひとつ、小さなロックがあって」

「うーん、どこだろ」

　はっと気づいた。すぐ目の前に、王女さまの真っ白いうなじがある。

　さらに、流れるような美しい金きん髪ぱつと後ろ衿えりの隙すき間まから、背中が見えてしまっている。

　俺はたちどころに動どう揺ようした。こんな体勢だと、自分が今にも王女さまを後ろから抱きしめようとしているみたいな、そんな錯さつ覚かくにとらわれそうだ。

　いかんいかん、落ちつけ、生方真一。心を静めるんだ。修しゆ行ぎようが足りないぞ。

　……にしても、服の上からでもきれいな背中のラインだ。本当に、見えない天使の翼つばさでも生えているんじゃないかと思えてくる。

「あの……まだはずれませんか？」

「わわわっ、すみません。ええと、こうしてこうして……」

　と、その時。

「あっ、真一さん！」

　アリシア王女が小さく叫さけんで、つけっぱなしだったテレビに視線を止めた。

　ニュースの時間になっていた。画面に、白はく煙えんに包まれたさっきの野外劇場が映っている。

　チェーンをはずすのは中止し、テレビの音量を上げる。

『……くりかえしお伝えします。先ほど、玉城市民公園で、訪日中のアリシア殿でん下かを誘拐しようとするテロが発生しました。さいわい怪け我が人にんはありませんでしたが……』

　それを聞き、王女さまは、ほっとしたように息をついた。




『……アリシア殿下は無事に保護され、大使館にお帰りになったとのことです。ただ、ショックが激しいので、しばらくは人前に出ることは控ひかえるとの発表がありました』




「えっ？」

　と俺とアリシア王女はアナウンサーの言葉に、同時に声をあげた。

「ど、どういうことだ？　王女さま、誘拐されてないことになってますよ」

「私にも、どうなっているのか……」

「おじゃましまーす。真にいちゃん、鍵かぎあけっぱなしは不用心だよー」

　と、お気楽な声とともに瑠奈が入ってきた。何やら買い物の袋ふくろをいくつも持っている。

「わあー、真にいちゃんの部屋ってこんななんだ。思ったより片づいてるね」

「瑠奈、変なんだ。ニュースじゃ、王女さまは無事だってことになってるぞ」

　すると瑠奈は、俺たちの疑問にあっさり答えを出だした。

「きっと、しばらく伏せとくつもりなんだよ。大おお騒さわぎして犯人を刺し激げきしないために。誘拐報道のセオリー。裏じゃとんでもない大騒ぎになってるだろうけどね」

「そういうことか……」

　俺と王女さまは顔を見合せ、納なつ得とくしあった。

　瑠奈は靴くつを脱いで部屋に上がり、買かい物もの袋ぶくろを開いた。中に入っていたのは、幕の内弁当がいくつか。それにミネラルウォーターやジュースなどだ。

「おなかすいたでしょ。二人とも、食べて食べて。大だい丈じよう夫ぶ、お金は取らないから」

　弁当の蓋ふたを開け、アリシア王女は緑色の目を大きく見張った。

「わあ……。こんな小さなスペースに、よくこれだけ多た彩さいな食材が入っているものですね」

　心底から感心しているらしく、しげしげと、焼き魚や卵焼きやおひたしを見つめる。

「箸はし、使えますか。スプーンとかフォークもありますけど」

「大丈夫です。日本食のマナーはひと通り習っていますから」

　食事が始まった。王女さまは、楚そ々そとした手つきで箸を口もとにはこんでいる。

「わあ……おいしいです」

　普ふ段だんはもっといい食事をとっているだろうに、本当においしそうだ。瑠奈も、疲つかれた様子もなく、元気に弁当をパクついている。

　しかし王女さまの胸むなもとにはまだペンダントが下がっている。醤しよう油ゆでもはねるんじゃないかと、見ていてハラハラしてしまう。

「そうだ、瑠奈。おまえ、王女さまのペンダントのチェーンはずせるか」

「ああ、さっき着替えるとき見たけど留め金がごちゃごちゃしてたよね。フムフム」

　瑠奈がアリシア王女の背後に回って、留め金をいじると、すぐにカチリと音がして、チェーンはあっけなく二つに分かれた。これも錠破りの技の応用だろうか。

「どうもありがとうございます、瑠奈さん」

「確かにちょっと変わった仕し掛かけだね。ま、真にいちゃんにははずせなくて当然かな」

　俺はいささかおもしろくない。思いついてたずねてみる。

「瑠奈、おまえ、女じよ子し寮りように戻もどらなくていいのかよ」

「あ、平気。さっき寮りよう監かんの先生に電話して、外がい泊はくするっていっといた。年とし頃ごろの若い男女を、二人っきりで一夜を共にさせるわけにはいかないから」

「おかしないいかたするなよ……」

　俺はアリシア王女の横顔をうかがった。しかし王女さまは、テレビのニュースに気を取られ、瑠奈の発言は耳に入っていないようだった。

『……なお、事件、および犯人に関する情報を何かご存じの方は、ごらんの番号に電話、もしくはメールでご連れん絡らくください』

「瑠奈。さっきの犯人とか、車のこと、警察に通報しとかなくていいのかな」

「せめて私が無事でいることだけでも、ザビーネやレナーテに知らせておきたいのですけれど……何か方法はないでしょうか」

「ふむ」

　唇くちびるに指を当て、考える瑠奈。しかし、あっさり思考を放ほう棄きする。

「ま、あせってもしょうがないよ。とりあえず、ここにいる限り王女さまは安全。今は、それが何より大事なことなんだから、下手に動かないでいようよ」

　ほっぺにご飯粒つぶをつけたまま、弁当をたいらげていく瑠奈だった。







第三章　学園の王女さま







一




　翌日、俺はひどい寝ね不ぶ足そくで朝を迎むかえた。

「うぅ～～ん、真しんにいちゃ～ん……」

　寝不足の理由は二つ。まず第一に、王女さまが今後どうなるか、気になっていたこと。

「もっとしっかりつかまらないと、落っこっちゃうってば～……」

　もう一つの理由は、今、俺の横で寝ねているこいつのせいだ。どうやら、一緒にスクーターに乗ってる夢でも見ているらしいが、今しがみついているのは瑠る奈なの方だ。

　昨夜、俺と瑠奈は、ダイニングの床ゆかで毛布をかぶって寝た。六畳間のベッドはアリシア王女に提供したのだ。

　アリシア王女はベッドを独どく占せんするのが気が引けたらしく、瑠奈と一緒に寝てもかまわないと申し出てくれた（さすがに俺が一緒でもいいとはいってくれなかった）。でも瑠奈は俺と一緒がいいといってきかず、強ごう引いんに毛布にもぐりこんできたのだ。

　俺のワイシャツをパジャマ代わりにし、寝ね苦ぐるしいからと下にはなにもはかず、生足状態。

　子ども体型とはいえ、こいつだって、じゅうぶん以上に可愛らしい外見をしているのだ。

こんなふうに抱きつかれて、落ちついて寝られるわけがない。

　でも瑠奈の方は、一晩中、安らかに眠ねむっていた。寝ね息いきが俺の首筋を撫なで、ほどいた髪かみが腕にまとわりつき、細いくせにやわらかな脚あしがくねくねとからんできて、俺は自分がぬいぐるみか抱き枕まくらになったような気分で一夜を明かしたのだった。




　朝食は、瑠奈がゆうべ買ったおにぎりだ。食べながら、今日どうするか話しあう。

　ニュースによると、依い然ぜんとして犯人は捕まっていない。アリシア王女は大使館で静養中ということになっているようだ。

「外に出るのは危ないな。今日はアパートでじっとしてる方がいいんじゃないか」

「それはダメ。新学期早々お休みしたら、先生が心配して様子を見にくるかもしれないよ」

　瑠奈の言葉はもっともだった。うちのクラスの担任は、生徒思いのマメな人なのだ。

「それなら、私はここにいて、お二人は学校に行っていただいても……」

「王女さまを一人にしとくのは心配だよ。いっそ、みんなで学校に行っちゃおうよ」

「おまえはまた、何を思いつくんだよ……」

「だって、学校なら隠かくれる場所もいっぱいあるし。もし誘拐犯に居所がバレても、いざとなったら生徒がみんなで守ってくれるだろうから、かえって安全だと思うよ」

「でも、王女さまがそのへんを歩いてたら大騒ぎになるぞ」

「もちろん素す顔がおのままじゃだめ。変装するの、男子生徒に」

　その言葉に、アリシア王女は緑色の瞳ひとみをぱちくりさせた。




　学校への途と上じよう、周りの人々は、まったくアリシア王女に気づかなかった。

「驚おどろきました。私、本当に男の子になったみたい……」

　建物の窓に映る自分を見るたび、アリシア王女は何度も感かん嘆たんの声をあげた。

　瑠奈はゆうべ、弁当と一緒に、変装用具も用意してきたのだった。（開けずにいた袋に入っていたのは、これだった）髪のボリュームを小さくする薬やく剤ざい。ウィッグ。体型を補正するためのコルセット。などなどだ。

　瑠奈のメイクの――というより変装の技術は驚くべきものだった。クリームでアリシア王女の肌はだの色を変え、カラーコンタクトで瞳を黒くし、メガネをかけ、ウィッグをかぶせ、仕上げに俺の制服を着せる。靴は安物のデッキシューズだ。

　すると、少し華きや奢しやながら、なんとか春はる野の台だい学園の男子生徒に見えるようになった。……というか、男装した黒くろ髪かみショートカットのメガネ少女みたいにも見えるが、とにかく、ぱっと見は男の子だ。少なくともアリシア王女には見えない。

「おまえ、こんなメイク道具、どこから持ってきたんだ？」

「お友だちに借りたの。王女さまのことは話してないから心配しないで」

　その友だちってのは、今度は役者かなんかなんだろうか。

　――駅前や大通りには、警官が多かった。そばを通る時はさすがに緊張したが、王女さまの正体に気づく者はいなかった。

　学校に近づくにつれ、登校する生徒の姿が増えてきた。うちの学園は生徒数が多いので、

制服の群れにまぎれてしまえば、誰だれに怪あやしまれることもない。

　それに今は四月、新学期が始まったばかりだ。先生たちもまだ新入生の顔と名前をおぼえきれていない。見慣れない男子が一人くらい混ざっていても不ふ審しんがられずにすむ。――たぶん瑠奈は、そこまで計算していたんだろう。

「ようっ、生うぶ方かた」

　正門を抜けたところで、クラスの男子に声をかけられた。

「よ、よう。おはよ」

　瑠奈はアリシア王女と一緒に、さりげなく俺から離はなれる。

「昨日はびっくりしたなー。王女さまの誘ゆう拐かい事件」

「あー……そうだな。ニュース見て俺も驚いたよ」

　すると、顔見知りの生徒たちが周りに集まってきた。

「おっ、なになに、昨日の誘拐の話か」

「あたしたちも混ぜてー」

「未み遂すいですんでよかったよな。俺、アリシア王女のファンだから、なんかあったら立ち直れないとこだったよ」

「ネットで流れてる噂うわさによると、どこかの熱ねつ狂きよう的てきなファンがさらおうとしたんだって」

「俺は、警けい備び陣じんの中に手引きしたヤツがいたんじゃないかって聞いた」

「あんなきれいなお姫ひめさま、ユーカイしようとするなんて許せないよね」

「私も私も。私たちのアリシアちゃんに何してくれんのっつー話だよ」

　女子にもアリシア王女のファンは多いらしい。……本人がそばにいるんだけどな。




　校舎に入ると、俺は他の生徒たちからさりげなく離れた。すぐ靴くつ箱ばこの陰かげに隠れていた瑠奈とアリシア王女に合流。来客用の下げ駄た箱ばこからスリッパを持ってきて、王女さまに渡わたした。

　部活用に使ってる東校舎に向かう。一階の空き部屋に、王女さまを隠そうという算段だ。

「んっ、まーまーかな」

　瑠奈が手を腰に当ててうなずいた。部屋はからっぽだ。会議用のテーブルとパイプ椅い子すが置いてあるだけだ。

「ここなら一階だから、何かあっても窓から逃にげられるね。廊ろう下かにはトイレもあるし」

「俺が昼休みに食べ物を持ってきます。退たい屈くつでしょうけど、がまんしてください」

「わかりました。ありがとうございます」

「何か緊きん急きゆう事態が起きたら、遠えん慮りよしないで逃げてきてください。俺は西の校舎の二階の、二年一組の教室にいますから」

「はい。よろしくお願いします、真しん一いちさん」

　アリシア王女の緑色の瞳に、深い感謝の色。

　何がなんでもこの女の子を守ってあげねばならないと、あらためて決意する。これも瑠奈のいうところの「お兄ちゃん本能」の発はつ露ろなんだろうか。

　しかし瑠奈は面おも白しろくなかったらしく、ぶすっとふくれっ面つらである。

「ちょっと、真にいちゃん」

　廊下に出たとたん、瑠奈はいきなり俺の耳を引っぱった。

「いてててっ、なんだよっ」

「あんまりデレデレしないの。相手はレオポルドのお姫さまなんだからねっ」

「だから、おかしなこというなって……。別にデレデレなんかしてないだろ」

「してる。っていうか、なんだかヘンに気が合ってるじゃない。まじめ人間どうしで意気投合しちゃったの？」

「考えすぎだ、考えすぎ」

　でも確かに、ちょっと性格的に似ているところはあるかもしれないが。

「はぁ……なんか心配になってきたなあ。こうなったら、さっさと警察に犯人を捕まえてもらわないと……」

「あっ、恋こいノの原はらさーん。おはよー」

　不意に一年生の女子が声をかけてきた――と思った時には、瑠奈はすでに俺から飛びのき、距きよ離りを取っていた。すごい俊しゆん敏びんさだ。

「わぁ、おはよー。ねえねえ、数学の宿題やってきたぁー？」

　ころっと表情を変え、友人たちの方へ走ってゆく瑠奈。語ご尾びにハートマークがつきそうなハイトーンでおしゃべりを始める。

　その姿は、どう見ても普ふ通つうの、というか普通よりも子どもっぽい高一女子だ。

　友だちに囲まれて笑顔の瑠奈。どうやらあいつはは人気者らしい。あれだけ見た目が可愛くて明るいんだから当然といえば当然かもしれない――本ほん性しようはともかく。

　あいつ、男子にも人気があったりするのかな……？
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　午前中、俺はずっとアリシア王女を心配していた。

　しかし、瑠奈から釘くぎを刺さされている。うっかり様子を見に行ったりしたら、かえって他の生徒や先生の目につく。余計な真ま似ねはしないように、と。

　ようやく昼休みになった。この時間帯なら部室に出入りする生徒もいる。俺が足を向けても、そんなには目立たないはずだ。

　購こう買ばい部ぶでサンドイッチとジュースを買い、東校舎へ向かった。周りに人がいないのを確かめ、そっとノックをする。

「真一です。入りますよ……」

　小声で呼びかけ、素す早ばやくドアの中にすべりこむ。

「真一さん」

　メガネの男子に変装中のアリシア王女は、椅子から立ちあがって迎えてくれた。

「大丈夫でしたか。何か変わったことはありませんでしたか」

「いいえ、何も。おかげさまで、落ちついて過ごすことができました」

「よかった。でも、ずっと一人で、退屈だったでしょ」

「とんでもありません。校庭で生徒の皆みなさんが体育の授業をしていらっしゃるのが見えましたから。カーテンの隙間から拝見するだけで、私まで楽しくなってしまいました」

　黒いコンタクトをつけた目がきらきら輝かがやいている。どうやらほんとに楽しんでいたようだ。

「食べ物持ってきましたよ。学校で売ってるサンドイッチですけど」

「どうもありがとうございます。あら、真一さんのお食事は？」

「あ、自分の分買うのを忘れてた。あとでなんか食べますよ」

「あの……」

　と、ちょっと遠慮がちに、王女さまはサンドイッチを差しだした。

「よかったら、半分食べてくださいませんか？　私一人だけいただくのは気がひけますから」

「いや、いいんですよ。俺のことなんか気にしないで食べてください」

　すると王女さまは、意外と頑がん固こに首を振ふった。

「そんなことできません。それに私一人では食べきれない量ですし……。お手伝いしていただけるとありがたいのですけれど」

　真しん摯しな瞳で見つめられると断りきれない。

「わかりました。それじゃあいただきます」

　王女さまは、ほっとしたように笑顔になった。

　変装していても、顔だちの優やさしさや立ち居振ふる舞まいの上品さは隠せない。――というか、

正体が女の子だと知っている俺には、黒髪ショートのメガネ美少女にしか見えない。文芸部で詩とか小説でも書いてそうな雰ふん囲い気きだ。

　しかも着ているのは男子用の制服だ。そのせいで倒とう錯さく的てきな雰囲気もあり、微び妙みように落ちつかない。俺、昔から、弟も欲ほしかったんだよな……。

「朝のことですけれど」

　俺の当とう惑わくには気づかず（気づかれても困る）、王女さまがぽつりとつぶやく。

「真一さんのお友だちの方々も、私を心配してくださっていましたよね。……なんだか心苦しかったです」

「仕方ないですよ。正体をバラしたら大騒ぎになりますから」

「生徒の皆さんも、みんないい方たちみたいですね。……私もこういう学校に留学して、学生生活を送ってみたいなって、午前中はそんなことばかり考えていました」

「いやまあ、そんな大層な学校じゃないですけど。でも校風がのんきなのは取りえかな。留学生もけっこういるし、もし王女さまが来ても、居い心ごこ地ちは悪くないかもしれないですよ」

「本当にそうできれば、こんなに幸せなことはないと思いますけど……」

　そういって、王女さまは微妙に目を伏ふせる。

「でも……やっぱり難しいでしょうね。私には公務がありますし、レオポルドを離れたら、ザビーネやレナーテたちにも苦労や心配をかけてしまいますから。それに、私が留学してきたら、騒さわぎになってしまって、この学校の方たちにも迷めい惑わくがかかるかも……」

「迷惑なんて、そんなことないですよ。絶対！」

　俺はつい大きな声を出してしまった。アリシア王女はびっくりしたように目を見張った。

「というか、あなた、いろいろ遠慮しすぎです。がまんしないで、もっと自分の気持ちを大事にしたらどうですか？　まあ……瑠奈みたいに図ず々うしくなれとはいわないけど」

「……私を心配してくださるんですね。ありがとうございます、真一さん」

　さしでがましくも説教がましいことをいってしまった俺に、王女さまは笑ってくれた。

「そうですね……。私も瑠奈さんみたいになれたらと思います。きっと瑠奈さんだったら、自分が置かれた境きよう遇ぐうを簡単に受け入れたりせずに、きちんと自分の気持ちを、周りの人たちに上手に伝えることができるんでしょうね」

「なんだか、瑠奈をうらやましがってるみたいですけど……」

「ええ。私、瑠奈さんがうらやましいです」

　アリシア王女はうなずいた。

「自由で、奔ほん放ぽうで、それに仲のいいお兄さんがいつも一いつ緒しよで、守ってくれて……私には兄がいませんから、ずっと前から、お兄さん、という存在に憧れていたんです」

「それって俺と逆ですね。俺は前から弟とか妹が欲しくって」

「私も真一さんみたいな頼たよれるお兄さんがほしい……なんていったら、瑠奈さんに怒おこられるかしら。ふふふ」

「…………」

　品のいい笑顔。でも俺は、だんだんこの王女さまが気の毒になってきた。

　冗じよう談だんめかしてはいるが、きっと彼かの女じよにとって、「お兄さんがほしい」というのは、俺なんかよりもはるかに切実な願いなのだ。

　兄がいれば、王位は当然その兄が継つぐ。王族としての仕事や負担も分け合える。

　でも現実はそうではない。レオポルド王家の長子はアリシア王女で、大きな責任を負っている。一人暮らしはおろか、自由に学校に通うことさえままならない。

　俺なんかに何ができるはずもないけど……。

　でも、この生き真ま面じ目めで、責任感が強く、そして、あまり生き方が器用じゃなさそうなお姫さまのために、少しでも力になってあげられないものだろうか。

「そんなにお兄さんがほしいんだったら――」

　と、ついバカなことを口にしてしまった。

「なら、日本にいるあいだだけでも、俺のこと、兄貴と思ってくれていいですよ」

「はい？」

　アリシア王女がカラーコンタクトをつけた目を見開いた。

「ああ、いえ、失言でした、失言っ」

　俺は、わたわたと手を振った。

「一いつ瞬しゆんちょっとそんなふうに思っちゃったもんでっ。……俺、たまに後先考えずに余計なこといったりやったりする癖くせがあって。つまらないこといいました。忘れてください！」

「いえ、そんな……。真一さんのお気持ち、本当に嬉しいです」

　アリシア王女ももじもじと赤くなり、やがて、思いきったようにこういった。

「頼りにさせていただきますね。ふふっ……お兄ちゃんっ」

「ぐはっ」

　その一言の、なんという破は壊かい力りよく。瑠奈に呼ばれるのとはまた違ちがったときめきがある。この多幸感は凶きよう器きだ。やばいほどに全身の細さい胞ぼうが舞いあがってしまった。

「あの……どうなさいました？」

「い、いや、なんでもないです、なんでも」

　あなたに「お兄ちゃん」と呼ばれて興奮してるんです、なんていえません。

「ああ……でも本当にこの学校の生徒になれたら楽しいでしょうね。真一さんや瑠奈さんと一緒にお勉強ができたら」

　と、その時。

「生方くん、今の話、どういうこと？」

　俺はぎょっとして顔をあげた。いつの間にかドアが開いて、二年一組の生活委員、小お田だ切ぎりが俺たちをにらんでいた。

　小田切晴はる美み。しっかり者で成績優ゆう秀しゆう。美人で面めん倒どう見みもいいので、男子からも女子からも信しん頼らいされている。確か演劇部の副部長でもあったはずだ。

「おっ、小田切っ。なんでここに」

「演劇部の部室に忘れ物を取りにきたの。そしたら生方くんの姿が見えたから、おかしいなって思って。生方くん、部活に入ってないはずでしょ、ここで何してるの？」

　小田切は不審そうな視線を、男装アリシア王女に向ける。

「君、一年生？　今、変なこといってたよね。本当にここの生徒になれたら、とか」

「は、はい。それは、その……」

「どういうことなの、生方くん。その人、うちの学校の生徒じゃないの？」

「いや、実は深い事情があって……」

「納得がいくように説明して。それとも先生を呼んでこようか」

「それだけは待ってくれ！　今ちゃんと話すから！」

　しかし、何をどういえばいいのだろう。嘘うそが下手な俺の頭では、いい逃のがれが思いつかない。

　いっそ本当のことを話すか……。いや、だめだ、そんなことしたら、小田切までこの一件に巻きこんでしまう。

　こんな時にあいつがいてくれれば……。




「あ～あ、真にいちゃん。とうとうバレちゃったんだぁ」




　俺の願いに応こたえるかのように、瑠奈が現れた。が、その言葉にぎょっとする。

「おい、瑠奈、なにいいだす気だ！」

　まさか、アリシア王女の正体を、小田切に話す気なのか？




三




「バレちゃったってどういうこと？　真にいちゃんって……あなた、生方くんの妹さん？」

「親しん戚せきです。実はですね、そのメガネの男の子、ほんとは玉たま城しろ高校の一年生なんです」

　は？　と俺は声をあげそうになる。玉城高校は、近所にある公立校だ。でも、アリシア王女が着てるのはこの学園の制服だぞ。

「だから、どうして他校の生徒がここにいるのって聞いてるの！」

　小田切に迫せまられながら、瑠奈は、いかにも困ったようにため息をついた。

「わたしは、絶対にバレるからってやめた方がいいよって、真にいちゃんにいったんです。

でも、その子がどうしても真にいちゃんの学校が見てみたいって聞かなくて。真にいちゃんて、友だちに頼たのみごとされると断れない人だから」

「まあ、一年の時から同じクラスだから、そういうところはよく見てたけど……。日直とか掃そう除じ当番、誰かと代わってあげたり、生方くんよくやってたし……」

　小田切がちらっと俺を見る。知らなかった、俺はそんなお人ひと好よしキャラに映ってたのか。

「ですよねー。真にいちゃん優しいから。それが愛する人の頼みだったらなおさらで……」




「あいするひと？」




　俺と小田切とアリシア王女、三人の声が、きれいにユニゾンで重なった。

「そうです、真にいちゃんとその子は愛しあってるんです！」

　瑠奈が、きっぱりといった。

「ちょ、ちょっと待って。でもこの生徒って、男子……」

　小田切がうろたえつつアリシア王女を見やる。いや、うろたえてるのは俺も同じだが。

「はい。真にいちゃんって、男の子なのに男の子が好きなんです」

「瑠奈、おまえ、何を――！」

「もう隠してもムダだってば、真にいちゃん」

　瑠奈は、わざとらしくかぶりを振って、ぽんぽんと俺の肩かたを叩たたいた。

「愛する彼かれ氏しと一緒にお昼を食べたくて、それでこっそりこの部屋を使ったんだよね。あ、

見てください先せん輩ぱい。サンドイッチを半分こなんかして、仲良しなんだから、もー」

「いや、これはっ……」

　いいわけしようとして、俺はぐっと言葉をのみこんだ。




　待て、よく考えろ生方真一。

　いま何より大事なのは、アリシア王女の正体を隠し通とおすことだ。

　それ以外のことを気にしてる場合じゃない。俺の社会的な立場とか恥はじなんかを。




「ふふふ……バレてしまったら仕方がないな！」

　俺は男装のアリシア王女の肩に手を回し、やわらかな身体をぐっと引き寄せた。

「きゃ……」

　メガネの奥おくの、黒いカラコンをした瞳がおろおろと揺ゆれている。

「確かに瑠奈のいう通り、俺たちは愛しあっている。こいつが俺の学校を見たいっていうから、校則違い反はんとは知りながら、つい連れてきてしまったんだ。でも、誰にも迷惑はかけていない。頼む、小田切。クラスメートのよしみで目をつぶってくれないか！」

　嘘の苦手な俺だが、人間いざとなると、普段できなかったこともできるものらしい。

　小田切は動揺しまくりのようだった。

「そっ、それは、私だって、無理にことを荒あら立だてたいわけじゃないけど……。だけど、ほんとなの？　ほんとに生方くん、その男の子と」

「本当だとも！　俺も、まさか自分がこういうタイプの人間だとは思わなかった。しかし、

こいつに告白されてわかったんだ。愛に、性別も国境も関係ないってことがな！」

「国境？　あ、そういえば、よく見るとちょっと外国の人っぽいような……」

「日本とオーストラリアのハーフなんだ。名前は、えーと、厳げん一いち郎ろう・ジョンソンだ！」

　俺は王女さまを抱だいた腕うでに力をこめる。なお、厳一郎というのは、死んだ爺じいさんの名前だ。

「俺おれたちは、実の兄弟よりも固い愛の絆きずなで結ばれている。さっきも、俺を兄貴と思ってくれっていったところだ。なっ、そうだよな、厳一郎！」

「は、はい……。確かに真一さんは、そういってくださいました……」

　俺に抱かれながら、アリシア王女のメイクした顔は真っ赤である。瑠奈は「うわー」みたいな顔して引いている。……あのな、おまえのせいだろが、この状じよう況きようは。

「でっ、でも信じられない。そりゃ、生方くんが同性を好きになっても私が口出しする筋合いじゃないけど。でもあまりにも、私が知ってる生方くんと違いすぎるっていうか」

　さすが小田切。頭がいいだけあって、簡単にはだまされてくれない。

　その時、突とつ然ぜん、俺の腕の中のアリシアが声をあげた。

「いいえっ！　わた……ボクたちは心から愛しあっています！　その証しよう拠こに……」

　いうなりアリシア王女は、俺の首に自分から腕を回した。

「愛してます、お兄ちゃん！」




　ちゅっ




　と、俺の頬ほおに唇を当てた。

「！」

　俺は爆ばく発はつ的てきに顔が熱くなるのを感じた。

　小田切は口をあんぐりと開け、俺たちを見つめている。

　すかさず瑠奈が、俺たちと小田切のあいだに割りこんだ。

「さ、もうわかったでしょ。真にいちゃんと厳一郎くんは恋こい人びと同士なんです。すぐに帰らせるから、先生にはいわないでください。それじゃ小田切先輩、失礼します」

「え？　あ、ちょっと、待ちなさいっ！」

　すると、不意に瑠奈が、小田切の前で妙みような手つきをした。

　両手をひらひらっとうごめかし、ぱん！　と手を叩く。

　と同時にカメラのフラッシュのようなまばゆい光が、部屋の中にはじけた。

「きゃ……！　な、なにっ？」

　小田切がまごついている間に、瑠奈は俺とアリシア王女の手を引いて、廊下に駆かけだした。

「今のなんだ!?」

「目くらましのマジック！　マジシャンがよくテレビでやってるでしょ。フラッシュ用の素材を燃やしたの！」

「おまえ、そんなもんまで持ち歩いてるのかよ！」

「感心してないで走って！　ほら、厳一郎くんも！」

　俺と王女さまは、瑠奈に背中を押おされながら一目散にその場から逃げだした。
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「んも～、真にいちゃんのバカ！」

　瑠奈がジャンプして、俺の脳天をぺちんとひっぱたいた。

　ここは東校舎の屋上だ（ドアは、瑠奈が例の万ばん能のう鍵かぎで開けた）。誰もいない屋上で、俺とアリシア王女はへたりこんでいる。

「軽けい率そつ、おっちょこちょい！　わたしが助けてあげなかったらどうなってたと思うの？」

　瑠奈はツインテールを振り乱みだし、大きな瞳はわずかに赤みを帯びているようだ。戦せん闘とう色ってやつだろうか。

「またドアに鍵かけるの忘れてイチャイチャしちゃって。危機感たりなすぎ！」

　それは確かにその通りなので、いいわけのしようもないが……。

「だからって、あんな嘘つくことないだろ？　俺、小田切に男好きだと思われちまったぞ」

「知らないよ。そこまで面倒見られないもん」

　瑠奈が唇をとがらせる。俺としては、いちいちごもっとも、としかいいようがない。

「ほんっとにもー。わたしが誰のために苦労してると思ってるの？　肝かん心じんの真にいちゃんがこれじゃ意味ないじゃない」

「うう……すいません」

「申しわけありません、私がもっと注意していれば、こんなことには……」

　と男装姿のアリシア王女もしょげる。

「ううん。王女さまは悪くないよ。よく、わたしのでまかせについてきてくれたと思う」

　瑠奈のやつ、王女さまには甘あまいな。同性どうしの連帯感だろうか。

「でも、真にいちゃんにキスまでするとは思わなかったけどね」

「わ、私、夢中で……。すみませんでした、大変、その、ぶしつけなことを……」

　アリシア王女は、また真っ赤になった。

　森の管理小屋で椅子を振り回して暴れた時といい、どうもこの王女さまも、慌あわてたりあせったりすると、衝しよう動どう的てきに無む茶ちやをやらかす癖があるようだ。そういうところも、ちょっと俺に似ているかもしれない。

「でも、ま、唇と唇のキスじゃなかったから、今回はセーフってことにしてあげる。真にいちゃんのファーストキスをもらうのはわたしって決めてるんだから」

「また何をいいだすんだ、何を！」

　その時、屋上に据すえられているスピーカーが呼びだしチャイムを鳴らした。

『生徒の呼びだしをいたします。高等部二年一組、生方真一。高等部一年一組、恋ノ原瑠奈。大至急職員室までくるように。繰くり返かえします……』

　なんだろう？　俺と瑠奈は顔を見合わせた。




　アリシア王女を屋上に残したまま、俺たちは職員室に向かった。

　東校舎の屋上はふだんは閉へい鎖さされているし、見つかる心配は、まずない。

「小田切が先生にいいつけたのかな。他校の生徒を連れこんだって」

「かもね。ついでに男の子好きってことも話しちゃったのかも」

「小田切ってそんなことするやつじゃないと思うんだけど……」

　瑠奈はまだ不ふ機き嫌げんだ。歩きながら、横目で俺をにらんでくる。

「そういうふうに簡単に人を信じちゃうところが、お人好しだっていうの。もっと警けい戒かい心しんを持たないと、愛する厳一郎くんを守ってあげられないよ」

「だから、でかい声で妙なこというなってのに……」

　漫まん才ざいみたいな会話を交かわしているうちに、職員室についた。

「生方くん、来たわね。ちょっと場所を変えましょ。こっちへ」

　担任の淡あわ島しま先生が、なぜか妙に慌てた様子で、俺と瑠奈を廊下に連れだした。もう一人、

あとからついてきた女の先生は、確か瑠奈のいる一年一組の担任だ。

「先生、何かあったんですか？」

「いいからいらっしゃい。緊きん張ちようしなくていいから、落ちつくのよ」

　そういう淡島先生のほうが緊張してるように見える。けっこう心しん配ぱい性しようの人なのだ。

　連れて来られたのは、廊下の奥まった場所にある相談室だった。

　先生がドアを開けると、中には、教頭、それから俺の知らないスーツ姿の若い女性と中年の男性が座すわっていた。

「生方くん、恋ノ原さん。こちらのお二人は警察の方よ」

　そう聞いた瞬しゆん間かん、俺の全身にびりびりと緊張感が走った。

「昨日の誘ゆう拐かい未み遂すい事件のことで話を聞きにいらしたの。知っていることがあったら、お話ししなさい。どんなことでも、正直にね」
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　二人の刑けい事じを前に、俺の心臓の鼓こ動どうは急激に速まっていく。

　あせるな、生うぶ方かた真しん一いち……。俺たちが今しなければならないことは単純だ。

　誘ゆう拐かい犯はんが捕つかまるまで、アリシア王女をかくまい通す。要はこれだけだ。

　そして、誘拐犯が捕まるまでは、誰にもアリシア王女の居場所を教えてはならない。レオポルドの関係者にも、日本の警察にも。

　もし教えてしまえば、使節団にまぎれこんでいる誘拐犯にもその情報が伝わる。そうなれば、誘拐犯たちはまたアリシア王女を狙ねらってくるだろう。

　そうはならなかったとしても、アリシア王女は使節団の元へ帰らざるを得なくなる。そして、そこには誘拐犯が待ち受けているのだ。

　いや、瑠る奈なによれば、犯人たちは今度は誘拐ではなく、暗殺をもくろむ可能性もある。

　だからアリシア王女の居所は、誰に対しても、絶対に秘密にしなければならない。




「警視庁刑けい事じ部ぶ、捜そう査さ一課の片かた村むら由ゆ紀きです」

「玉たま城しろ署の沢さわ井いです」

　二人の刑事はそれぞれに名乗った。

　落ちつけ落ちつけ……俺たちは悪いことをしているわけじゃないんだ。

「あの……」

　と瑠奈が、いかにも不安そうに二人の刑事を見た。

「警察の人がなんのご用ですか？　誘拐のことなんか、わたしたち、何も……」

「とにかく、二人とも座りなさい」

　教頭にうながされ、俺たちはソファに座った。淡島先生たちは立ったままだ。

「私たちは昨日の誘拐未遂事件を調べているんです。それで、あなた方にご協力いただきたいと思いまして」

　片村刑事は丁てい寧ねいな口調ではきはきしゃべる。若くて理知的な美び貌ぼうの女刑事さんだ。

　髪かみは短く切きり揃そろえ、毛先が刃は物もののようにそろっている。身長は俺と同じくらいだろうか。

もう一人の刑事さんの方が年上だが、この場を仕切るのは若い片村刑事のようだ。

「でも、なんで俺たちに……」

　俺がたずねると、片村刑事がカバンから、クリアファイルに入った写真を出だした。

「！」

　俺は小さく息をのんだ。




「昨日の事件の現場写真です。生方さんと恋こいノの原はらさんが写っています」




　前から三列目の席に、コートの下に制服を着た瑠奈と俺がいる。事件が起きる前の画像だ。

「この制服から、あなたがたが春はる野の台だい学園の生徒さんだとわかりました。そして先ほど先生方に写真をお見せして、お二人のお名前を教えていただいたんです」

　写真を凝ぎよう視ししている俺と瑠奈に、片村刑事は優しげな笑え顔がおを向けた。

「緊張しなくてもいいんですよ。私どもは、昨日の現場に居合わせた人にお話をうかがっているだけですから。嘘や隠かくしごとをせず、ありのままを聞かせてください。この写真に写っているのは、あなたがたに間ま違ちがいありませんね」

　俺は一瞬、どう答えるべきか迷ったが、瑠奈はあっさり肯こう定ていした。

「はい、わたしたちですけど……。でも、こんな写真、誰だれが撮さつ影えいしたんですか？」

「テレビカメラに映ったものを拡大したんです」

　なるほど、そういうことか――。

　確かに、あの場にはたくさんのカメラがあった。俺たちが撮とられていても不思議はない。

　そして、少しほっとした。

　別に、俺たちがアリシア王女をかくまっていることが、バレたわけじゃない。

　たまたま現場にいた目もく撃げき者しやとして、話を聞かれているだけなのだ。

「最初に立ち入ったことをお聞きしますが、あなたがたお二人のご関係は？」

「わたしたち、親戚なんです。苗みよう字じはちがうけど。ねっ、真しんにいちゃん」

「あっ。は、はい。そうなんです。瑠奈は、俺の母方の遠とお縁えんなんです」

「え、そうなの？」

「知らなかった……」

　と、俺たちの担任が、後ろで意外そうな声をあげた。

「わたしたち、昨日、二人で公園に遊びに行ったんです。それで、アリシア王女を見に会場に入ったら、あんな事件が起きて、それでびっくりして……」
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　二人の刑事は、それぞれに大判のノートを広げて、俺と瑠奈の話を細かく書きこんでいる。警察の事情聴ちよう取しゆってものは、リアルにはこういうふうにするらしい。

「事件の際、現場から避ひ難なんする時は、入場したのと同じところから逃にげましたか？」

「確かそうだったよね、真にいちゃん」

「あ、ああ。大おお騒さわぎの中だったからよくおぼえてないけど……」

「実は、こうしてお二人に会いにきたのは、ちょっと気になることがあったからなんです」

　片村刑事が口調をあらためた。




「昨日、事件発生の直後、我々警察は、すぐに会場周辺を封ふう鎖さしました。そして、現場から逃げてきた人の氏名と身元をできる限り確かく認にんしたんです。一いつ般ぱんの観客も、関係者も」

　俺は、あっ、と声をあげそうになってしまった。

「ところがそのあと、テレビカメラの映像と照らしあわせてみたところ、あなたがたの氏名はチェックから漏もれていました。これはなぜなのか、お聞きしたくて」




　俺の全身の血管が、きゅっと収縮し、肌はだにちりちりとしびれるような感覚が走った。

　そうか。そういうことなら当然、俺たちに話を聞きにくるだろう。

　考えてみれば、現場にいた人間の氏名を確認するのは、警察としてはあたりまえだ。

　俺たちは生いけ垣がきを破ってアリシア王女を追ったから、チェックから漏れてしまったのだ。

「生方さん、事件のあと、あなたがたはどうやって外に出たんですか？」

「は、はい。ええと」

　俺は必死にいいわけを考えた。瑠奈が隣となりで不安そうに俺を見ている。

　瑠奈なら、すらすらと、うまいいいわけを思いつくのかもしれないが……。

　でも、俺は嘘が苦手なのだ。

　まして、教頭と、担任と、刑事に囲まれた状態で、頭が回るはずがない。

「その、なんかヤバい、と思って、生け垣を突つっ切って外に出ちゃったんです」

「恋ノ原さんと一緒にですか？」

「はい。とにかく瑠奈を安全なところへ逃がさなくちゃって思って、それで」

　とっさにひねり出したにしては、悪くない答えだと思う。

「でもあなたがたは、入場したのと同じ場所から出たとさっきおっしゃいましたね」

　しまった！　そうだ、自分でそういったばかりじゃないか！

「あ、いえ。さっきはちょっと頭が混乱してて。えーと、忘れてたっていうか」

「でも、正規の出口から出ないで、生け垣を押し破って逃げたことを忘れるというのは、ちょっと不自然ですね」

「はあ……」

「嘘や隠しごとはしないよう、最初にいったはずですよね？」

「…………」

　片村刑事の鋭するどい視線が俺に突き刺さる。まずい……完全に不ふ審しんを抱かれている。

「生方さん、何か他にも、私たちに話していないことがあるのではないですか」

「…………っ」

　俺はとっさに言葉が出なかった。こめかみを汗あせが流れ、膝ひざの上で手が震ふるえている。

　どう見ても、やましいことのある人間の態度だ。

　担任の淡あわ島しま先生が、たまりかねたように口を開いた。

「生方くん、なぜ答えないの。まさか、本当に何か隠してるんじゃ」

「い、いえ。そんなことは」




「真にいちゃん、もう、ほんとのこといっちゃおう！」




　そう叫さけんで、瑠奈が突然、俺にすがりついてきた。

「恋ノ原さん、どういうことなの？」

「生方、恋ノ原、ほんとになにか隠してるのか。ちゃんと刑事さんにお話ししなさい」

　と、瑠奈の担任と教頭も声をあげる。

　瑠奈は俺に抱きつきながら、涙なみだで大きな目をうるませ、長い睫毛まつげを震わせていた。

「刑事さん、先生、ごめんなさい。わたしたち、嘘ついてました……」

「話してください」

　静かに、しかし厳しい表情で片村刑事がうながす。

　瑠奈は俺にしがみつきながら、言葉をつづけた。

「ほんとは、わたしたち……逃げる時に誘拐犯の顔を見ちゃったんです！」
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「えええええっ!?」

　と、先生たちが声をあげた。二人の刑事も腰こしを浮うかせ、身を乗りだした。

　びっくりしたのは俺も同じだった。すぐには反応できない。

　ええと、とにかく王女さまの居所を隠し通す方針に、変へん更こうはないみたいだが……。

　でも、「犯人の顔を見た」なんていっちまって、大だい丈じよう夫ぶなのか？

　瑠奈はいかにも申しわけなさそうな、おびえたような様子で震えている。完かん璧ぺきな演技だ。

「わたしたち、煙けむりが広がった時、生け垣から外に逃げだしたんです。そしたら、目の前にサングラスをした、白人の男の人がいて……どこかに走っていくところを見ちゃって」

「人数は？　一人だった？」

「いえ、三人くらいいました。ね、真にいちゃん。クスン……」

　気がたかぶってきたふりをして、瑠奈が半ベソをかく。ちゃんと涙も出ている。

「あ、ああ、そうだったな」

　俺はかろうじてうなずいた。さしあたり瑠奈に調子を合わせなければ。

「どうしてその人たちが犯人だと思ったの？」

「外国の人だけど、顔つきとかすごく怪しくて、警備の人には見えなかったし……。それになんだか逃げるみたいに急いで走ってたから……。あとで真にいちゃんと、あれが誘拐犯だったのかもねーって話して、そしたら怖こわくなっちゃって。わたしたちが顔を見たって知られたら、誘拐犯たちに狙われるかもしれないから……」

「そ、そうなんです。それで俺たち、誰にもいわないでいようって決めたんです」

「わかりました。あとは警察署でうかがいます」

　そういって、片村刑事は勢いよく立ちあがった。




　俺たちは車に乗せられ、玉城警察署に連れていかれた。

　付つき添そいには、午後の授業のない、俺の担任の淡島先生がきてくれた。

　警察署の駐ちゆう車しや場じようで車をおりる。俺と瑠奈は、さりげなく車から離はなれ、小声で話す。

「心配ないよ、真にいちゃん。こうなることも予想してたから」

　瑠奈は、さっきまでの半ベソが別人みたいに、けろりと笑顔になっていた。

「予想って……何をどこまで予想してたんだ」

「テレビに撮られて身元がわかって、警察が調べにくるんじゃないかって。心配させたくなかったから、いわなかったけどね」

　ぺろっとピンクの舌を出す。むかつくほどに可愛かわいい笑顔だ。

「でも、こうなってよかったよ。これで警察とコンタクトが取れるし、誘拐犯の人相とかワゴン車のこととか、手がかりを教えてあげられるもん。ちょっと肩の荷がおりた気分」

　さっき相談室で俺があせりまくってる横で、こいつはそんなことを考えてたのか……。

　こそこそ話す俺たちに、片村刑事が声をかけてきた。

「生方さん、恋ノ原さん」

「は、はいっ」

　俺はびくっと背筋を伸のばした。

「不安なお気持ちはわかります。ですが、警察を信じてください。先ほどの嘘も、事情が事情ですからとがめだてはしません。ただし、今後は嘘や隠しごとはしないこと。いいですね」

「はい、すみませんでした」

「ごめんなさぁーい……」

　俺と瑠奈は神しん妙みような表情を作ってうなずいた。




　玉城署の中は、人でごったがえしていた。昨日、あんな事件があったばかりだし、当然だろう。新聞社やテレビの取しゆ材ざい陣じんも大勢いるようだ。

　取調室に入ったのは、俺と瑠奈、そして片村刑事の三人だ。先生は別室で待っている。

　最初は、二人別々に事情聴ちよう取しゆされそうになったのだが、瑠奈が「真にいちゃんと一いつ緒しよじゃないと心細い」といったので、一緒にしてもらえたのだ。高校生相手に、あまり厳しいこともできないと、警察側も考えたんだろう。

　おかげで俺たちは、話を合わせるのに苦労せずにすむわけだが……。

　でも、警察の取調室に入るのなんて、当然ながら生まれて初めてだ。俺は下腹に力を入れて、ともすれば浮うき足あし立だちそうになるのを抑おさえた。

「それじゃあ、昨日あったことをもう一度、話して。今度は、正直にね」

　念を押すようにいって、片村刑事が、野外劇場と公園周辺の図面を出した。

「はい、ええと……俺たちが座ってたのはこのあたりで……」

「わたしたち、このへんから外に出て、このあたりで、怪あやしい人たちを見かけました」

「その男たちの、顔つきと身長は？」

「一人は金髪で髭ひげが濃くて、人相が悪くていかつい顔で、サングラスをしてました。身長は俺より五センチぐらい高かったと思います。もう一人は黒髪で、背の高さも同じくらい。二人とも筋肉質で……」

　これは全部本当のことだから、嘘が下手な俺でもよどみなく話せる。

　片村刑事は似顔絵の心得があるらしく、スケッチブックに犯人の顔を描いていった。

「どう、似ている？」

「うーん……似てるような似てないような……」

　正直、外国の人間の顔は判別しにくい。似顔絵なのでなおさらだ。

「犯人らしい人物は三人だったのよね。もう一人は？」

　一瞬、どう答えるべきか俺は迷った。もう一人はアリシア王女なのだ。三人目の誘拐犯は車を運転していたのだから、「公園で見た」というわけにはいかないし……。

　だが、すかさず瑠奈がつづけてくれた。

「女の人でした。金髪で、髪が長くて……」

　たちまち片村刑事の眼光が鋭くなった。

「顔、背丈、服装。おぼえていることをなんでもいいから教えてちょうだい」

「ええと、割と細くて……。身長は、わたしと真にいちゃんのあいだぐらい。顔はよく見えなかったけど、スカートをはいてました」

「髪の長さは？」

「アリシア王女と同じくらいでした。だから、あとで真にいちゃんと話したんです。あれ、

もしかして王女さまじゃなかったのかなって。ねっ、真にいちゃん」

「そ、そうだったな。そんな話をしたっけな」

「でも、そんなはずないですよね。王女さまは助けられて、大使館でお休みしてるんだから」

　片村刑事はむずかしい顔で口をつぐんだ。




　俺は頭の中で、状況を再確認する。

　報道では、王女さまは無事に保護され、大使館で休んでいることになっているが――。

　警察は当然、アリシア王女が行方ゆくえ不明になっていることを知っている。

　しかしそれを、俺たちに明かすことは許されていないのだろう。

　そして俺たちも、「アリシア王女は大使館にいる、と信じている」という前提で話さなければいけないのだ。




「ほかに気がついたことはない？　会話の内容とか、そのあと走りだした車があったとか」

「その人たちがいなくなったあたりで、車が走ってくのが見えました。白いワゴン車が」

「どっちに向かって走っていったかわかるかしら」

「ええと、このへんです。で、こっちの方に走っていきました」

　と、瑠奈は地図の上を指す。

「丘きゆう陵りようの方ね……」

　片村刑事は、そうつぶやくと、鋭い視線をじっと地図上に注いだ。




　その後、住所や携けい帯たい電話のアドレスなどを聞かれ、俺たちは学校に送り届けられた。

「誘拐犯の顔を見たことは、他の人には絶対にいわないように。もし身辺で気になることがあったら、すぐに連れん絡らくして。いいわね」

　片村刑事は、警察の紋もん章しようが入った名めい刺しを俺たちに渡し、そのまま車で帰っていった。

「はあ～～……」

　淡島先生が大きく息をつく。

「先生、大丈夫ですか？」

　俺が声をかけると、先生は疲つかれた顔でほほえんだ。

「生方くんたちも大変だったでしょうけど、でも元気出してね。悪い人たちは、きっと警察が捕まえてくれるから。それと、今後は何かあったら、ちゃんと相談するのよ」

「わかりました。……どうもすみません、心配かけちゃって」

「まだ五時間目の授業中ね。ああ、でも教頭先生と校長先生に報告に行かないと……」

「あのー、先生」

　と瑠奈が軽く手をあげた。

「わたしたち、いったん教室に戻もどっていいですか。職員室には授業が終わってから行きますから。授業に出ないと勉強が遅おくれちゃうし、クラスの友だちも心配するから……」

「わかったわ。それじゃあ教頭先生には、まず先生一人で報告に行くわね」

　淡島先生は、職員用の昇しよう降こう口ぐちへ、急ぎ足で去って行った。

　俺たちは、校門のそばに立ちどまったまま、ようやく二人きりになる。

「なあ、瑠奈……」

　と声をかける。正直、まだ頭の中がごちゃごちゃだ。瑠奈と話して頭を整理したい。

　だが瑠奈は、俺の手をぎゅっと握にぎって、しっ、と唇くちびるに指を当てた。

「来たよ、真にいちゃん。思ったより早かったみたい」

「え？　来たって誰が……」

「警察を出たときからずぅっと、わたしたちをつけてた車があったの」

　ぎくっとする。俺はそんなこと、まるで気づかなかった。

「ここから先も、わたしに調子を合わせてね。余計なことはいっちゃダメだよ」

「それって、まさか誘拐犯……。俺たちが王女さまをかくまってるのがバレたんじゃ」

「違ちがうと思う。もし誘拐犯がわたしたちを怪しんでるなら、わざと泳がせて王女さまの居場所を確認するはずでしょ。たぶんザビーネって人じゃないかな。王女さまの護衛役の」

　一台の車がすぅっと、俺たちのそばに寄ってきた。目立たない白い乗用車だ。

　運転席のウインドウが開く。

「生方真一さんと、恋ノ原瑠奈さんですね」

　中から声をかけてきたのは、片村刑事に劣おとらず鋭い目つきの、若い白人の女性だった。

　ショートカットの茶色い巻き毛。しゃべり方はきびきびとして、流りゆう暢ちような日本語だ。

　引ひき締しまった身体に、地味な焦こげ茶ちや色いろのスーツ。男装の麗れい人じんという雰ふん囲い気きだ。

「私は、レオポルド王国近衛騎士団所属、アリシア殿でん下か警護部隊、ザビーネ・フォン・ヘルマンといいます。レオポルド大使館まで、ご一緒していただけないでしょうか」




三




　この人が、ザビーネか……！

　アリシア王女が信しん頼らいしている親友で、近衛騎士団の団長。警護部隊のリーダー。

　そして、アリシア王女に「しばらく身を隠すように」と指示した人物。

　現在、アリシア王女が、一刻も早く連絡を取りたいと願っている相手だ。

　長身で折り目正しい態度。それでいて優ゆう雅がな身のこなし。

　これが現代に生きる本物の騎き士しか……。あたりまえだが、兜かぶとや甲かつ冑ちゆうは身につけていない。印象としては、有能な女性執しつ事じという感じだ。

「突然、お呼びとめして申しわけありません」

　声は低音のアルト。見かけと同じに、声こわ音ねも落ちついていて、男性的だ。

「ご迷めい惑わくならば、学校が終わるまでお待ちします。でも、できれば少しでも早く、お話をうかがいたいのです」

　落ちついた口調の中に、焦しよう燥そうが感じられる。

　俺は急いで頭の中で、ザビーネさんに関することを確認する。




　このザビーネさんは現在、アリシア王女の居場所を必死に探している。

　また、アリシア王女の方もザビーネさんと連絡を取りたがっている。

　ということは……。

　今ここで、俺たちがアリシア王女をかくまっていることを教えれば、すべて解決だ。




「わかりました、行きます」

　俺は大きくうなずいた。大使館で――いや、なんなら車に乗ってすぐにでも、アリシア王女の居所を、このザビーネさんに教えてあげよう。それですべてうまく行く……。

　が、次の瞬間、瑠奈がすばやく言葉を接ついだ。

「王女さまは大丈夫なの？　大使館でお休みしてるんでしょ」

　えっ？　と俺おれは瑠奈を見やる。瑠奈は俺に「何もいうな」というように目くばせした。

「はい。殿下は、その……今しばらく安静が必要と、医師が」

　ザビーネさんの声が微び妙みようにこわばる。この人も嘘うそが苦手なのかもしれない。

「そっかー。かわいそう。早く元気になるといいね。ねっ、真にいちゃん」

「え？　あ、ああ……」

「お気づかいありがとうございます。それではどうぞ、お乗りください」

　ザビーネさんは、わざわざ運転席から出て、俺たちにドアを開けてくれた。




　運転席にザビーネさん。後部座席に俺と瑠奈が並んで座っている。

　車が走りだすとすぐ、瑠奈が、俺の手のひらに指で字を書き始めた。

〝王女さまをかくしてることはいわないで〟

　俺は驚おどろき、同じく指文字で返す。

〝なんで？〟

〝かんがえがあるから。まかせて〟

　何を考えているんだろう。瑠奈はすまし顔で、運転席のザビーネさんに話しかける。

「ザビーネさん。わたしたちのこと、誰に聞いたの？」

「日本側の捜査本部から、目撃者があらわれたという連絡を受けました。それですぐに駆かけつけたのです。あなたがたに直接お会いして、お話を聞くために」

「日本語がお上手なんですね」

　と、これは俺。

「ありがとうございます。アリシア殿下と一緒にさまざまな国を訪おとずれるので、私ども周りの者も、各国語の習得を怠おこたらないよう心がけています」

「どうしてわざわざ大使館に行かなくちゃいけないの？　わたしたち、学校があるんだけど」

「その……いろいろ事情がありまして。お時間はいただきませんので、しばらくごしんぼうください」

　瑠奈はそれ以上質問をやめた。俺もうかつなことを口走らないよう、黙だまることにした。

　やがてレオポルドの大使館についた。そこは都心の一角の、目立たない場所だった。

　周りは閑かん静せいな住宅街。大使館の建物は、見かけは瀟しよう洒しやな高級マンションという感じだ。

　その目立たない大使館の、さらに目立たない裏手から、車は地下のガレージに入った。塀へいの内側には庭木が植えられ、壁に監かん視しカメラが据えられている。

　車を降り、静かな細い廊ろう下かを抜ぬけて、建物の奥おくへと歩く。

　瑠奈はツインテールを振ふりながら、きょろきょろ周りを見回している。

「へえー。大使館の中ってこうなんだ。おしゃれなホテルみたい」

　ザビーネさんはわずかに困ったような顔をした。

「申しわけありませんが、大きな声は控ひかえていただけますか。あなたがたをお呼びしていることは、大使館の中でも、ごく限られた者しか知らないのです」

「あっ、そうなんだ。ごめんなさーい」

　ぺろっとピンクの舌を出して、瑠奈は肩かたをすくめた。

　確かに、さっきから誰ともすれちがっていない。しかし、壁かべや天てん井じようの向こうからは騒そう然ぜんとした気配が伝わってくる。王女さまが行方不明で、さぞかし大騒ぎなんだろう。

「こちらです、どうぞ」

　ザビーネさんが、踵かかとをそろえて、突き当あたりのドアを開けた。そこは、俺のアパートぐらいの広さの、小じんまりした部屋だった。

「お連れしました。生方真一さんと、恋ノ原瑠奈さんです」

　俺たちを出で迎むかえたのは、二人の女性だった。




　一人は黒っぽい服を着て、おっとりと優やさしげな顔だち。歳としは三十になるかどうか、というところか。長い黒髪を結ゆい上あげ、服がはちきれそうなほど胸が大きい。上品なお姉さん、という雰囲気の人だ。テーブルについて、そばに事務用のカバンを置いている。

　もう一人はメイド用のエプロン姿の、栗くり色いろの髪の可愛らしい少女。銀色のお盆ぼんを手に立っている。瞳ひとみは空色。肌はミルクのように真っ白。顔はちょっと幼い感じだ。王女さまは十六歳といっていたが、十四歳ぐらいに見える。……なんだかこの子も守ってあげたくなるタイプだ。

「よくいらしてくださいましたわ、生方さん、恋ノ原さん」

　胸の大きな美女が立ちあがった。耳がとろけてしまいそうな甘あまい声だ。この人も日本語をなめらかに使いこなす。

「わたくしは、今回のレオポルド使節団の責任者で、アリシア殿下の家庭教師も務めております、レナーテ・フォン・シュレーダーと申します。こちらはアストリッド。アリシア殿下の身の周りの世話をしています」

　メイド服のアストリッドさんは、銀色のお盆を手に、無言で頭を下げた。




　女騎士のザビーネ。

　家庭教師のレナーテ。

　メイドのアストリッド。

　ゆうべアリシア王女がいっていた、三人の「信頼できるお友だち」が、今、俺の目の前にそろっているわけだ。




　レナーテさんにうながされ、ふかふかの椅い子すに座る。ザビーネさんは立ったままだ。アストリッドさんが俺たちに紅茶を注いでくれた。

「こんなふうにお呼び立てしてごめんなさい」

　と、紅茶を注ぎ終わるのを待って、レナーテさんが口を開いた。声を聞くだけで全身の力が抜けそうになる。

「ザビーネからお聞きかと思いますけれど、あなたがたから直接、事件のことをうかがいたいのです。どうかご協力をお願いします」

　はい、とうなずきかける俺の横で、しかし瑠奈は予想外の返事をした。




「うーん、どうしよっかなー」




「は？」

　俺もふくめて、その場にいる全員が目をパチクリさせた。
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「ねえ、真にいちゃん。この人たち、ちょっと怪しいと思わない？　なんかコソコソしてるし、わたしたちがいることを、他の人に知られたくないみたいだし」

「それは、俺たちの安全を気づかってくれてるからじゃ……」

「違うかもしれないよ。ほら、みんな噂うわさしてるじゃない。もしかしたら使節団の中に犯人がいるんじゃないかって。……ひょっとしたら」

　瑠奈は、探さぐるような目を、レナーテさん、ザビーネさん、アストリッドさんに向けた。

「この人たちが、犯人の一味かも！」

「そんな、あんまりです！」

　アストリッドさんが弾かれたように叫んだ。この女の子も日本語がわかるらしい。

「どうしてそんなことを……。あたしたちは……あたしたちだけは、アリシアさまを心から心配しているのに。他の人たちがなにを考えていようと、あたしたちだけは……！」

「アストリッド」

　ザビーネさんの声に、アストリッドさんは、はっと口をつぐんで頭を下げた。でも、細い顎あごが、今にも泣きだしそうに震えている。いかん……「お兄ちゃん本能」が発動して、なぐさめてあげたくなってしまう。

　レナーテさんは、ひとつ息をつくと、困こん惑わくしたように口を開いた。

「わたくしたちも、そういう噂が流れていることは承知しておりますわ。けれど、噂はあくまで噂です。わたくしたちは、誘拐犯とはなんの関係もありません」

「ええー？　ほんとかなあー」

　瑠奈は制服の胸をそびやかし、尊大な態度で脚あしを組んだ。

「恋ノ原さん、あなたがお疑いになるのもわかります。でも、わたくしたちにもわたくしたちの事情があるのです。どうか信じてください」

　レナーテさんの口調が切せつ迫ぱくしてきた。しかし瑠奈はニヤニヤと意地悪く笑う。

「でもさー、わたしたちに話を聞きたいなら、さっき警察で、片村さんと一緒に聞けばよかったじゃなーい。わざわざ後をつけてきて、大使館でこっそり話を聞きたいなんて、おかしくない？　日本の警察に知られたくないことがあるんじゃないの？」

「それは、その……」

「ほーら、やっぱり怪しい。ちゃーんと納なつ得とくのいく説明を聞かせてもらえるまでは、なんにも答えられないなー」

　レナーテさんは困こん惑わく顔がおを俺に向けた。

「生方さんはわかってくださいますわね。何もかもお話しするわけにはいかないのです。こみいった事情もあるし、それに、ことは急を要するので……」

「真にいちゃん、だめだよ、しゃべっちゃ」

　瑠奈が厳しく俺に釘くぎを刺さす。俺は四人の視線を浴びながら、ソファの上で当とう惑わくする。

「……少し、お時間をいただけますか」

　レナーテさんがザビーネさんをうながし、部屋の隅すみでひそひそ話を始めた。かなりうろたえている様子だ。まさか瑠奈がこんな態度に出るとは思わなかったのだろう。

　アストリッドさんは銀のお盆を抱だきしめ、空色の瞳に涙を浮かべて瑠奈と俺をにらんでいる。愛らしい童顔に、恨うらみがましい視線。俺は罪悪感にかられずにいられなかった。

「あんまり時間かけないでねー。わたしたち、学校に戻らなくちゃいけないんだから」

　瑠奈はアストリッドさんの視線なんか、まるでこたえていないようだ。そして、また俺の手を握ってきた。指文字の会話だ。

〝この人たちから、じょうほうをきくの。きけることは、ぜんぶきいとく〟

　ははあ……。こうやって駆け引きして、知りたいことを聞き出すつもりか。

　でも、その必要があるんだろうか。アリシア王女の居場所をこの人たちに話してしまえばそれで解決のはずなのに。

　瑠奈は何を考えているんだろう？




　やっと相談がまとまったらしく、レナーテさんとザビーネさんが戻ってきた。

「わかりました。あなたがたを信じて、すべてお話しすることにいたしますわ」

　レナーテさんの柔にゆう和わな顔は、さっきよりやや引き締まっている。

「ただ、これは本当に極ごく秘ひのことなのです。わたしたち三人以外に知っているのは、本国の、殿下のご家族だけです。あなたがたお二人も、絶対に口外しないと誓ちかってください」

「誓う誓う。ねっ、真にいちゃん」

「もちろん。誰にも話しません」

「ありがとうございます」

　レナーテさんが、ゆっくりと話し始めた。

「実を申しますと、アリシア殿下は、現在、行方不明になっています。けれど、誘ゆう拐かいされたからではありません。誘ゆう拐かい犯はんから逃のがれて、どこかに身を隠しておられるのです」

　もちろん俺も瑠奈も、そのことを誰よりよく知っているわけだが。

「ええっ！」

　と、さも意外そうに声をあげた。だんだん俺も演技力がついてきたみたいだ。

「でも、アリシア殿下が自ら身を隠かくしていることを知っているのは、ここにいる三人だけなのです。秘密にしている理由は、先ほど恋ノ原さんがおっしゃった通りです。使節団の中に誘拐犯の一味がいる可能性が高い。わたくしたち使節団のメンバーは……いえ、大使館の者も、今、互たがいに猜さい疑ぎの目を向けあい、疑ぎ心しん暗あん鬼きにかられています」

　つまりこの人たちも、周りの人間を信じられない状態ということか。

「幸いなことに、アリシア殿下は誘拐犯の手から逃れることができたようです。でも、いま現在、どこに身を隠しておられるのか、わたくしたちにもわかりません。誰も知りあいのいない異国の地で、どこでどう過ごしておられるのか……」

　レナーテさんの表情や口調に、痛切さがにじんでいる。ザビーネさんは、泣きそうな顔のアストリッドさんの肩に手を置き、落ちつかせてあげている。

「あなたがたお二人を、こうして密ひそかにお招きしたのは、犯人たちに気づかれずに手がかりをいただきたいからです。この部屋も、盗とう聴ちよう器きがないことを確認して使っています。本当は、大使館以外の場所を用意できればよかったのですけど、時間がなくて……」

「もし、あなたたちが王女さまを見つけたら、どうするの？」

　瑠奈の質問に、レナーテさんが答える。

「誰にも気づかれないようお迎むかえにあがって、どこか安全な場所に保護するつもりです」

「お願いです。生方さま、恋ノ原さま、力を貸してください！」

　と、黙っていられなくなったらしく、アストリッドさんも必死の表情だ。

「そっか……大変なことになってるんだね。疑ったりして悪いことしちゃった……」

　瑠奈が、しらじらしく、いかにも反省したようにうなずいてみせた。

「そういうことなら、なんでもお話しするよ。早くアリシア王女が見つかるように。ね、真にいちゃん」

「へ？　あ、ああ、そうだな。王女さま、早く見つかるといいな」

　俺はあたふたとオウム返しの返事をした。どうも、とっさの嘘は苦手だ。

　瑠奈の態度が軟なん化かしたので、レナーテさんたちはほっとしたようだった。

「ではさっそくですが、事件が起きた時のことをお話しください」




　俺たちは、さっき片村刑けい事じにしたのと同じ話をくりかえした。事件の時に俺たちが取った行動と、犯人の人相を説明する。だが、アリシア王女を救出したことは黙っておく。

「この写真をごらんいただけますか」

　レナーテさんが、何枚かの写真を出した。使節団、および、この大使館に勤める者の中で、誘拐事件が起きた時のアリバイを証明できなかった者たちだという。

「うーん……いないみたい」

　瑠奈の言葉に俺もうなずく。警備の情報を流した内通者は、誘拐の実行班の中には入っていないということだろう。

「残念です。この中に犯人がいれば、すぐにも捕とらえることができたのに……」

　ザビーネさんは落らく胆たんしたようだ。レナーテさんもアストリッドさんも肩を落としている。

「ごめんなさい。わたし、お手洗いに行きたくなっちゃったんだけど……」

「自分がご案内いたします。こちらへどうぞ」

　瑠奈がザビーネさんと出て行き、部屋には俺とレナーテさん、アストリッドさんが残された。レナーテさんが、もう一度俺に頭を下げる。

「本当に申しわけありません、生方さん。あなたがたには、なんの関係もないことなのに。

私たちレオポルドの事情に巻きこんでしまって」

「いえ、こちらこそ、あまりお役に立てなくて……」

「生方さん」

　レナーテさんが不意に、俺のそばに椅子を寄せてきた。

「本当はまだなにか、隠していることがあるのではありませんか？」

「な、なんでそう思うんですか」

　レナーテさんの、濡ぬれたような黒い瞳に見つめられ、どぎまぎする俺。その大きな胸にもついつい視線が行ってしまう。

「わたくしは、本国の教会では祭さい儀ぎ官も務めています。神と人間の仲立ちをし、時には人々の悩なやみや苦しみを聞いて助言をすることもあります。あなたの目には、秘密の色があります。何か、いいたくていえずにいることがあるのではありませんか」

「いやあの、別にそんなことは……」

「もし何か、いい忘れたことがおありでしたら、お話しくださいな。あなたがたにご迷惑をおかけするようなことは決していたしません。お力を貸していだだけたら、どのようなお礼でもいたします。だから、お願いします。どうか、どうか……」

　反対側から、アストリッドさんも俺にすがってきた。

「お願いします。あたしたち、本当にアリシアさまが心配で、夜も眠ねむれずにいるんです。何かご存じのことがあったら、教えてください。お願いします。お願い……！」

　右に優しげなお姉さんタイプの巨乳美女、左に可か憐れんなメイド姿の妹タイプの美少女。

　二人に「お願い！」と迫せまられ、俺は逃にげ場ばを奪うばわれた気分だった。




　しかし……。やはりここで本当のことを話すのがベストなんじゃないだろうか。

　アリシア王女が無事だとわかれば、この人たちも安心するだろう。そしてこの人たちにアリシア王女を託たくし、安全な場所に保護してもらう。それで解決じゃないか。




　動どう揺ようする俺の目を、レナーテさんとアストリッドさんが見つめている。

「生方さん、やっぱり何か隠していることがおありなのですね？」

「お願いです。話してください、生方さま！」

「うううう、そのぉ……」

　このままでは、二人の「お願い」に負けてしまいそう……と思った、その時。

　ドアが開いて、瑠奈が姿をあらわした。

「あーあ、真にいちゃんたら。またいつもの悪いクセが出ちゃったんだ」

　レナーテさんとアストリッドさんが驚いたように瑠奈を見た。

「悪いクセ？　どういうことですの？」

「実は、真にいちゃんはね……」

　瑠奈は沈ちん痛つうな表情で、つらそうに声をしぼりだした。

「真にいちゃんは、ものすっごい、マザコンなの」




四




「はいっ？」

　レナーテさんとアストリッドさんが目を丸くして瑠奈を見た。

　一緒に入ってきたザビーネさんも、驚き、かたまっている。

「マザコン……？　いわゆるマザーコンプレックスのことですか」

　レナーテさんが意外そうに俺を見る。

　でも、俺だってもっと意外だ。なんでそんな話が出てくるんだ？

　瑠奈は深々と嘆たん息そくし、哀あわれなものを見るような視線を俺に向けた。

「真にいちゃんは、年上の女性を前にすると、すぐにドキドキしちゃって、甘えたくてたまらなくなるんです。あと、胸の大きい人が大好きで、レナーテさんみたいな女の人を見ると、簡単に一ひと目め惚ぼれしちゃって。これもマザコンのせいだと思いますけど」

「ひ、ひとめぼれ？　わ、わたくしみたいな人を見ると、ですか？」

「あと、ザビーネさんみたいにカッコいい人も大好きで」

「えっ」

　ザビーネさんも、ぎょっとしたようだった。

「よーするに、歳上だったら誰だれでも見さかいなしに好きになっちゃうんです。ま、一種の病気かな。それで真にいちゃん、さっきから落ちつかなかったんだよね。そうだよね？」

　こんのガキャ～～……！

　男好きの次はマザコンあつかいか！　しかも見さかいなしの！

「ほらほら、ちゃんと正直にいわなくちゃ、真にいちゃん」

「ぐぐぐぐぐ……」

　こいつ、明らかに俺に意地悪してるよな。

　しかし……今は瑠奈の演技に乗って切きり抜けるしかない。俺はヤケ気味で叫さけんだ。

「そうです！　すいません、さっきからレナーテさんの胸が気になってました！」

　あながち嘘でもないので、きっぱり断言できた。

　と同時に、レナーテさんが、ぱっと自分の胸を腕うでで隠す。なんか顔が赤い。

「うん、正直によくいえたね、真にいちゃん。えらいえらい」

　瑠奈が俺の頭を優しく撫なでる。なんだこのシチュエーション。

「でも、お願い。レナーテさんもザビーネさんも、真にいちゃんを責めないであげて。真にいちゃん、小さい頃ころにお母さんを亡なくして、ずっとさびしい思いをしてきたんです。だから、ついつい大人の女性に魅ひかれちゃうの。ねっ、そうだよね？」

「う……まあ、そういうこと、です、はい」

　このガキ、あとで絶対ひっぱたく。

「そう……お母さまを亡くされて、それで……」

　レナーテさんが、いくぶん同情的な目つきになって立ちあがった。大きな胸が揺ゆれる。

「なんにも恥はずかしく思うことはありませんよ、生方さん」

　レナーテさんは、慈じ母ぼのようなあたたかい笑えみを浮うかべた。

「人は誰もみな弱いもの……。時には悲しみやさびしさに押おしつぶされそうになることもあるでしょう。母の愛、親の愛を求めるのは、人の子として当たり前。でも、だからこそ周りの人々と手をつなぎ、支えあうことが大事なのですよ。真の幸福は、求め、奪うのではなく、与あたえあい、許しあう精神から生まれるのです」

　教会での仕事モードに切り替かわったのだろうか。口調が、尼に僧そうとかシスターとか、なんだかそんな感じになっている。

「だから、悲しみにおぼれることなく、生きる喜びを隣りん人じんとわかちあい、周りの人を大切にしてください。そうすれば、より大きな神の愛が、生方さんの魂たましいを救ってくださるでしょう」

「は、はあ、どうも……わっぷ」

　俺の顔が、レナーテさんの、大きくて豊かであたたかな胸に抱かれた。

「どうか心やすらかに。神はいつもあなたを見守っていますよ」

「は、はあ……ありがとうごらいまふ」

　甘い声でささやかれ、俺の身体は芯しんからとろけてしまいそうになった。

　……確かに、こんなふうに優しい胸に抱かれることを、俺は心のどこかで望んでいたような気がするような、しないような……。

「わあーっ、たいへんだよ、真にいちゃん！」

　瑠奈がわざとらしく大声をあげた。

「時計見て。もうすぐ六時間目が終わっちゃうよ。早く学校に戻らないと」

「そ、そうだった。放課後には職員室に行くことになってたんだよな」

「ザビーネ、すぐに送ってさしあげて」

　レナーテさんの指示に、ザビーネさんはすぐにうなずいた。

「わかりました。生方さん、恋ノ原さん、こちらへ」

「はいっ。それじゃ、あの、えーと、失礼します」

「ばいばーい」

　俺と瑠奈はせわしなく部屋を出て、ザビーネさんの車に乗りこんだ。




　学校のそばの人目につかない路地で、俺たちは降ろされた。

　ザビーネさんが運転席から俺たちに声をかける。

「その。いろいろと思いがけないことになりましたが、私たちと会ったことはくれぐれも……」

「わかってます。絶対に、誰にもいいません」

「安心して。真にいちゃんが、年上の女の人に嫌きらわれることするわけないから」

「ははは……恐おそれ入いります」

　ザビーネさんは、なんだか複雑な笑いを残し、そそくさと車で走り去っていった。

　そしてその直後、俺は瑠奈をにらみつけた。

「おまえってやつはあああぁぁぁあああ！」

「なに怒おこってるの？　マザコンの真にいちゃん」

「マザコンじゃねえ！」

「あ、そうだね。どっちかっていうとシスコンタイプだよね。守ってあげたくなるような女の子が大好きな」

「んなこたどうでもいい！　なんであんな嘘つくんだよ！」

「ああでもいわないとごまかせなかったでしょ。わたし、話聞いてて、真にいちゃんが王女さまの居場所バラしちゃうんじゃないかってハラハラしてたんだから」

「え……？　おまえ俺たちの話聞いてたのか？　トイレでどうやって」

　すると瑠奈は、俺の制服のポケットに手をつっこみ、携帯電話を取りだした。

「通話中になってる。相手は……おまえ？」

「さっき警察に行く前に、スリ取ってわたしの電話にかけて、また戻しといたの。もし、二人が別々にされても、真にいちゃんの様子がわかるように」

「おまえ、スリまでできるのかよ……」

「そ。だから、こんなことも簡単」

　と出したのは、一枚のカード。ドイツ語らしき文章で何か書いてある。

「ザビーネさんの名刺カードだよ。トイレに行く途中で、よろけてぶつかったふりしてスリ取ったの。そのうち何かに使えるかもしれないって思って」

「急にトイレに行きたいっていったのは、そのためか……」

「あと、大使館の中をできるだけ見ときたかったから。これもそのうち役に立つかもしれないからね」

　なんの役に立つっていうんだろう……。こいつは、何をどこまで先読みしてるんだ？

　話してるうちに、俺の怒いかりはどこかに行ってしまった。

「なあ瑠奈、ほんとにザビーネさんたちに、王女さまの居場所を教えなくてよかったのか。

なんだかんだいっても、俺たちがかくまうより、あの人たちにまかせる方が安心だろ」

「それはダメ」

「だから、どうして……」

「理由は二つ。その一、ザビーネさんたちが、ほんとに誘拐犯って可能性があるから」

「え？」

「王女さまが信用してるからって、わたしたちまであの三人を信用する理由はないんだよ。

あの中の誰か――もしかしたら三人全員が犯人かもしれない。王女さまを心配してるようなこといってたけど、どこまでほんとかわかんないんだから」

　さっき瑠奈が、「この人たちが犯人かも」っていったのは、情報を引き出すための方便じゃなくて、本当にそう思ってたってことか。

「い、いや待て。でも、そこまでザビーネさんたちを疑う理由はあるのか？」

　俺は懸命に頭を回転させる。瑠奈の論理は、なんかおかしくないか。

「ザビーネさんが犯人なら、なんでそんなややこしいことしなくちゃいけないんだ。王女

さまに居場所を聞いて、誘拐の実行部隊をさしむければ、それでいいはずだろ」

「ザビーネさんが居場所を聞いて、すぐに誘拐犯がそこに行ったらどうなると思う？」

「え……？　ああ、そうか。そうなれば当然ザビーネさんが疑われるか」

「でしょ。そんなリスクをとらなくても、たとえば、王女さまに行方ゆくえ不明になっててもら

うだけで、犯人たちにとっては都合がいいのかも」

「都合って、どんな……」

「王室や大使館を混乱状態にしておく。そのスキに何か悪だくみする。もしくは、王女さまを捕らえてるフリして何か要求する、とかね。あり得なくはないでしょ」

　そう説明されて、俺は腕うで組ぐみして考えこんでしまった。




　ザビーネさん、レナーテさん、アストリッドさん。

　この中の誰か、もしくは全員が、誘拐犯の一味で。

　なんらかの理由で、アリシア王女が行方不明でいることを望んでいる。

　でも必ずしも、アリシア王女を自分たちが拘こう束そくしている必要はない。

　……と、つまりそういう場合を、瑠奈は考えてるわけか。

「理由の二つめ。仮にザビーネさんたちが犯人じゃないとするよ。だとしたら、使節団の中にいる真犯人は、ザビーネさんたちの動きを見張ってるはずでしょ。ザビーネさんたちがどんなに気をつけても、犯人たちも必死なんだから、気づかれちゃうかも」

「うーん……」

　要するに瑠奈は、とことん、徹てつ底てい的てきに、誰にも気を許さないつもりらしいが……。

　だけどもし本当に、第一の可能性が当たっているとするならば。

　騎士のザビーネ、家庭教師のレナーテ、メイドのアストリッドのうち、誰が誘拐犯の一味なんだろう。

　それとも全員が犯人なんだろうか……。
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　俺と瑠る奈なは、まず職員室に行った。授業にもホームルームにも出なかったので、先生たちは心配していたようだった。

「ごめんなさい。わたし、警察に連れてかれるのなんて初めてだったから、学校に戻もどってから泣いちゃって……。真しんにいちゃん、ずっとわたしをなだめてくれてたんです」

　というのが瑠奈のいいわけだった。淡あわ島しま先生たちは気の毒がりつつ納得してくれた。

　そのあとようやく、東校舎の屋上のアリシア王女のところへ向かった。ずいぶん待たせてしまったが、アリシア王女は怒りもせず、俺たちを迎えてくれた。

「ザビーネたちに会ったんですか？」

　大使館へ行ったことを話すと、アリシア王女は緑色の瞳を大きく見開いた。

「うん。でも王女さまをかくまってることは黙ってた。もし犯人に立ち聞きされたら、わたしと真にいちゃんまで危なくなるからね」

　瑠奈は、自分がザビーネさんたちを疑っていることについては触ふれなかった。アリシア王女を動揺させないためだろう。

「でも、せっかくの機会でしたのに……」

「安全第一。危ないことはしたくないの。犯人が捕つかまるまで、もうちょっとだけガマンして。わたしと真にいちゃんのために」

「……わかりました。おっしゃる通りにいたします」

　王女さまは残念そうにしながらもうなずいてくれた。俺や瑠奈の安全を楯たてにされては、納得するしかなかったようだ。

「だけど、こうなるとあんまりのんびりしてられないねー」

　と瑠奈が唇くちびるに指を当てる。

「もう犯人たちには、わたしたちっていう目もく撃げき者しやがいることは伝わってるだろうし……。わたしたちの周りを探られたら王女さまをかくまってることもバレちゃうかもしれない。あと、真にいちゃんの部屋にわたし以外の女の子がいつまでもいるなんてヤだし」

　なんだか次元の違ちがう話が混ざってるが。

「ふむ……。よし、やってみよっかな」

　瑠奈の瞬まばたきとともに、長い睫毛まつげが、きらん、と音をたてて光を散らしたように見えた。

「やってみるって、何をだ。今度は何を思いついたんだ」

「あとで話すよ。わたし、ちょっと寄り道して帰るから、真にいちゃんと王女さまは先にアパートに戻ってて。あ、そうだ、お金ある？　お買い物してほしいんだけど」

「少しはあるけど、何を買えばいいんだ？」

「えーっとね」

　瑠奈は生徒手帳にさらさらと何か書きつけ、破って俺おれに渡わたした。

「パーティグッズの仮装用コスチューム、手てぶ袋くろ、それから、きのう俺が着てたのと似たデザインの服をワンセット……。何に使うんだ、こんなもの」

「それもあとで説明する。コスチュームは着替えが簡単なものにしてね」




　わけがわからないまま瑠奈と別れ、俺とアリシア王女は、大型の安売り量りよう販はん店てんに足を向けた。

　店は駅の東側にある。春はる野の台だい学園がある西側に比べて、こっちの方は、おしゃれなショッピングモールなどもあって華はなやかだ。

　王女さまは、やはり珍めずらしいのか、歩きながらキョロキョロと周りを見回している。

「もっと自然に歩いて。普ふ通つうの高校生みたいな態度で、さりげなく、普通に」

「あっ、すみません。お祭りみたいににぎやかなので、つい……」

「その敬語もちょっと……。でも学校の先せん輩ぱいと後こう輩はいとかなら別に不自然じゃないかな」

「あっ、それでしたら」

　王女さまが「いいことを思いついた」というように、カラコンを入れた目を輝かがやかせる。

「また『お兄ちゃん』って呼ばせていただくというのはどうでしょう？　私と真しん一いちさんが、

兄弟ということにして」

「あー……それはまあ。悪い考えじゃないかもしれないから、ご自由にどうぞ」

　極力、平静を保って返事する俺がいた。

「それとも、丁てい寧ねいに『お兄さま』とお呼びする方がよいでしょうか」

「いやいやいや。それだと不自然すぎて、かえって目立つと思うから」

「それでは普通に『お兄ちゃん』と呼びますね。お兄ちゃん」

　にっこり。

　うおおおお……。

　また全身の細さい胞ぼうが歓かん喜きに震ふるえる。やっぱり俺は、どっちかっていうとマザコンじゃなくてシスコンかもしれない。むろん、お姉さん好きじゃなく妹好きの方の。

　しかも男装の女の子に呼ばれることで、弟がほしい気持ちも妹がほしい気持ちも、同時に満たされるという倒錯的なお得感もあって……。

「あっ」

　馬ば鹿かなことを考えている俺の横で、アリシア王女が歩きながら軽く目を見張った。どこかの高校のカップルが、いちゃいちゃくっつきあって歩いてくる。

　王女さまの顔が、ほんのり染まった。

「この街の若い方々も、ずいぶん大だい胆たんなんですね……。あっ、あの人たちも。ああっ、向こうの方たちも。はあ……びっくりです。まるで、セーヌ河の岸辺みたい」

　といわれても、セーヌ河の岸辺がどんなところか知らないのでピンとこないが。

「あの、ずっと気になっていたことがあるんですけど、お聞きしてよろしいですか、お兄ちゃん」

「は、はい。なに、かな？」

　って、俺の態度まで不自然になってしまうじゃないか。

　王女さまは頬ほおを赤くしたまま、メガネごしの上目づかいに聞いてきた。

「その……お兄ちゃんには、おつきあいされている異性の方はいらっしゃらないんでしょうか」
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「は？　いせい？」

「はい。私、昨日から、お部屋に泊とめていただいたり、こんなふうに一いつ緒しよに帰っていただいたり、それに……さっきもその、キ、キ、キ、キスを」

　むにゃむにゃとアリシア王女は言葉をにごす。

「……なので、もし親しい女性の方がいらっしゃったら、申しわけないことをしてしまったのではないかと。ひと様の恋こい人びとに、私、ずいぶん図ずう々ずうしい真ま似ねを」

「ずっとそんなこと気にしてたんですか？」

「はい。一人でいると、いろいろなことが頭に浮かんで。真一さ……お兄ちゃんにおつきあいされているお方がいらっしゃるのなら、いずれお詫わびしなければ、とか」

「だからっ。あなたは他人に気をつかいすぎです。自分が誘拐犯に狙ねらわれてるのに、他人の恋れん愛あいの心配なんかしてる場合じゃないでしょ」

「でもこれも、とても大切なことだと思いますけれど」

「あのね、とりあえずいっときますけど、俺は誰ともつきあってません。ほら、ゆうべもいったでしょ。部屋に遊びにくるような女の子なんかいないって」

「ですけど、学校には大勢、女の子がいらっしゃるんでしょう？　さっきの小お田だ切ぎりさんとも仲がよかったようですし」

「あいつはたまたま同じクラスってだけですってば。今んとこ一番親しいのは……瑠奈かな。ひさしぶりに会ったばかりだけど」

　思えばそんな自分が情けない。

　アリシア王女はなんだか意外そうに、俺を見つめる。

「そうなんですか……。不思議です。もし私があなたと同じ学校だったら」

「え？」

「あっ、いえ。なんでもありません、なんでも」

　王女さまは慌あわてたように、ぶんぶんと手を振ふった。




　そうこうするうち、目当ての安売りショップに到とう着ちやくした。

「わぁ……」

　アリシア王女は目を見張った。

「とっても大きなお店ですね。見たことのない品物がいっぱいです」

　高級デパートとかならともかく、こういう店に入るのは初めてなんだろう。俺たちはパーティグッズの仮装セットを探して、店の中をさまよい歩いた。

「お兄ちゃん、お兄ちゃん、どちらですか」

「ここ、ここ。しーっ、あんまり大声は出さないで」

　声をひそめて王女さまのそばに駆かけ寄よる。でもまたしばらくすると。

「王女さ……厳げん一いち郎ろう、どこに行った？」

「はっ、はいっ。ここです、ごめんなさい」

　棚たなの並びが迷めい路ろみたいだから、すぐにはぐれてしまう。

「あの……すみません、お洋服の裾すそをつかんでもよろしいでしょうか？」

「え？　あ、はい。どうぞ」

「それでは、失礼します」

　王女さまは、俺の後ろに回ると、おずおずと俺のブレザーの裾を握にぎった。

　手をつないでいるわけでもないのに、ドキドキしてくる。俺は王女さまに歩調を合わせて、ゆっくり歩く。

「……私たち、仲良しの兄弟に見えるでしょうか」

　絶対無理だと思う。というか、こんな兄弟がいたら周りに引かれそうだが。

「ま、まあ、誰も他のお客のことなんか気にしてないだろうし、大だい丈じよう夫ぶでしょ。それに、男同士で手をつなぐよりはいいと思うし」

　とはいったものの、なるべく人のいない場所を選び、防犯カメラの死角を縫ぬうようにして俺たちは移動した。

　ようやくパーティグッズ売り場に到着。さいわいお客は俺たちだけだ。

「ええと……メモには、なるべく目立つ派手な服を買えって書いてあるけど」

「私、あちらの棚を見てきますね」

「あまり遠くまで行かないで。また迷うかもしれないから」

「はいっ、気をつけます」

　……にしても、瑠奈のやつ、パーティ用の仮装グッズなんか何に使うんだろう？

「生うぶ方かたさま！　よかった、やっと追いつきました」

「えっ？　うわぁ！」

　不意に現れたのは、さっき大使館で会った、メイドのアストリッドさんだった。

「アストリッド……さん！　な、なんでここに？」

　俺はとっさに声をひそめる。

「あ、はい。えっと……」

　きちんと姿勢を正すアストリッドさん。お行ぎよう儀ぎのいい中学生、という感じに見える。

「ザビーネさまが、街に聞きこみにいらっしゃるというので、あたしも何かお手伝いできればとご一緒してたんです。そうしたら、生方さまが、お友だちとこのお店に入るのを見

たので……」

「俺を追いかけてきたの？」

「はい。でも迷ってしまって……。はぁ、ほんとによかったです、お会いできて」

　明るい空色の瞳を細めてほほえむ。少しやつれていても、笑うとやっぱり可愛かわいらしい。

　さっきはメイド服を着ていたが、今はワンピース姿だ。つややかな栗くり色いろの髪にシンプルなデザインの帽ぼう子しをかぶり、ますます可か憐れんで、幼い印象だ。

　アストリッドさんは両手を前にそろえて、深々と頭を下げた。

「先ほどはご無礼な態度をとってしまって申しわけありませんでした。できればもう一度お会いして、お詫びしたいと思って……。こうしてお目にかかれて、本当に幸運でした」

　それをいうために、わざわざ俺を追ってきたのか。この人も真面目というか、律儀な性格だな。王女さまがああいう性格だから、周りにも似たような人が集まるんだろうか。

「いや、ぜんぜん気にしてないから。それより、俺たちと一緒のところ、誰かに見られたらまずいんじゃないですか？」

「はい。ですからこうして、周りに人のいない場所でお話ししようと。先ほどご一緒だったお友だちは、別のところにいらっしゃるんですか」

「あー、えー、ちょっと、他のところで買い物してるとこです」

　その「お友だち」がアリシア王女だということは、まだ気づかれていないようだ。

「アストリッド、ここにいたのか」

　エレベーターの方からザビーネさんが歩いてきた。俺はまたぎくっとする。

「生方さん、先ほどは失礼いたしました。アストリッド、生方さんにお詫びできたか」

「はいっ。心よく許していただいたところです」

　二人の会話は、俺に気をつかってか日本語だ。

　棚の向こうにいる王女さまのことは気になるが、それでも俺は質問せずにいられなかった。

「ザビーネさん、何か手がかりは見つかりましたか。犯人とか、王女さまの居場所とか」

「いえ、残念ながらまだ……。今ごろ、どこかで心細い思いをしていらっしゃると思うと……」

「アリシアさま……ううっ」

　アストリッドさんは泣き虫なのか、また瞳をうるませた。俺はつい同情しそうに――いや、待て、これも演技かもしれないんだ。そう簡単に信用しちゃいけない。

　突とつ然ぜん、棚の向こうから、男装したアリシア王女が明るい声とともに顔を出しかけた。

「お兄ちゃん、ありました！　向こうにパーティ用の……えっ？　ザビ」

「おわぁぁあっとぉ！」

　俺は力まかせにアリシア王女を棚の向こうに突つき飛とばした。

　ザビーネさんとアストリッドさんが、キョトンとする。

「生方さん、今のは？」

「が、学校の後輩の厳一郎です。俺と仲がいいんです！」

「お兄ちゃん、と呼ばれていたようですけど……。生方さまの弟さんなんですか」

「弟じゃないけど、俺のことをお兄ちゃんと呼ばせてるんです！　趣しゆ味み的てきに！」

　ザビーネさんとアストリッドさんは、若じやつ干かん「うわあ」という顔になった。マザコンに加えて男好きだと思われたかもしれない。はは、もうそれぐらいどうってことないが。

「もう行った方がいいですよ。俺と話してるのを誰かに見られないうちに」

「そ、そうですね。それでは失礼いたします、生方さん」

「ごきげんよう、生方さま」

　二人は逃げるように俺の前から姿を消した。またしても俺の人格に問題アリと思われただろうが……まあ、とにかくピンチは切り抜ぬけた。

　俺は棚の後ろに回りこんで、身を潜ひそめているアリシア王女に声をかけた。

「すいません、突きとばしちゃって。あの、大丈夫ですか？」

「……今のは、ザビーネとアストリッドですよね」

「ええ。聞きこみの途と中ちゆうで俺を見かけて、あいさつに来てくれたんです。乱暴なことしてすみません。でも、ここで見つかるわけにはいかなかったんで」

「はい。わかっています……」

　しゃがみこんだまま、王女さまはしかし、元気がない。

「でも……アストリッドもザビーネも、私がここで姿を見せてあげたら、どんなにか喜んでくれただろうと思うと……」

　ザビーネさんたちも容疑者なんだ、とは、この人にはいえない。

「今は瑠奈のいう通りにしておきましょう。あいつには何か考えがあるみたいだし」

「……そうですね。瑠奈さんのおかげで、私は今まで無事でいられたんですものね」

　翳かげりのある笑え顔がお。きっと、ザビーネさんやアストリッドさんだけでなく、大勢の人々を心配させていることに、胸を痛めているんだろう。

　何しろ人に気をつかってばかりいるから、この女の子は。




二




　買い物をすませ、ようやくアパートに戻ってきた。瑠奈はまだ帰っていない。

「あの、真一さん……。もしよければ、シャワーをお借りできないでしょうか」

　おずおずと頼たのまれて、俺は自分のうかつさに気づいた。そうだ、アリシア王女は昨日から身体を洗う機会がなかったのだ。

「すみません、気がつかなくて。風ふ呂ろ場ばはこっちです」

　風呂もトイレもこまめに掃そう除じしておいてよかったと、心から思う。

「今、お湯を入れます。シャワーは、こっちにひねるとお湯、こっちにひねると水が出ます。ええと、新しいタオルと石せつ鹸けんはあったかな……」

「あっ、どうかおかまいなく」

　そういうわけにもいかない。俺はどうにか、きれいなタオルと新しい石鹸を見つけだし、

アリシア王女に渡して風呂場の戸を閉めた。




　部屋着に着き替がえてテレビをつける。依い然ぜんとして、昨日のアリシア王女誘ゆう拐かい〝未み遂すい〟事件のことが大きく報道されている。しかし、犯人逮たい捕ほのニュースはない。

　風呂場の方からは、シャワーの音が聞こえてくる。

「なんか……やばい」

　ただよってくる湯気に、王女さまの香かおりも混ざっているような気がする。

　それから湯船のお湯が、つつましく溢あふれ、流れる音。

　王女さまは脚あしがすらりと長い。うちの湯船だと、足の先がつかえてしまうかも……。

　まずい。どうしても情景がもやもやと思おもい浮かんでしまう。修しゆ行ぎようが足りん。

　しかし、王女さまを一人にするわけにもいかないし……。

　どうしたものかと悶もん々もんとしていると、ノックの音がした。瑠奈だろうか。

「はい、はい、はいっ」

　瑠奈が帰ってきてくれたならありがたい。あいつにこの場をまかせて、俺は外に出ていられる――と、そんなことを考えながら玄げん関かんを開けると。

「こんばんは、生方くん」

　またしても思いがけない顔があった。そこに立っていたのは、片かた村むら刑けい事じだった。

　手に黒いカバンと、大きなビニールバッグを持っている。何が入っているかは見えない。

「ちょっと様子を見に来たの。おじゃましていいかしら。ほんの二、三分だけ」

　一いつ瞬しゆん、躊ちゆう躇ちよしたが、下手に拒きよ否ひしたら、かえって怪あやしまれるかもしれない。

「いいですよ、どうぞっ！　散らかってますけど！」

　ことさらに大声を出だしたのは、風呂場のアリシア王女に警けい戒かいをうながすためだ。物音をたてられたら、人がいることがバレてしまう。

　さいわい玄関に並んでいるのは男物の靴くつだけだ。俺はさりげなく、アリシア王女のデッキシューズを隅すみに寄せた。

「きれいにしてるじゃないの。湯気の匂においがするわね。お風呂をわかしてるの？」

「は、はい。あとで入ろうと思って」

　ぎくしゃくと受け答えしながら、頭はパニック寸前だ。風呂場からは水音ひとつしない。

アリシア王女は、きっと必死に息をひそめているのだろう。

　片村さんは畳たたみに腰こしをおろし、さっきと同じ大判のノートをテーブルに広げた。ＰＣやタブレットを使わないのは、データの流出やハッキングを警戒してのことかもしれない。

「その後、なにか変わったことは？」

「い、いえ、特には」

「周りに、犯人らしき人物が出しゆつ没ぼつしたりしている気配はある？」

「今のところ何もないです」

「よかったわ。それが気がかりだったの。あなたがたが犯人の顔を目もく撃げきしたことは、誰にもしゃべっていないわね？」

「あ、はい。誰にも話していません」

　大使館に呼ばれたことはいわない方がいいのだろう。ザビーネさんたちにも、黙だまっているよう頼まれているし。

「犯人の手がかりは、何か見つかりましたか」

　と、こちらからも質問する。

「あなたたちがいっていた白いワゴン車が、丘きゆう陵りよう地帯で見つかったわ。逃にげる途中で事故を起こしたらしくて、ガードレールにぶつかったまま放置されていたそうよ」

　瑠奈の読み通りだ。

「車は盗とう難なん車しや。残念ながら、大きな手がかりはなし。あまり詳くわしく話すわけにはいかないけど、現在、いろいろと捜そう査さ中よ」

「そうですか……。早く犯人が捕まるといいですね」

　俺は無難なことをいうにとどめた。下手なことを口走って怪しまれてはまずい。

「さてと。あなたもう晩ご飯は食べた？」

「いえ、まだですけど」

「よかったわ。実は、お食事を作ってあげようと思って、材料を買ってきたの」

「はっ？」

「お台所を使わせてもらうわね。ああ、いいのいいの、あなたは座すわってて」

　そしてバッグからエプロンを出して、さっさと身につけ、流しの方に歩いていった。

「ちょちょちょ、ちょっと、片村さんっ」

　俺は狼ろう狽ばいしまくって後を追う。

「いいですよ、そんな、わざわざ！　今、仕事中なんでしょ」

「これも仕事のうちよ。捜査に協力してくれた人への、ささやかなお礼」

　有う無むをいわせぬ勢いで、てきぱきと野菜や肉を出し、さらには米までとぎ始めた。

　俺は、風呂場のアリシア王女が心配で、気が気ではない。

「片村さん、ほんとに、そこまでしてくれなくてもいいですから……」

「いいからいいから。あなたは宿題でもしていて。すぐにできるから」

　この強ごう引いんさはなんなんだ。警察って、こんなことまでするものなのか？

　力ずくで追いだすわけにもいかず、俺はやむなく六畳じよう間まに引き下がった。




　小一時間後、俺の前には、ごはんと味み噌そ汁しると手作りのおかずが並んでいた。

　厚切り大根と豚ぶた肉にくの角切りの甘煮に。青菜と豆とう腐ふの卵とじ。まさに家庭の味だ。

「美味おいしい？」

「は、はい。おいしいです。ありがとうございます」

「そ。よかった」

　エプロン姿で微笑ほほえむ片村さんは、取り調べ中の鋭するどい表情とはずいぶん印象が違った。

　弟や妹がほしい俺だったが、やっぱりお姉ちゃんってのもいいものかも……などと、のんきなこと考えてる場合じゃない。

「勝手な真似をしてごめんなさいね。ただ、私としては、証人であるあなたたちの身辺に気を配るのも仕事のうちなの。そのためには、まず信しん頼らい関係を築かないと、って思って」

「はあ、そういうもんですか」

「それに、毎日仕事仕事で、誰だれかにお料理を作ってあげることなんか、なかなかないしね。

だからつい、こんなことをしてあげたくなったのよ。気を悪くしないでね」

「気を悪くなんて、とんでもないです。刑事って、大変なお仕事なんでしょうね」

「そうねー。やっぱり大変よね」

　片村さんが膝ひざをくずして苦く笑しようした。

「事件は夜も昼も休日も関係なしに起こるし。周りの男性は、おじさんばかりだし、でなければ犯罪者だし。こんなふうに若い男の子と知りあう機会なんか滅めつ多たにないのよねー」

　組んだ手に顎あごを乗せ、ちらっと意味ありげな目で俺を見る。

　なんだか落ちつかなくなり、俺はそそくさと大根を口に運ぶ。

　しかし話題を途と切ぎれさせるのはまずい。風呂場にアリシア王女がいることに気づかれないよう、片村さんには、神経を俺の方に向けていてもらわなければならないのだ。

「で、でも、すごいですよね。警視庁の捜査一課なんて、エリートなんでしょ」

「周りからはそう見られるみたいね。短いあいだだけど、リヨンのＩＣＰＯ事務総局に出向してたこともあるし」

「ＩＣＰＯ……。はー、なんか……うわーって感じですね」

　我ながらアホみたいなコメントだった。ＩＣＰＯとかインターポールなんて、テレビやマンガでしか聞いたことのない言葉だ。

「だから今回も捜査本部に配属されたの。本来ならこういう事件の捜査は、公安部の外事課あたりが中心になるんだけど、私は英語もドイツ語もフランス語もわかるし、使節団が来日した時から通訳みたいなこともしていたから」

「へえー……」

　王女さまとか騎き士し団だんなんかとは違う意味で、これまた別世界の話って感じだ。いるんだなあ、世の中にはこういう人が。

　その時、携けい帯たい電話の着信音が鳴った。片村さんのポケットだ。

「片村です。はい。……えっ？　わかりました。すぐ戻ります」

「警察からですか」

「ええ。あわただしくてごめんなさい。それじゃあ、またね」

　片村さんはエプロンを脱ぬぐと、鋭い表情に戻り、あっという間に出ていった。

　俺はすぐ玄関に鍵かぎをかけ、足音が遠ざかるのを確かめてから、風呂場に声をかける。

「刑事さんはもう行きました。出てきてもいいですよ」

　しかし、返事がない。

「どうしたんですか。大丈夫ですか？」

　風呂場からは物音ひとつしない。いやな予感にかられた。まさか、俺が片村さんと話しているうちに、さらわれてしまったんじゃ……。

「王女さま！」

　勢いよく戸を開けた。とたん、思わず「うわっ」と声をあげた。

　アリシア王女はちゃんといた。しかし、真っ白い湯気につつまれ、湯船の中でぐったりしている。のぼせてしまったらしい。

　きっと、音をたてないように、ずっと湯船の中で動かずにがまんしていたのだろう。

「ちょっと、しっかりしてください！」

　意識がないようだ。気絶するまでのぼせるのを耐たえぬくなんて、大変な忍耐力だ。いや、もしかしたら、がまんしたり自分を抑おさえることに慣れてしまっているんだろうか……。

　って、そんなこと考えてる時じゃない。この状態は危険だ。一刻の猶ゆう予よもない。

　ぎゅっ、と俺は全力で目を閉じた。

　手さぐりで王女さまの腕うでをつかみ、湯船からひっぱり出す。ざあっ、とお湯が流れる。

　俺は目を閉じたまま、ずるずるとアリシア王女を風呂場から引きずりだし、六畳間へ運んだ。目を閉じたのは、別に紳しん士し的てきな精神というだけでなく、あとから本人や瑠奈にちゃんといいわけがきくように、というとっさの判断だ。

　何しろ俺は嘘うそが苦手だから、見たのに「見ない」といったら確実にバレる。もちろん俺だって男なんだから、見たくないといったら、それはそれで嘘になるが……って、そんな葛かつ藤とうは後まわしだ。

　脱だつ力りよくした人間の身体を運ぶのは難しいと聞くが、本当だった。目を閉じたまま苦く心しん惨さん憺たんしてベッドに寝ねかせ、手さぐりで毛布を身体にかける。

「Ｕｕｍｍ……Ｕｍｍｍ……」

　苦しげな声。状じよう況きようを確かく認にんしなければならない。そう、決してよこしまな気持ちからではなく、あくまで状況を確認するため、ここはちょっとだけ目を開けざるを得ない。

　と心の中でいいわけしつつ、一瞬だけ目を開ける。

　全ぜん裸らで茹ゆだっているアリシア王女は、ほかほかと湯気をあげながら、こちらに背中を向けて横向きに寝そべっていた。やばい部分は毛布で隠かくれていたが、背中はほぼ丸見えだ。腕も脚もだらんと脱力し、金色の髪が、濡ぬれた肌はだにまといつき……。

「何やってるの、真にいちゃん！」

　いつの間に入ってきたのか、瑠奈の声が響ひびいた。

　瑠奈はツインテールを逆立てんばかりの怒いかりの表情で、ワナワナと拳こぶしを震わせている。

「真にいちゃんが、こんなことする人だとは思わなかったよ……！」

「いや待て、誤解だ、誤解！」

　うろたえたのがまずかった。俺は足をもつれさせ、ベッドの上のアリシア王女に倒たおれこんでしまった。むにゅ、とやわらかいふくらみが、俺の顔面に押おしつけられた。

「Ｆｍｍｍ……」

　ぱっちり、アリシア王女が緑色の瞳を開いた。そして、視線を下に走らせ……。

　自分が裸はだかで、ベッドの上で俺に組くみ敷しかれた体勢になっていることに気づいた。

「Ｎｅｉｎ！」

　ドイツ語の悲鳴とともに、俺の横よこ面つらに平手打ちが飛んできた。かわす間もなくおもいっきりくらった。

　アリシア王女が、枕まくらやら雑誌やら、手近の物を手当たりしだいに投げつけてくる。何かわめいているが、意味はわからない。

「わ、わ、わっ。ちょっと、落ちついて……！」

「…………！　……！　…………っ！」

　王女さまは、さらに毛布を身体に巻きつけ、部屋の隅にあった木刀を手に殴なぐりかかってきた。なんでそんな物がこの部屋にあるかといえば、上京する時に婆ばあさんに持たされたからだ。

「ちょっと、危ない！　うわっ！」

「…………！　…………っ！」

　意味不明のことを叫さけびながら木刀を振り回まわす王女さま。昨日、パイプ椅子を手に暴れた時は、薬物のために錯さく乱らん気味だったが、今日はのぼせているせいで朦もう朧ろう状態だ。

　この女の子、パニクると、そばにある長い物を持って暴れる習性があるんだろうか。

「ＡＡＵＧＨ！」

　そうなるんじゃないかと心配した通り、毛布の裾を踏ふんづけて、王女さまがよろめいた。

毛布がはらりと肌を滑すべり落おちる。

「危ない！」

　とっさに受け止めた。全裸の王女さまと抱だきあうかっこうだ。

「…………！」

　そして、二人で静止。ど、どうしよう？

「真にいちゃんっ！　ああっもうっ！」

　怒ど声せいとともに、小さな手で後ろから目め隠かくしされた。そのままぐるりと反転し、手をはずされた俺の目の前に、鬼おにのような瑠奈の顔が迫せまっていた。




三




　数分後。俺は、メチャメチャになった部屋の真ん中で、なぜか正座させられていた。

「あの……本当にすみませんでした。私、のぼせて、何がなんだかわからなくなって」

「いや、気にしなくていいですってば。悪いのは俺なんですし……」

「そう、真にいちゃんが悪いっ」

　王女さまより瑠奈の方が怒おこっている。ベッドの上にあぐらをかいて腕うで組ぐみだ。

　俺の視線の位置からだと、制服のスカートの中が見えてしまいそうなんだが……。こいつ今も、スカートの中にピストルを隠してるんだろうか？

「大体、王女さまがいるのに、刑事さんを部屋に入れちゃうなんて、なに考えてるの？」

「そういうなよ……。断ったら逆に怪しまれると思ったんだ」

「にしたって、王女さまの裸を見ちゃうなんて最悪！　全世界のアリシアファンがこのこと知ったら、真にいちゃん、一日も生きてられないよ」

　それはあながちオーバーな話でもなさそうなので本当に怖こわい。

「と、と、ところで、ところで、あのっ」

　慌てた様子で、アリシア王女が必死に話題を変える。

「ええと、さっき私たちが買った物は何に使うんですか、瑠奈さん？」

「あ、これね」

　と瑠奈は、壁かべ際ぎわに置かれた安売り店の袋ふくろに目をやった。




「わたしたちが誘ゆう拐かい犯はんに化けて、身みの代しろ金きんを要求しちゃおうと思って」




　俺とアリシア王女は、ぽかんと口を開いた。

　瑠奈はベッドの上であぐらをかいたまま説明を始める。

「わたし、ここに帰る途中、停とまってたパトカーに脅きよう迫はく状じようを貼はりつけてきたの。文面はこう。『アリシア王女を預かっている。無事返してほしければ、今夜十二時、現金一億円を持って玉たま城しろ河か川せん敷じき公こう園えんにこい。下手な手出しをすると王女の命はない。組織Ｌより』」

　俺もアリシア王女も、あっけにとられて声も出ない。

「もちろん筆ひつ跡せきは変えたし、誰にも見られないように気をつけたから、わたしの仕し業わざだってことはわからないよ。封ふう筒とうには王女さまの服のボタンを入れといたから、いたずらだと思われることもないし」

　王女さまが、はっと自分の服を見る。

「そういえば、ボタンが一個とれています。いつの間に……」

　そうか、さっき片村さんにきた連れん絡らくは、さてはこの件だな。

「おまえ、まさか本気で一億円、だまし取るつもりなんじゃないだろうな」

「そんなこと考えてないよー。つまりね、こういうこと」

　瑠奈はさらに脚を崩くずす。だから、スカートの中が見えそうだってのに。

「警察に脅迫状が届けば、そのことは当然、レオポルド大使館にも連絡が行くでしょ」

「そりゃ、行くだろな」

「そうすれば、使節団にまぎれこんでいる誘拐犯一味にも、その情報が伝わるよね。誘拐犯たちは、どこの誰が自分たちから王女さまを横取りしたかを知りたがってるはず。そして、できれば王女さまを奪うばい返かえしたがってるはずだから――」

「ははぁ……」

　なんとなくわかってきた。こいつの思考パターンに慣れてきたのかもしれない。

「そうか。つまり、そうやって誘拐犯をおびき出すんだな」

「そ。脅迫状の内容を知れば、誘拐犯たちも河川敷公園に来ると思う。そこに王女さまが姿を見せたら、何か行動を起こすでしょ。そのシッポを捕つかまえて、警察に引ひき渡わたしちゃおうってわけ」

「最後の、組織Ｌってのは……」

「それはテキトー。Ｌはわたしの頭かしら文も字じ」

　ＬｕｎａのＬ。あるいはＬ[image: ]ｇｎｅｒうそつきのＬか。

　しかし、アリシア王女は表情を曇くもらせている。

「……でも、そんな脅迫状が届いたなら、ザビーネたちはきっと心配しているでしょうね」

　確かに。あの人たちは、王女さまがまた誘拐犯に捕まったのかと思うだろう。

「それはあとであやまればいいよ。今は犯人逮捕が最優先。で、真犯人をおびきだすためには、王女さまが姿を見せるのが一番だと思うんだけど……」

「待て待て、ちょっと待て」

　俺おれは慌てて瑠奈を制した。

「そこまでやるのは反対だぞ。いくらなんでも危険すぎる」

「何も本物を出すとはいってないよ。〝誘拐犯〟も〝王女さま〟も、ニセ者でいいんだよ」

「ニセ者、ってまさか……」




「もちろん、わたしが王女さまのフリをして、真にいちゃんが誘拐犯に化けるの」




「いけません！」

　今度はアリシア王女が腰を浮うかせた。珍めずらしく強い口調だ。

「そんなことをしたら、瑠奈さんが危険です。私の身代わりなんて、絶対にだめです！」

「心配ないよ。犯人たちにとって、王女さまを無傷で取り返すのがベストのはずだし、そ

うそう荒っぽいことはしないと思う」

「暗殺の危険があるとかいったのはおまえだろ！」

「だからわたしが身代わりになるんじゃない。ちょっとぐらいリスクをとらなきゃ状況を

動かせないからね。大丈夫、犯人だってそんなに無茶はしないはずだよ。たとえば、いき

なりピストルを撃ってきたりとかね」

　確かに、いきなりピストルを撃つとしたら、こいつの方かもしれないが……。

「ですけど、これ以上、私のためにお二人が危ない目にあうのは……。そうだ、それなら本当に私が囮おとりになれば」

「いや、それこそ絶対にだめだ。とにかく、囮作戦自体がだめ。危険すぎる」

　俺も、ここは断固とした態度を取る。たまには歳とし上うえの威い厳げんを見せなければ。

「えー。そんな無む茶ちやいわれてもー」

「無茶いってんのはおまえだろ！」

「そっか、じゃ仕方ないね」

　思いとどまってくれたか、と思ったが、甘あまかった。

「真にいちゃんが気が進まないっていうなら、わたし一人で行くよ。役者が足りなくてさびしいけど、なんとかするから」

「そんなの、もっとだめに決まってるだろ！」

「そうです。絶対に、絶対にいけませんっ！」

　俺と王女さまが肩かたを並べるようにして声をあげる。

「困ったなあ。じゃ、やっぱり王女さまに囮になってもらうことになるけど」

「だから、なんでそういう話になるんだ！　作戦自体がだめっていってるんだよ！」

「でも、もう脅迫状は出しちゃったんだし。わたし一人で行くよりは、王女さまが一緒の方がいいって、王女さまもそう思うでしょ？」

「え？　あ、はい。瑠奈さんが危ないことをするよりは、まだその方が……」

「って、王女さまはいってるけど？　真にいちゃん」

　予定通り、といわんばかりの笑顔で瑠奈が俺を見る。

　あれ？　なんでこうなるんだ？

　俺も王女さまも瑠奈を止めようとしているのに、なぜか、「俺おれ抜ぬきで二人だけで行く」という話に位相が変わってしまっている。

「さ、どうするの、真にいちゃん。わたし一人で行っていい？　それとも真にいちゃんはお留守番で、わたしと王女さまだけで行ってこようか」

「いや、だから俺は、三人とも行かないのが一番だって……」

「それじゃ誘拐犯をおびき出せないよー。わたし一人で行くか、わたしと王女さまと二人で行くか、それともわたしと真にいちゃんと二人で行くか。その三択たく」

「ぐ……」

　俺はがんばって抵てい抗こうを試みた。さっき王女さまが振り回した木刀に目をやる。

「……力ずくでも止める。といったらどうする」

「こんな時間にドタバタ暴れたら、他の部屋の人が怪しむかもね。警察でも呼ばれたら、王女さまは連れてかれちゃうよ」

「むむむ……」

「わたしは別に、そうなってもいいんだけどなー。王女さまを助けたがってるのは、わたしじゃなくて真にいちゃんなんだからー」

　――瑠奈のことだ。どう説得しようが、やるといったらやるに違ちがいない。

　俺たちの協力が得られなければ一人で行く、というのも本気なんだろう。

　となると、せめて俺がついててやらないと……。

　という結論に俺が至ることまで、おそらくこいつの計算のうちなんだろうが……。

　俺の思考の流れを読みきっていたんだろう。瑠奈は、くふふっ、と笑って舌を出した。

「決心ついたみたいだね、真にいちゃん」

「……子どもん時みたいに、お尻しりひっぱたきたくなってきたぞ」

「わあー、なつかしい。やってやってー」

　そのうちほんとにひっぱたいてやるから覚かく悟ごしとけよ。




　数刻後。俺と瑠奈は変装にとりかかっていた。

「ほんとに心配ないってば。危ないって思ったらすぐ逃げちゃうし。うまくいけば、今夜のうちに犯人が捕まって、王女さまもザビーネさんたちのところへ帰れるんだから」

「ですけど……」

　まだ不安そうな王女さまに、瑠奈は楽天的な笑顔を向ける。

「だいじょぶだいじょぶ。真にいちゃん、準備できた？」

「おう」

　俺は昨日とまったく同じ服装に着替えていた。ジーンズにコットンシャツ。そしてスタジャン。顔が見えないようにフルフェイスのメットをかぶるのも同じだ。

　そして瑠奈も、俺とよく似た服装に着替えている。違うのは、スタジャンの代わりに、さっき買ってきた、仮装用の派手なヒーローコスチュームを羽織るということだ。

　なぜ瑠奈が俺と同じ服装をしているのか、まだ説明は受けていない。

「そろそろ教えてくれよ。具体的にはどういう計画なんだ」

「うん。あのね、わたしたちは、こんなふうにいかにも怪しいかっこうで、警察と犯人の前に姿を見せるの。昨日のスクーターに二人乗りで」

「そんなことしたら、すぐ警察に捕まっちまうんじゃないか？」

「そうはならないよ。警察からしたら、わたしたちが犯人だと確認できない限り、何もできないはずだから」

「どうして。怪しいやつなら、すぐ捕まえるはずじゃ……」

「もし犯人じゃない人を捕まえたら、警察が張りこんでるってことが、どこかにいる犯人たちにバレちゃうよ。だから、しばらくは動かずに様子を見ると思う」

　いわれてみれば、なるほどだ。警察はそう簡単に、俺たちに手出しできないわけか。

「でも誘拐犯たちなら、真にいちゃんを見れば、『こいつらが王女さまを横取りした連中だ！』って、すぐわかるよね。だって真にいちゃんは、山道で王女さまを取り返した時と同じ服を着てるんだし、スクーターも同じなんだから」

「ははあ……そういうことか」

　だから昨日と同じ服を着るわけか。警察よりも、先に犯人が動くよう仕向けるために。

「誘拐犯が何か仕し掛かけてきたら、わたしたちはそれを引きつけながら、警察が追いついてくるまで時間稼かせぎをするの。あとは警察に犯人を捕まえてもらって、終しゆう了りよう」

「仕掛けてくる……って、どんなことをしてくるんでしょう」

　王女さまは、やはりまだ心配そうだ。瑠奈の答えは適当だった。

「それはやってみないとわかんない」

「おまえって、肝かん心じんなところがいつもいいかげんだよな……」

「とにかく試してみようよ。このままじゃ状況が変わらないんだから、なんでもいいからやってみないと。失敗したら、その時はまた何か考えればいいんだし」

　緻密なのか粗雑なのかわからない。確かに、うまくいけば今夜中に万事解決だが。

「そうだ。王女さま、ペンダント借りていいかな」

　瑠奈が、不意に思いついたようにアリシア王女を見やった。

「かまいませんけど、何にお使いになるんですか」

「これをつけてる方が、わたしが王女さまだって思わせやすいでしょ。大事にするから、しばらく貸しといてね」

　瑠奈は、にっこり笑顔で、アリシア王女のペンダントを受けとった。
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　深夜十一時四十分。

　俺と瑠奈は、アリシア王女を部屋に残してアパートを出た。

　携帯電話ほか、身元がバレそうな物は身につけないよう、瑠奈に指示されている。

　いざという時のために、スクーターの後ろに目立たないよう木刀を差してある。万一のことを考え、俺や王女さまの指し紋もんはきれいに拭き取ってある。

「エンジンかけてみて。そうそう。そのまままっすぐ。うん、上手上手」

　スクーターにまたがった俺に、後ろから瑠奈が指示をする。俺も免めん許きよは持っているが、初めての車種なので、どうも運転がぎこちない。

　深夜の住宅街をゆっくり走る。ちょうど十二時ぐらいに河川敷公園につく計算だ。

「……気をつけて。そろそろ警察の非常線ラインだよ」

　後ろから瑠奈がささやいてきた。

「わかるのか？」

「まるわかり。空気がひりひりしてるもん。気配の消し方が下手だなあ」

　俺は周囲を警戒しながら、さらに走り続ける。

「見つからないように、わたしのいう通りに走ってね。まずそこを右。空き家の庭を通り抜けて、塀へいのすきまから隣となりの製材所に入って。ここなら夜は誰もいないから」

　なんで、この街に丸一年住んでる俺よりも地理に詳しいんだ。

「そこ右。そのまままっすぐ行けば堤防の上に出られるから」

「わかった」

「そろそろスピードあげて。そうそう、いいよ、その調子！」

　ほどなくスクーターは堤防の上に飛びだした。

「よーし、そのまままっすぐ突っ走れえ！」

　瑠奈の声を受け、川の下流に向かってさらに速度を上げる。風が身体をすり抜ぬけてゆく。




　もう俺たちの姿は、張りこみしている刑事たちに見られているはずだ。

　そして、どこかで見張っているはずの誘拐犯たちにも。




「いいよいいよ！　もっともっとスピード上げて！　もっともっともっと！」

　もともと一億円なんか受け取るつもりはないので、停まる必要はない。警察と犯人の目を引きつけながら、ひたすら走るだけだ。

　犯人なら、身代金を受け取るために停車するはずだが、俺たちはノンストップだ。これも警察の動きをためらわせることになるだろう。

「まだまだ。もっと速く！　全速力！」

　返事をする余よ裕ゆうもなくスロットルを開ける。周囲の風景がすごい速度で流れていく。

　警察が動く気配はない。瑠奈のいう通り、俺たちが犯人かどうか確信が持てないので、手出しができないのだろう。

　一方、誘拐犯は、俺たちを見てこう思っているはずだ。「あれは山道で自分たちからア

リシア王女を横取りした連中だ。アリシア王女の姿を見せて、自分たちに成り代わって金

をゆすりとるつもりだろう。なのになぜ停まろうとしないんだ？」と。

　彼らからしても、俺たちの正体や目的は不明だ。それをつきとめるためにも追いかけて

くるに違いない。

　いつどこから襲撃が来るかわからない。俺はしびれるような緊きん張ちようをおぼえていた。

　どれだけ走っただろう。橋をいくつか過ぎ、少なくとも三キロは越えたと思われる頃ころ。

　瑠奈が叫んだ。

「来たよっ！」

　ミラーに目をやる。堤防の下の道を、ヘッドライトを消した車が猛追してくる。

「あれが誘拐犯か！」

「たぶんね。もう少し先まで行ったら河原に大きな藪があるから、そこに入って」

「わかった！」

　スピードを保ったまま、土手を駆け下りた。車体が大きくバウンドする。

　河原の藪にスクーターを突っこみ、二人でいったんシートから離はなれる。ここからは運転手交代だ。瑠奈の方がこのスクーターの運転に慣れているし、それに俺が後ろに乗っていれば、いざという時、瑠奈の楯たてになれる。

「でも、俺とおまえって体格が違うだろ。運転してる奴が代わったこと、バレないか」

「それをごまかすための、パーティコスチュームなの」

　瑠奈が着ていたパーティコスチュームと、俺のスタジャンを交こう換かんする。なるほど、こうして服装をすり替かえ、あとは俺が背中を縮めて小さくなっていれば、夜目にまぎれて、なんとか運転者が交代したことをごまかせるだろう。

「あとは、真にいちゃんが王女さまのペンダントをつければ、ちょっとぐらい体格が違っても、すり替わったとは思われないでしょ」

　瑠奈が俺に、さっきアリシア王女から借りたペンダントを渡した。そうか。ペンダントは、後ろに乗っている俺がアリシア王女だと錯さつ覚かくさせるための補助アイテムか。

「それを犯人たちに見えるように首にかけて。早く」

「いや、でもこのペンダント、留め金のところがごちゃごちゃしてて……」

「セロテープ持ってきたから使って。急いで」

「……ほんと、用意周到だなおまえ」

「来た来た。誘拐犯が、おびきよせられて来たよ！」

　さっきの車が、堤防の土手を乗のり越こえて走ってきた。タイヤのでかいオフロード車だ。

　ヘッドライトの光が目玉のように凶暴に輝かがやいている。冒ぼう険けんファンタジーになぞらえるなら、さしずめモンスターの登場ってところだろうか。

　俺たちはすぐには動かない。警察が来るまで誘拐犯を引きつけなければならないのだ。

　犯人どもの車が停まり、身体のでかい男たちが降りてきた。俺は、何かあったらすぐ瑠奈をかばえるよう、油断なく身構える。いざとなったら木刀で大暴れだ。

　犯人たちの顔は、暗いのでよくわからない。しかし、手に手に武器らしき物を持っている。拳けん銃じゆう、ナイフ……あの長いのは、刀か槍だろうか。

「こわがらなくてもいいよ。そう簡単に、ピストル撃ったりしないはず……」

　と、瑠奈がいいかけた、その時。

　誘拐犯の一人が銃を構えた。発射音とともに闇やみの中に閃せん光こうが走った。

　俺は慌あわてて瑠奈をかばって繁みの中に身を隠した。

「撃ったじゃないか！」

「だね。それも電気とか使うやつじゃなくて、実弾みたい。びっくり」

「びっくり、じゃないだろ！　あいつら、荒っぽいことはしないんじゃなかったのかよ！」

「うーん、計算が違ったかなあ」

　武器を手にじりじり近寄ってくる誘拐犯たちを見ながら、瑠奈は、ヘルメットの上から唇くちびるのあたりに指を当てた。

「……ふーん。やっぱりそういうことかな」

　何が「やっぱり」なのか俺にはわからない。そのあいだにも誘拐犯たちは俺たちを囲むようにして迫ってくる。こちらは下手に動けない。

　俺は、スクーターの後ろから木刀を抜き取った。

「瑠奈、俺が隙を作る。そのあいだにスクーターを出だしてくれ」

　そして大きく息を吸い、気合を溜めた。こういう荒っぽい場面のために、俺がいるのだ。

「きええぇぇあああぁぁ――――っ！」

　俺は棒切れを頭上に構えて、喉のども破れんばかりの大声をあげ、犯人どもに突とつ進しんした。婆さんから教えられた、古流実戦剣術の気合だ。

　犯人たちはぎょっとしたように足を止め、腰こしを引いた。王女さまだと思っていた相手が、

いきなり怪鳥みたいな奇声をあげたのだから当然だろう。

　その隙に瑠奈がスクーターに飛び乗り、発車させた。

「乗って！」

　俺の横に走ってきたスクーターに飛び乗る。

「姿勢を低くして。ちょっと乱暴にいくよ！」

　スクーターが急発進する。誘拐犯たちも慌てたように自分たちの車に戻もどり、車体を跳はねさせながら追いかけてきた。

　しかし瑠奈は巧みなハンドリングで、器用にちょろちょろ逃げ回る。俺は振ふり落とされないようにするのがやっとだ。

　本来の計画では、こうして誘拐犯を引きつけながら、警察を待つ予定だったが……。

「間に合いそうにないね。予定変へん更こう、全力で逃にげるよ！」

　瑠奈の声とともにスクーターは急加速した。

　また銃声。弾が空気を切る音に、身体がすくみあがった。

　ようやく、何台もの車が迫ってくる音が聞こえてきた。サイレンは鳴らしていないが、おそらく警察の車両だろう。しかし、もう待っていられない。

　瑠奈は急ハンドルを何度も切って相手を翻弄し、川に向かって突っ走った。

「おい、川を突っ切る気か？　ここけっこう深いんだぞ！」

「大だい丈じよう夫ぶ、ちゃんと調べてあるから！」

　川には、水量を調節するための堰が設けてあった。幅は一メートルあるかないか。車で渡るのは無理だが、二輪のスクーターなら上を走れる。

「しっかり捕まってて！」
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　途とち中ゆう、何カ所かある堰の途切れ目には、あらかじめ板が渡してあった。

「これもおまえが仕掛けといたのか？」

「そ！　いつでも逃げ道は用意しとかなくちゃ！」

「このあたりで犯人たちと追いかけっこになることも、おまえの予定のうちか！」

「逃げ道は他にもいっぱい用意してあるの！　これはそのうちの一個！」

　謎なぞめいたことを瑠奈はいった。いくつもの可能性を考えて、その一つ一つに周到に手を打ってあるということだろうか。

　スクーターは一気に堰を渡りきり、対岸にたどりついた。

　犯人たちの車は川を渡れない。振り向くと、すでに姿を消していた。俺たちもぐずぐずしてはいられない。ここにもすぐに警察が駆けつけてくるはずだ。

　そのまま俺たちのスクーターは、土手を乗り越え、迷路のような路地に潜りこんだ。瑠奈は迷う様子もなく走り抜けていく。

　少し落ちついたところで、息を切らしながら俺がたずねる。

「犯人たち、どうなったかな……」

「さあ。警察がうまくやってくれれば捕まえられたと思うけど、期待しない方がいいかも」

　あれだけの大立ち回りをやらかしたのに、瑠奈は疲つかれた様子も見せていない。俺の方は、

まだ心臓がばくばく鳴ってるんだが。

「王女さま、心配してるだろうな……」

「だね。連絡とかできればいいんだけど」

　電話が鳴っても出ないように、王女さまにはいってある。早く帰って安心させてあげたい。

「そうだ、さっき『やっぱりそういうことか』っていってたよな。あれ、なんのことだ？」

「帰ってから説明するよ。王女さまも知っといた方がいいことだと思うから」

　あいかわらず、考えていることをなかなか説明してくれない。万が一にも誰だれかに聞かれないよう警けい戒かいしているのかもしれない。

　念のためにスクーターは、アパートから離れた道端に停めた。変装用のコスチュームはスクーターのトランクに入れ、ペンダントは瑠奈に渡した。




　深夜の路地を二人で歩いて、アパートの近くの十字路まで来た時。

　瑠奈が不意に足を止めた。

「どうした？」

「………………」

　瑠奈が大きな瞳ひとみを、警戒的に左右に走らせる。なんだか只事ではない雰ふん囲い気きだ。

　そうしてしばらく、周囲の気配を読むようにじっとしていたが――。

　やがて、「ふう」とため息をついて月を仰いだ。

「あーあ、やられちゃった」

「だから、どうしたんだよ」

「何か予定外のことがあったみたい。しょうがない、観念しよ、真にいちゃん」

「観念って、何を……」

「生方真一くん、恋こいノの原はら瑠奈さん」

　と後ろから声をかけられ、俺ははっとふりむいた。

　片村さんだった。同時に、十字路の四方を制服の警官たちに囲まれた。

「アリシア殿でん下かは保護したわ。これからあなたたちに、詳くわしく話を聞かせてもらいます」







第六章　月の光の下で







「私たちは、あなたたちがスクーターで出かけたあと、すぐに殿下を迎むかえにきたの」

　暗い交差点。警官たちを後方に控えさせ、片かた村むらさんが小声で俺たちに説明する。

「事情は殿下に聞いたわ。あなたたちが殿下を守ろうとしたことも。でも、もっと警察を信用してほしかったわね」

「なんで……俺たちが王女さまをかくまってるってわかったんですか」

「警察をなめないで、ということ。レオポルドの人たちも必死だったしね」

　もしかしたら、さっき安売りの店の中で、ザビーネさんたちに、アリシア王女がいることを気づかれたんだろうか。……だとしたら、一いつ緒しよにいた俺の責任だ。

　俺は隣の瑠る奈なに目をやった。瑠奈はうなだれ、ひと言もしゃべろうとしない。

「証しよう拠こ品を渡してもらうわ。スクーターやヘルメットは？」

「……置いてきました。離れたところに」

「そう。それじゃ、殿下のペンダントだけでもこちらに渡しなさい。ペンダントはあなたたちが持ってるんでしょう」

「……はい、わたしが」

　と瑠奈がポケットからペンダントを出した。

　片村さんは白いハンカチで丁てい寧ねいにペンダントを包み、小さなビニール袋に入れて、自分のポケットにしまった。

「ついてらっしゃい。殿下はまだアパートにいらっしゃるわ。あなたたちにあいさつするまでは帰れないとおっしゃっているの」




「真しん一いちさん、瑠奈さん……！」

　片村さんがアパートのドアを開けると、アリシア王女と、そしてザビーネさんとレナーテさんが一いつ斉せいに俺と瑠奈に目を向けた。

「王女さま……」

　駆け寄ろうとした俺の前に、ザビーネさんが立ちはだかった。

「生うぶ方かたさん、恋こいノの原はらさん、殿下を保護してくださって感謝します」

　そして険しい表情で声をひそめる。

「……ですが、なぜ昼間、このことをいってくださらなかったのですか。これでは殿下を密ひそかにお守りすることができません」

「…………」

　俺は黙だまっていた。あなたのことも疑っていたから、とはいえない。

「真一さん、瑠奈さん、お世話になりました」

　アリシア王女は笑え顔がおだ。でも、どこか無理をしているようにも見える。本人も、大使館に戻ればかえって危険になることはわかっているのだ。

「今までご迷めい惑わくをかけてごめんなさい。でももう大だい丈じよう夫ぶです。ザビーネたちがそばにいてくれますから」

「さあ、まいりましょう、殿下。生方さん、恋ノ原さん、ごあいさつは後日あらためて」

　と、レナーテさんが感情を抑おさえた声で、アリシア王女をうながした。アリシア王女はうなずき、俺と瑠奈の横をすり抜け、外へと向かった。

　俺は思わず後を追った。アパートの外の路地には、いつの間に現れたのか、車が何台も停まっていた。

　アリシア王女は、すでにどれかに乗りこんだらしい。車の列は、静かなエンジン音とともに次々に走りだした。

「…………」

　俺はその場に立ちつくし、見送ることしかできなかった。路地の隅すみから、制服の警官たちが、こちらを不ふ審しんそうに見つめている。

　片村さんが声をかけてきた。

「部屋に戻りなさい。あなたたちの事情聴ちよう取しゆはこれからよ」




　部屋に戻ると、片村さんが窓のカーテンを閉め直し、俺たちに向き直った。

「騒さわぎを大きくしないよう、警察からは最小限の人数しか来ていないわ。近所の家で目をさました人もいたかもしれないけど、まさかアリシア殿下がいたとは思わないでしょう」

　他の警官たちは外にいる。部屋の中にいるのは、俺と瑠奈と片村さんだけだ。

「座すわって」

　俺と瑠奈は並んで腰をおろした。瑠奈はずっと黙ったままだ。しょんぼりと目を伏ふせ、長い髪かみも睫毛まつげも、心なしかしおれて見える。

「あの……犯人たちは捕まったんですか？」

「逃げられたわ。あなたたちがもっと協力的なら、捕まえられたでしょうにね」

　片村さんの目の光は厳しいままだ。

「あなたたちが、面白半分でこんなまねをしたとは思わないわ。殿下には身を隠さなければならない事情があったようだし。――でも、どんな理由があったにしても、やりすぎよ」

　と、ひと呼吸置いて、俺と瑠奈を見すえる。

「あなたたちのしたことは、結果的に重大な捜そう査さ妨害なのよ。ほかにも、偽証、証拠の隠匿。ニセの脅迫状を出したことだけでも国際問題になりかねない大ごとよ。学校を退学どころか、日本とレオポルド、両方の法律で裁かれても仕方のないことをしたのよ」

　退学、という言葉がいやにリアルに響ひびいた。夢から醒めたような気分だ。

「これから警察で取り調べをして、あとは書類送検。当然、学校側とあなたがたの保護者にも連絡をするわ」

　にわかにさしせまった危機感にかられ、身体がすくむ。

「……と、本来ならそういう手続きを踏むのだけれど」

　片村さんが少し言葉のトーンを落とした。

「アリシア殿下から、あなたがたを責めないよう、強くいわれているの。すべて自分を守るためにしてくれたことなのだから、迷惑がかかるようなことは一切しないでほしいって」

「王女さまが、そんなことをいってくれたんですか……」

「レオポルド王国から日本政府にも対しても、非公式に要請がきているわ。レオポルドとしては、できるだけ、ことを穏便にすませたいようね。どんな事情があったにしろ、アリシア殿下が日本の男子高校生のアパートで寝起きしたなんて、隠かくしておきたいスキャンダルでしょうから。要するに、すべては極ごく秘ひに――それがレオポルド側の意向よ」

「極秘……」

「それは日本側の立場も同じ。できる限りことを穏便にすませたいわけ。……騒ぎが大きくなれば、関係者も責任を問われるでしょうしね」

「…………」

「あなたたち二人がアリシア殿下の失踪に関係していることは、警察内部でも限られた人間しか知らないわ。外にいる警察官たちも、あなたたちが何をしたのか、具体的には聞かされていない。あなたたちが黙ってさえいれば、すべてなかったことになるの」

　片村さんはじっと俺たちを見つめている。

「この二日間の出来事は、今後、誰にも話さないこと。それを約束してくれれば、あなたたちのことは一切不問。この場で話を聞くだけですませます。どうかしら」

　俺は、すぐには返事ができなかった。




　つまり、これは取引だ。

　日本とレオポルドの関係者たちは、アリシア王女の失踪事件など、なかったことにしてしまいたがっている。ことを荒立てないため、すべてを忘れろ、といっているのだ。

　だけど……本当にこのまま身を引いてしまっていいのだろうか。

　アリシア王女の危機が取り除かれたわけではない。使節団にまぎれこんでいる誘ゆう拐かい犯はんは捕まっていないのだ。あの優やさしい王女さまは、今この瞬しゆん間かんも、危険の真っ只中にいるのに……。




「真しんにいちゃん、いわれた通りにしよう」

　瑠奈が正座してうつむいたまま、ぽつりと声を落とした。

「やっぱり、ただの高校生が、王女さまを助けるなんて無理だったんだよ。初めから大人を頼って、いうことを聞いてればよかった……」

　それは事実上、瑠奈の敗北宣言だった。

「瑠奈、でも――」

　でも、のあとに何をいえばいいかわからない。

「わかってくれたなら、それで結構。私たちとしても、あなたたち二人の件は、早く終わりにしてしまいたいの。大人の仕事がたくさんあるんだから」

「…………」

「ここから先は、警察とレオポルド当局の仕事よ。安心して、あとはまかせなさい」

　俺はついに、反論の言葉を思いつかなかった。




　それから俺たちは、昨日から今夜にかけての出来事を白状させられた。学校で小お田だ切ぎりに見つかりそうになったことや、アリシア王女が風ふ呂ろ場ばでのぼせたこともしゃべった。

　片村さんは俺たちの供述を書きとめながら、ため息をつく。

「さっき私が料理を作っていた時、あのお風呂場に殿下がいたのね……。ちょっとのぞいていれば、それで殿下を見つけられたのに」

　瑠奈はすっかり元気がなくなり、素す直なおに問われることに答えていく。さすがに、拳銃のことは話さなかったが。

　すべてを話し終えると、なんだか自分が空っぽになったような気がした。たった二日間とはいえ、この間の出来事は、いわば俺と王女さまと瑠奈の、三人だけの親密な秘めごとのようなものだったのだ。でも、それはもう失われてしまった……。

　片村さんはノートを閉じ、立ちあがった。

「いい？　くれぐれも、この二日間にあったことは誰にもいわないように。もし噂うわさが広まるようなことになったら、今度こそあなたたちを正式に警察に呼ばなければならなくなるわ」

「……はい」

　と俺おれと瑠奈の声がそろう。

「最後にもう一つだけ。脅きよう迫はく状じように書いてあった『組織Ｌ』ってなんのこと？」

「瑠奈のでっちあげです。そんな組織、どこにもありません」

「そう。わかったわ、ご協力、感謝します」

　片村さんはアパートを出ていった。何台かの車の音が聞こえて、そして静かになった。




　しんとした部屋の中。俺と瑠奈が残されている。

「真にいちゃん……」

　瑠奈が力のない瞳で俺を見る。

　俺は、やりきれない思いだった。正座したまま、立ち上がる力もない。

「ごめん、もうちょっとうまくできると思ったんだけど……」

「…………」

「やっぱり、よけいなお節介しなければよかったのかな」

「……何いってるんだよ。おまえはよくやってくれたよ」

　そういいながらも、声に苦々しさが混ざるのをどうすることもできなかった。

「でも、結局、俺たちには何もできなかった……。王女さまを危険な場所に逆戻りさせただけだ」

「だって、しょうがないよ」

　瑠奈の大きな黒い瞳に涙なみだがふくれあがってくる。

「わたしたち、まだ子どもだもん。お母さんの真ま似ねをしてがんばってみたけど……やっぱり上手にできなかった」

　くすん、と小さくはなをすする。

「わたし、お母さんみたいに頭もよくないし、背も小ちっちゃいし……。真にいちゃんのためにがんばろうと思ったけど、もういっぱいいっぱいだよ」

「でも！」

　つい声が荒くなった。

「でも、王女さまは今も危ない状じよう況きようなんだろ？　今この瞬間だって、犯人が狙ねらってるんだ。なのに何もしてやれないのか？」

　それは瑠奈ではなく、自分自身に向けた言葉だった。

　自分の無力さが呪わしい。高校生で、社会経験もなくて、警察やレオポルドの騎き士し団だんや、大人の社会と渡りあうこともできない。何もできない自分が情けない。

「きっとザビーネさんが、王女さまを守ってくれるよ……」

「だから！　そのザビーネさんも信用できないっていったのはおまえじゃないか！　なのに、今さら……」

「じゃあ、これ以上どうしろっていうの！」

　瑠奈が涙の滴を散らして俺を振りあおいだ。

「わたしだって王女さまを助けてあげたいって思うよ。でももう、できることなんて何もないんだよ！」

　見たことのない瑠奈の表情に、俺はたじろぐ。

「真にいちゃん、いっつもわたしのこと怒おこってばっかり！　わたしが一生懸けん命めいがんばってるのに、ありがとうもいってくれないくせに！　いつも王女さまのことばかり心配して。わたしだって、ほんとは逃げだしちゃいたいくらいこわかったのに！」

　わっ、と泣きだして、瑠奈は靴くつをはき、玄げん関かんのドアを開けた。

「お、おい、瑠奈……」

「真にいちゃんのバカ！」

　泣きながら駆かけだしてゆく瑠奈。その足音を、俺は慌てて追いかけた。




　深夜の路地。

　さっきまで、警官やレオポルドの関係者が大勢いたのが嘘うそのように静まりかえっている。

　ツインテールを振りながら、瑠奈の小さな背中が路地の向こうに走っていく。

「瑠奈……！」

　追いかけながら、俺は思う。あいつのいう通りだ。俺に瑠奈を責める資格はない。

　王女さまを助けたいといったのは自分なのに、瑠奈に頼たよりきりだった。自分にはなんの力も知ち恵えもなくて、瑠奈に助けられてばかりだった。

　瑠奈はがんばってくれていた。「しょうがないなあ、真にいちゃんは」とぼやきながら、

必死に知恵をめぐらせ、警察やレオポルドの警けい備び陣じんや誘拐犯たちを向こうに回し、時には危険も冒して、小さな身体で懸命に戦っていた。

　なのに、俺はどうだ。

　俺は何もできなかった。アリシア王女を守ることも、誘拐犯の正体を暴くことも。

　知恵も力もなく、瑠奈に頼るだけだったじゃないか。実の兄に代わって、瑠奈を守らなければ、と思っていたのに、実際にはその逆だった。

　そんな俺に、腹を立てる資格なんかない。なのに、瑠奈を泣かせてしまった……。

　俺は、お兄ちゃん失格だ。

「待ってくれ、瑠奈！」

　瑠奈を追って路地を曲がる。俺は、はっと足を止めた。

「しー」

　瑠奈が塀へい際ぎわにしゃがみこんでいた。自分の唇に指を当て、俺の手を引く。

「え……？」

　瑠奈の瞳が、闇の中できらっと光る。今の今までしょげかえって泣いていた、子どもみたいな表情はきれいに消えていた。

「大声出さないで。ここなら盗とう聴ちよう器きもないだろうけど、念のため」

「盗聴器？」

「たぶん、真にいちゃんの部屋に盗聴器が仕掛けてあるんだよ。それで、王女さまの居場所がバレたんだと思う」

「は……？」

「きっと、夕方、片村さんが晩ご飯作りにきた時に置いてったんだね。確証はないけど、そうでもなければ、こんなに簡単にバレちゃうはずないもん」

　俺はますますあっけにとられる。瑠奈の態度の急変にも、盗聴器がどうのという話にも、

すぐにはついていけない。

　王女さまの居場所がバレたのは、安売りショップで姿を見られたからじゃないのか？

「座って、真にいちゃん」

　瑠奈に手を引っぱられ、俺は隣にしゃがみこんだ。

「ええと……何から聞けばいいんだ」

「大声は出さないでね」

　俺は、何よりまず、目先の気になっていることを質問した。

「……要するに、さっきおまえが泣いてたのは、嘘泣きだったのか？」

「どうだったかな。忘れちゃった」

　照れたように笑って、瑠奈は涙のあとをぬぐう。

「とにかく、あの部屋にいる限り、わたしたちはすっかり降参したふりをしなくちゃいけなかったの。片村さんが、まだ盗とう聴ちようしてるかもしれないからね」

　そして、また少し沈しずんだ表情になり、目を伏せる。

「でも、真にいちゃんにいろいろいわれて、ちょっと傷ついちゃったな。はぁー……」

「…………」

「なーんて、嘘々。ああもう、そんな顔しないで。わたしが嘘つきなの知ってるでしょ」

　慌てたように瑠奈が笑う。そして、俺の手をきゅっと握にぎった。

「真にいちゃんて、ほんと真面目」

　俺はどう答えればいいかわからない。

　瑠奈が夜空を見上げた。家並の向こうに、明るい月が浮うかんでいる。

「ね、小さい頃、こんなふうに一緒にお月さまを見たの、おぼえてる？」

「いや。そんなこともあったかもしれないけど」

「わたしはおぼえてるよ。二人で一緒に近くの公園に行ってね、コンクリートで造ったお山にのぼったの。わたしは小さかったからこわくて上がれなかったけど、真にいちゃんが手をとってわたしを助けてくれたんだよ」

「ごめん、おぼえてないな」

「そっか。それじゃ、わたしにプロポーズしたことも忘れちゃったよね」

「プロポー……？」

「あはは、やっぱり忘れてる。きっとおぼえてないって思ってたんだ」

　残念そうに笑う。でも、つないだ手はあたたかい。

「わたし、その頃からもう、少しずつお母さんのお手伝いしてて、いろいろ危ないこととかもやってたの」

　仕事の内容には触れようとしない。でも、俺は黙って続きを聞く。

「だから、あんまり同じところに長くいられなくて、友だちもできなかったんだ。十年前の夏に、真にいちゃんと会うまでは」

「…………」

「あんな楽しかったことってなかったな……。真にいちゃん、優しかったし、いつもそばにいてくれたし。……お母さんと一緒にいる時も楽しかったけど、でも、生まれてから今日まで一番幸せだったのは、真にいちゃんと一緒だった、六つの時のあの夏なの」

　そして瑠奈はまた夜空を見上げる。

「でね、明日はお母さんが迎えにくるっていう日、公園のお山の上で、真にいちゃんがわたしにプロポーズしてくれたの。大人になったら結婚しよう、ずっと一緒にいようって。わたし、すごく嬉うれしくて……だから、真にいちゃんにまた会うのをずっと楽しみにしてたんだよ」

「……悪い、すっかり忘れてた」

「いいんだよ。ずっと昔のことだもん」

　瑠奈が、そっと俺にもたれてきた。夜風に、前髪が小さく揺ゆれている。

「ほんとは、真にいちゃんがほかの女の子のために一生懸命になってるところなんて、見たくないんだけどなぁ」

　そして、大きな目で俺を見つめてくる。

「まだがんばるつもり？　王女さまのために」

「ああ。今からでも、何かできるならな」

「諦める気はないんだね」

「諦めたくない。できることがあれば、王女さまのためになんでもしてあげたいと思う」

「お人ひと好よしなんだからなあ。もう」

　瑠奈は、またため息をついた。でも口元がほころんでいる。

「ま、しょうがないか。わたしの好きな真にいちゃんは、そういう人なんだもんね。いいよ、もうちょっとだけ手伝ってあげる」

「まだ何か、打つ手があるのか？　王女さまを助けるために」

「いっくらでもあるよ。なければ作るし」

　あっさりと瑠奈が答える。

「だけど、王女さまは連れ戻されちまったんだぞ。片村さんには、もうこの件には関わるなって釘くぎを刺さされてるし……」

「平気。切り札はこっちにあるんだから」

　瑠奈は、ポケットから何かを取りだし、俺の前にぶら下げた。

「見て。じゃーん」

　俺は驚おどろきに目を見張る。

「それって王女さまのペンダント……。でも、さっき片村さんに渡わたしたはずじゃ」

「あれはニセ物。本物はこっち」

「はあっ？」

　瑠奈はぺろりと舌を出す。大きな瞳は月の輝きを受けて、きらきらと輝いている。

「昨日、管理小屋で王女さまの着き替がえを手伝った時に、写メを撮っといたの。で、あのあと、わたし一人でバイクを置きに行ったでしょ。その時ついでに、偽造屋さんとこにも行って、これとそっくりな物を作ってくださいって頼んどいたんだ」

「偽造屋、って、それもおまえの知りあいなのか？」

「うん。すっごい腕うでのいい職人さんでね。お札でも美術品でもナンバープレートでも、なんでも本物そっくりに作っちゃうの。ちなみに昨日の、スピーチ会場の入場証も、その人の手作りプレゼント」

　俺は呆れて何もいえない。そう簡単に手に入るものじゃないとは思ってたけど、偽造品だったとは。

「ペンダントの偽物を造るのも、格安料金で引き受けてもらったの。で、さっき真にいちゃんたちが買い物してるあいだに、その偽造屋さんのとこに行って受け取ってきたわけ」

「でも、なんだってそんな、わざわざニセ物なんて……」

　きらり、月の光を浴びたペンダントが、謎めいた輝かがやきを見せた。

「このペンダントには、何か秘密があるはずなんだ」

「秘密？」

「うん。ついさっきまでは、わたしにも確信がなかったけどね。でも、河原で誘拐犯を見て『やっぱり』って思った」

　さっきの「やっぱり」は、そういう意味だったのか。

「もうちょっと考えをまとめたいから、説明は少し待って。大丈夫、わたしたち二人が力を合わせれば、きっと王女さまを助けてあげられるよ」

　今度は何をたくらむつもりなのか。

　不思議な色の瞳は月光を映し、ペンダントよりも謎めく輝きを見せていた。







第七章　《早撃ちルクレチア》と《騙し屋アリス》







一




　俺と瑠る奈なは、公園のベンチで夜を明かした。

　片かた村むらさんは、もうペンダントが偽物だと気づいてるはずだ。当然、俺たちを捜しているだろう。犯人を捕つかまえるまでは、アパートにも学校にも帰れない。

　瑠奈は俺にもたれて、すぐにくーくーと寝ね息いきをたて始めた。どこでも寝ねられる体質なのかもしれない。

　俺もいつの間にか眠りに落ち――。

　そして、朝。俺たちは再び動きだした。

　早起きの勤め人や学生たちに混ざって電車に乗る。行き先は大きな繁華街だ。

「……でも、片村さんが盗聴器を仕し掛かけたって話は確かなのか？　俺はザビーネさんとアストリッドさんが王女さまを見つけて、それでアパートまで尾行されたんじゃないかって思ってたんだけど」

「もしそうだとしたら、ザビーネさんたちだけで王女さまを迎えに来るはずでしょ。あの人たちが誘拐犯であっても、そうじゃなくても」

　ああ、そうか。どちらの場合にせよ、日本の警察に連れん絡らくする必要はないんだものな。

「てことはやっぱり、俺たちを怪あやしんでいたのは片村さんか」

「だと思うよ。もしかしたら、最初からなんか変だって思われてたのかもね……」

　そんな話をしながら、繁華街の大通りからごちゃごちゃした横道に入った。

「こんなところで何するんだ」

「お友だちに協力を頼たのむの。ほんとは、ややこしい人たちとは関わりたくないんだけどね。

こうなったら、そうもいってられないし」

「ややこしいって、どういう……」

「ついて来ればわかるよ。さ、こっち」

　瑠奈は迷う様子もなく、怪しげな雰囲気の裏町をすたすた歩いてゆく。

「とーちゃくー。最初の目的地は、ここ」

「なんだ、こりゃ」

　そこは目立たない四階建ての雑居ビルだった。見た目は平凡そうな建物だ。でも、会社の名前もビルの名前も出ていない。窓にはすべてブラインドが掛けられ、中は見えない。

「真しんにいちゃん、行こ」

　瑠奈は、薄暗くせまい階段をのぼっていく。

　二階に上がると突とつ然ぜん、表に出ていなかった看板が壁かべにかかっていた。




『関東　黒椿会　事務所』




　巨大な木目の板に、墨ででっかく、そう書かれている。

　関かん東とう黒くろ椿つばき会かい。聞きおぼえのある名前だ。そうだ、確か公園でケンカしていたのが――。

「おい瑠奈……。ここってひょっとして」

　ひるむ俺を気にもせず、瑠奈は、天てん井じように据すえられたカメラに笑顔で手を振ふった。

「ごめんくださぁい。やほー」

　そしてインターホンを乱暴に連打する。中で騒々しくチャイムの音が鳴っている。

「会長さーん、わたしだよ。遊びに来てあげたよー」

　いきなりドアが勢いよく開いた。顔を出だしたのは、二メートル近くありそうな、超こわもての巨漢だった。

　スキンヘッドで頬ほおに大きな傷があり、どう見てもカタギじゃない風貌だ。公園で見たチンピラの皆みなさんより、さらに迫はく力りよくがある。

　正直、俺はその顔を見るだけで「ひっ」と、声をあげそうになったのだが――。

　先に、相手の方が声をあげた。

「ひぃぃぃぃぃぃぃっ！」

　瑠奈の顔を見たとたん、スキンヘッドの大男は尻しり餅もちをついた。

「朝早くからごめんね、会長さんいる？」

　可愛かわいく小首をかしげてたずねる瑠奈。

　しかしスキンヘッドは、おびえた表情で四つんばいになると、室内に向けて叫さけんだ。

「たっ、大変だ、ヤツが来た！　兄貴、おやっさん！　あのガキがまた来ましたあ！」

「え？　誰だれがガキ？」

　笑顔のままでたずねる瑠奈。

「あああっ、すみません！　ガキじゃありやせん、お嬢さんです！　お嬢さま！　あの可愛らしいお嬢さまが、いらっしゃいました！」

　すると奥おくから、どどどどどっ、と、いずれ劣おとらず人相の悪いあんちゃんやおっさんたちが、団子状態で顔を出した。

「はーい」

　と瑠奈が愛想よく手を振る。と、ヤクザの集団もまた、まるで野獣か怪物にでも出くわしたかのように、ずざざざっ、と一斉に腰こしを引いた。

　誰かが、ビビりまくりの声でいった。




「は……《早撃ちルクレチア》……っ！」




　って、誰!?

　男たちの中でも特に貫祿のある男が大声をあげた。

「誰か、上に行って親おや父じさんを呼んでこい！　寝てたら起こせ！　ツインテールの女の子がきたっていえば、飛び起きてすっとんでくるはずだ！」

「わたし今日、あんまり時間がないから、急ぐようにいってね」

「聞いたか、お急ぎでらっしゃるそうだ。五分以内に呼んでこい！」

「三分」

「三分だ、三分！　急げ、モタモタしてると、何されるかわかんねえぞ！」

　若手らしいのが四人ほど、押おしあいへしあいしながら駆けだしていった。

「ばたばたして申し訳ありません！　こちらへどうぞ！」

「どうぞっ」

「どうぞっ」

「どうぞっっっっ」

　全員で腰を低くして俺たちに手を差しのべる。またもヤクザのレビューダンスだ。

「おじゃましまーす」

「おじゃまします……」

　俺は少なからず当とう惑わくしながら、瑠奈と一いつ緒しよに部屋に足を踏み入れた。




　電話の置かれた事務机が三つと、仕切り板の陰かげにソファ。

　一見、普ふ通つうの会社のようだが、「仁義」と書かれた大きな額が飾られていたり、隼の剥製や日本刀が、これ見よがしに置かれていたり、そこここに危険な雰ふん囲い気きが漂っている。

　しかし瑠奈は平然と、出されたお茶とお菓子を口に運んでいた。

「このお饅頭、おいしいよ。真にいちゃんも食べれば？　おなかへってるでしょ」

「あ、ああ。まあな」

　俺の方は、とても食欲なんかわいてこない。なにしろ、いかつい顔のヤクザたちが、俺たちを囲むように直立不動で立っているのだ。

　中には見おぼえのある顔もある。日曜日に公園でケンカをしていたチンピラたちだ。

　……いったいこの連中と瑠奈は、どういう関係なんだ？

　いろいろ質問したいが、下手に口をきける雰囲気じゃない。

　やがてばたばたと足音がして、恰幅のいい六十ぐらいの男が、縞のパジャマにガウンを羽織って駆けつけてきた。

「あ、会長さん、ひさしぶりー」

　瑠奈が笑顔で手を上げる。

「ぎゃあああああああっ！」

　会長とよばれたおっさんも、瑠奈の顔を見たとたん悲鳴をあげて後じさった。

「朝からごめんね。でも、あんまりお寝坊してると身体に悪いよ」

「はっ、肝に銘じておきますっ」

　すでに会長の顔面は汗あせびっしょりだ。

「あ、あの……その節は、お嬢さまには、大変お世話になりまして……」

「まだいろいろあくどいことしてるの？」

「とんでもありませんっ！　あれからすっかり魂たましいを入れ替かえまして、地域社会の皆さまにご迷めい惑わくをおかけしないよう、誠心誠意、心がけております！」

　その場で土下座せんばかりの勢いで頭を下げる。

「ほんとー？　こないだ、ここのお兄さんたちが公園でケンカしてたよ」

「厳しく叱りつけておきました！　カタギの方々にご迷惑をおかけするなど、組の面汚よごしです！　ほらっ、おまえたちもお詫わびせんかっ」

「へいっ！　申しわけありませんでした！」

　会長さんの言葉に、当のチンピラたちも一いつ斉せいに頭を下げた。

「わかってると思うけど、もしまた悪いことしたら」

「もちろん心得ております。……いやもう、あんな目にあわされるのはまっぴらですので」

　ハンカチで汗をぬぐう会長。〝あんな目〟というのが〝どんな目〟なのか、俺にはまったくわからないが、会長以下、全員が完全におびえきっている。

　会長は、瑠奈の隣となりに座っている俺に目を向けた。

「して、こちらのお若い方は……」

「わたしの親しん戚せきの真にいちゃん。家族みたいなものかな」

　会長は「げっ」と声をあげた。

「これはお見それしました！　ルクレチアお嬢さまのお身内とは！」

　だからルクレチアってなんなんだ。

「それで、お嬢さま。本日はどのようなご用向きで……」

「ん、ちょっとね。人と車を貸してほしいの。夜にひと騒さわぎ起こすことになりそうだから、

お手伝いしてもらいたくて」

「はっ、それはもういくらでも。ただその、できればあまり恐ろしいことは……。うちの若い衆にも、家族や前途がありますんで」

「そんなに心配しなくていいよ。せいぜい警察と大ゲンカするぐらいだから」

「警察と、大ゲンカ！」

　会長はその言葉を聞いてびくっと表情を固まらせた。

　さぞかしびびったのか、と思いきや。

「……よかった。お嬢さまとのおつきあいで、その程度ですむなら御の字でございます」

　会長は、心の底からほっとしたように息をついたのだった。




　組の人たち全員に見送られながら、俺たちは事務所を後にした。

「おい瑠奈、今のはどういう……」

「前に、ちょっといろいろあったの。でも今はわたしのお友だちだよ。いっぱい弱み握ってるから、

絶対にわたしに逆らえないしね」

　それって友だちっていうんだろうか。

「なんか、早撃ちルクレチアって呼ばれてたみたいだけど……」

「前に、あの人たちの用心棒さんと決闘したんだよ。その相手が、イタリアでは有名な、《早撃ちルクレチア》って呼ばれてる人だったの。でもわたしが勝っちゃったから、称号がこっちにきちゃったわけ。先代のルクレチアさんは、そのまま引退して結婚したんだって」

　……なんだかもう、あれこれ考えるのも面めん倒どうになってきた。

　とにかく今は、アリシア王女を助けることに集中しよう。




二




　バスに乗って、次の場所へ向かう。今度は普通のマンションだった。

「彩あや音ねさん、いるー？」

　瑠奈がインターホンのカメラに呼びかける。

　ドアが開いて出てきたのは、二十代後半ぐらいの若い女性だった。長身で、長い髪かみを後ろでしばり、シンプルなデザインのエプロンをつけている。

「よう、来たな。昨日のペンダントは役に立ったか」

　さっぱりした話しぶり。この人は本気で瑠奈に友好的なようだ。

「おかげさまで。でね、今日は本物を持ってきたの。見て、これなんだけど」

「ほほう、これが実物か。……ふーむ、みごとなエメラルドだ」

　俺は室内を見回した。部屋は工房になっていて、大きな机に、各種の工具が整然と並んでいた。ＰＣや製図台もある。

　この彩音さんが、ペンダントのイミテーションを作ってくれた人らしい。それに、偽造のナンバープレートとか、スピーチ会場の入場証も。

　彩音さんはペンダントをためつすがめつ見ていたが、やがてうなずいた。

「なるほど。やはり、写真を見て想像していた通りの代物のようだ」

「調べてみてもらえる？」

「無論だ。待っていたまえ。そう時間はかからん」

　彩音さんは、メガネをかけて作業台の椅い子すに腰かけ、俺に目を向けた。

「そちらの若者が、君が話していた『真にいちゃん』かな」

「うん。彩音さんに紹介しとこうって思って」

「シスコンだそうだな」

「ぐっ……！」

　とっさに否定できない俺だった。瑠奈のやつ、俺のことをどう話してたんだ？

「ははは、そう赤くなるな。いずれにせよ、《騙し屋アリス》に見込まれるとは、君は幸運な少年だよ」

「はあ。どうも……」

　当惑しながら頭をさげて、瑠奈にささやく。

「その《騙し屋アリス》ってのも、誰かの称号を取りあげたのか」

「そ。ロンドンの有名な詐欺師のお姉さんと、ちょっとゴタゴタしたことがあって」

　で、瑠奈が勝って、称号が移動したわけか。

　こいつ、他にはどこでどんなことをやってるんだろ。

　戸と惑まどう俺に、彩音さんが声をかけてくる。

「君はずいぶんと気に入られているようだな。しかし、その子は、ここぞという時にヘマも多い。適当に面倒を見てやってくれたまえ」

「あ、はあ。それはもう、よっくわかってます」

「あー、彩音さんも真にいちゃんも、ひどぃいー。わたしそんなドジっ子じゃないもん」

「ははははは、わかったわかった。ほらほら、そんなに揺すったら仕事ができないだろ」

　仲良くじゃれあう二人。まるで姉妹のようだ。

　この彩音さんという偽造屋も、基本的には、あまりまっとうな仕事をしているわけではないんだろうけど……。

　でも、俺は心のどこかで、ほっとしていた。

　そうか、母親が亡なくなったあとにも、瑠奈にはこういう人がいたのか。

　決して一人ぼっちで孤独に過ごしていたわけじゃないんだな。

「開あいたぞ」

「え？」

　彩音さんの声に俺は身を乗りだす。何が開いたんだろう。

　作業台の上に置かれた、ペンダント。

　その台座の裏側がはずれていた。内側が空洞で、四つ折りの紙片が入っている。

「なんだ、これ」




「このペンダントには、中に物が隠かくせるようになっていたんだよ」
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　瑠奈は驚いた様子もない。

「やっぱり思った通りだよ。王女さまは、こんな仕掛けがあるなんて知らないんだろうけど」

「おまえ、このペンダントがこうなってるって、わかってたのか？」

「うん。なんか変わった形だし、留め金も妙みように凝ってるし、怪しいなって思ってた。で、彩音さんに写真を見せたら、『台座が空洞なんじゃないか』って」

「この手の古い装飾品によくあるタイプだ。持ち主が、秘密の書類や、愛する人の肖像を入れておくための、いわば携けい帯たい用のミニ金庫だな。チェーンも細いが頑がん丈じようにできている」

　彩音さんがピンセットで紙片を取りだした。俺おれと瑠奈ものぞきこむ。

　殴り書きされた数字とアルファベットが羅列されている。まったく意味不明だ。

「これってなんの数字だ？」

「わかんないけど、たぶん大事なことなんだと思うよ」

「君は、犯人たちの本当の狙いは、この紙片だと考えているんだな？」

「たぶん」

　彩音さんの質問に、瑠奈はうなずいた。そして俺に向かって説明する。

「この誘ゆう拐かい事件って、最初からいろいろおかしなことが多かったでしょ。すごく強ごう引いんなやり方で王女さまをさらおうとしたりとか、あと、犯人たちが、王女さまに怪け我がをさせてもいいって思ってるっぽいとか」

「ああ、それは俺も不思議に思ってた。車で轢こうとしたり、銃まで撃うってきたもんな」

「犯人たちにとって大事なのは、王女さまよりペンダントだったんだよ。もちろん王女さまの身み柄がらを押さえることができれば、それはそれで利用価値があっただろうけど、最優先事項はペンダントを奪うばうことだったんだと思う」

　瑠奈は、作業台の上のペンダントを、無造作に手に取った。

「このペンダントって、いつもは王宮にしまってあるそうじゃない。だから狙うとしたら、王女さまが身につけている今回の旅行中しかなかったんじゃないかな。でも、チャンスがないまま日本滞在の最終日になっちゃって、それであんな強引な計画を取ることになった。――だいたいそんなとこだよ、きっと」

　そしてチェーンのロック部分を小さな指でかちゃかちゃいじる。

「これって、一度首にかけると、簡単にははずれないようになってるしね。きっとそれで、

王女さまごとさらっちゃうことにしたんだよ。そうすれば失敗しても、『狙ねらいは王女さまだ』ってカムフラージュできるし」

「……おまえ、最初っからそう考えてたのか？」

「確信はなかったけど、そういう可能性もあるかなって。でも、ゆうべ、河原で誘ゆう拐かい犯はんたちがワイヤーカッターを持ってるのを見て、あーやっぱりか、って思ったの」

　ワイヤーカッター。俺はゆうべの情景を思いだした。確かに、誘拐犯どもの中に、槍みたいな長い道具を持っている奴がいた。

「そうか、あれはチェーンを切断するためのワイヤーカッターだったのか……」

「そ。最初の失敗に懲りて、今度は確実にペンダントだけを奪うことにしたんだろうね」

　瑠奈の大きな眼が、きらめくペンダントを映している。




「つまりね、最初から考える前提がまちがってたんだよ。今度のことは、王女さまの誘拐事件じゃなくて、このペンダントの盗難事件だったわけ」




「しかし、いずれにしても……」

　彩音さんがすまなそうに瑠奈と俺を見た。

「私が気をきかせたつもりで、アリシア王女のスピーチ会場の入場証など進呈しなければ、

こんな面倒に巻きこまれずにすんだのは確かだな。申しわけなかった」

「彩音さんのせいじゃないよ。王女さまを助けたいっていったのは真にいちゃんなんだから」

　それは、確かにそうだ。いってみれば、俺が瑠奈を巻きこんだのだ。

「しかし、この紙片を持っている限り、今度は君たちが狙われることになるぞ。……といっても君のことだから、次に打つ手の三つや四つは、もう用意しているんだろうが」

「一応、大ざっぱな段取りは考えてあるけどね」

「ザビーネさんに連絡して、その紙を渡すだけじゃだめなのか」

「真にいちゃん、忘れちゃだめ。ザビーネさんたちも、まだ容疑者なんだからね」

　そうだった。依い然ぜんとして俺たちは、誰のことも信用できないのだ。

「ニュースによると、アリシア王女は明朝、帰国するそうだ。あまり時間はないぞ」

　と彩音さん。それは俺たちも駅売りの新聞の見出しで知っていた。

「わかってる。だから、手っとり早く片をつけちゃうつもり。これまでのお返しも兼ねて、

ちょっと派手に暴れてやろうかなって思ってるんだ」

　なんだか物ぶつ騒そうなことになりそうな予感がする。こいつはすでにじゅうぶん派手に暴れてると思うが、それ以上の大おお騒さわぎを巻き起こすつもりなんだろうか。

　瑠奈は、いたずらっぽい瞳ひとみを俺に向けた。

「今夜の主役は真にいちゃんだよ。ちょっとがんばってもらうことになるけど、いい？」

「もちろん、なんでもいってくれ。俺は何をすればいいんだ？」

「ゆうべの作戦の強化バージョン。あのね、真にいちゃんにはね」

　瑠奈は大きな瞳をきらっときらめかせた。

「今度は本物の誘拐犯になってもらうの」




　そして、夜。

　俺と瑠奈は、レオポルド大使館そばのバス停に降り立った。

　昼間のうちに瑠奈と打ちあわせをすませ、作戦は頭に入っている。

　正直、かなり大だい胆たんで無む茶ちやな計画だという気もするが……。

　でも、もう俺の腹は決まっていた。こうなったら、どこまでも瑠奈の計画に乗ってやる。

「……で、なんでそんなカッコしてるんだ？」

「いったでしょ。これは、わたしの戦せん闘とう服」

　意味がわからない。さっきから何度も聞いているのに、ちゃんと答えてくれないのだ。

　俺の服装はゆうべから変化なし。コットンシャツにジーンズだが、瑠奈は、ゴスロリドレスみたいな派手な服に着き替がえている。

　白を基調にしたモノトーンで、袖にもスカートにも、ひらひらがたくさんついている。

　これは瑠奈が、彩音さんのところに預けておいた物だ。瑠奈は、何かの時に備えて、いろんな場所にいろんな物を預けてあるそうなのだ。

　髪はいつも通り、ツインテール。リボンは赤だ。戦闘服とかいっているが、なんだか舞踏会にでも出かけて行く時のような出で立ちだ。




　大通りから住宅街へ。ほどなくレオポルド大使館が見えてきた。

　昨日は裏口からこっそり入ったが、今日は正面玄げん関かんから乗りこんでいく。

　パトカーや警官隊が周りを固めている。さすがに誘拐事件の直後だけあって、警けい戒かいが厳重だ。門の中と外に、黒っぽい服を着たレオポルドのＳＰたちも集まっている。

　俺は、深呼吸をひとつして気合を入れた。

「よし、行くか」

「うん。しっかりね、真にいちゃん」

　瑠奈の声に後押しされ、レオポルドの女性ＳＰに声をかける。

「すみません。ザビーネ・フォン・ヘルマンさんに呼ばれて来たんですが」

　その相手にも日本語が通じた。当然ながら不ふ審しんそうな顔をされる。

「どのようなご用件でしょうか」

「生うぶ方かた真しん一いちと恋こいノの原はら瑠奈が、忘れ物を届けに来たっていったら、わかると思います」

「何か、ご紹介状のようなものはおありですか」

　まだ怪しまれているようだ。もちろん俺たちだって、簡単にアリシア王女のところまで通してもらえるとは思っていない。

「これ、ザビーネさんからもらった名めい刺しです」

　瑠奈がスリ取った名刺を渡すと、ＳＰの態度が変わった。

「わかりました。少々お待ちください」

　無線でどこかに連絡をとる。が、すぐ電話を切ると、俺たちを門の中に入れてくれた。

「確かく認にんがとれました。こちらへどうぞ」

　大使館の中に入っていく俺たちを、他のＳＰや警官たちが不思議そうに見ている。

「第一関門突破」

　瑠奈が小さくつぶやいて、そっとウィンクをした。




　庭の隅すみで待つようにいわれ、しばらくすると、建物の裏手から、険しい表情のザビーネさんが足早にやってきた。

「生島さん、恋ノ原さん」

「わーい、ザビーネさん。ゆうべは、どもっ」

　瑠奈が愛らしい笑え顔がおでひらひらと両手を振った。

　しかしザビーネさんは返事もせず、瞳に怒いかりの炎を燃やしている。

「いったい、どこで私の名刺を手に入れたんです」

「んー、まあちょっと、いろいろとね」

　ザビーネさんは恐い顔で続ける。

「ゆうべ大使館で、片村刑けい事じから報告を受けました。あなたがたから渡されたペンダントはイミテーションだったと。なぜこんな真ま似ねをしたんですか」

「もちろん、こうしてもう一回、王女さまに会う口実を作るためだよ」

　瑠奈は、中に隠されていた紙片については触れない。

「おわかりと思いますが、あなたがたはもう事件とは無関係です。殿でん下かにご伝言があればお伝えします。とにかくペンダントは、この場で返していただきます」

「そういうわけにはいかないんだなあ。ねー、真にいちゃん」

　俺はなるべく偉そうな態度でうなずいた。

「ああ。まずはアリシアに会わせてもらおう。そのためにわざわざ来たんだから」

「そんな頼みが聞けるわけがないでしょう。さあ、早くペンダントを」

「頼みじゃなくて、要求だ。瑠奈、例の物を見せてやれ」

「うん、真にいちゃん」

　瑠奈がパッと手を広げ、くるりとひるがえす。

　と、一枚の写真が、魔ま法ほうのように出現した。瑠奈のお得意のマジックだ。このゴスロリドレスは、いろんなところにいろんな物が隠せるらしいのだ。

「!!」

　写真を見たザビーネさんは、一いつ瞬しゆんで顔色を変えた。




　それは、のぼせたアリシア王女がバスタオル一枚でひっくりかえっている写真だった。昨日、瑠奈は抜ぬけ目めなく撮さつ影えいしていたのである。

　上気した肌はだ。むきだしの背中。玉のような汗。乱れた金きん髪ぱつ。

　見ようによっては、大変いかがわしい写真にも受け取れそうだ。




「こっこっこっこっ、これは……！」

　ザビーネさんが、ぶるぶる震えながら写真を凝ぎよう視しする。俺の方は遠えん慮りよして、微び妙みように視線をそらしている。

「さあ、アリシアに取り次いでもらおうか。もし嫌いやだというなら」

「この写真、ネットで世界中にバラまいちゃうよ」

　ザビーネさんが鬼おにのような形相で俺たちをにらむ。

　しかし、どれほど激怒しようと、もはや選択肢はないのだった。

「第二関門、突破」

　そういって、瑠奈がまた俺にウィンクした。睫毛まつげがきらんと輝いた。




三




　――十五分ほどのち。

　俺と瑠奈は、昨日と同じ部屋で、アリシア王女と対面していた。

「真一さん、瑠奈さん……。またお会いできて嬉うれしく思います」

「あれー？　もっと喜んでくれると思ったのに、リアクション薄くてざんねん」

「そ、それは……だって、あんな写真を見せられたら」

　アリシア王女が赤くなって、どぎまぎとうつむいた。

　同席しているのは、ザビーネさん、レナーテさん、アストリッドさん、そして片村さん。

この顔触れも、この場所で会うことも、俺と瑠奈の指定だ。

　四人とも、俺たちを見る目は、かなり非好意的なものだ。

　無理もない。今じゃ俺たちが、レオポルドを脅してる脅きよう迫はく犯なんだから。

　瑠奈は、いつものように、ぺろっとピンクの舌を出した。

「ごめんねー。でも、ああでもしないと、王女さまに取り次いでもらえなかったでしょ」

「生方くん、恋ノ原さん。ちょっと悪ふざけがすぎるんじゃないかしら？」

　片村さんも俺たちに厳しい目を向ける。

「今日は一日中、君たちを捜してたのよ。学校に連絡したり、アパートに行ったり。いったいどういうつもり？　本物のペンダントはどこにあるの？」

「心配しなくても、ちゃんと持って来てるよ。ほら」

　と俺がポケットから、ペンダントを出した。この場にいる全員の注目が集まる。

「お返しください。それはレオポルド王家の家宝です」

「おっと」

　レナーテさんが手を伸ばそうとしたが、俺はすぐペンダントをポケットに戻もどした。

「これを返す前に、俺の話を聞いてもらおうか」

　我ながらふてぶてしい態度だ。瑠奈とつきあっているうちに、ずいぶん嘘うそが上達してしまった気がする。ひょっとして俺にも、嘘や演技の才能が眠ねむっているんだろうか。

「アリシア、こんな強引なことをしてすまない。でも、どうしても君に会わなくてはいけない事情があったんだ」

　あえて、王女さまを呼び捨て。ザビーネさんやレナーテさんはムッとしたようだったが、王女さま本人は気にしていないようだ。

「は、はい。真一さんと瑠奈さんが、理由もなしにこんなことをする方たちだとは、私は思っていません。でも、どんな事情が……」

「ここにいる人たちに、ちゃんとお詫びしたかったんだよ」

　俺がそういうと、意外そうな空気が広がった。「そんなことか」と、拍子抜けしたような雰囲気だ。

「俺たちが上手く立ち回れなかったせいで、みんなに迷惑をかけてしまった。騎き士しのザビーネさんにはずいぶん心配させてしまったし、レナーテさんには、俺の母がいないことをネタに、同情を引くようなことをいった」

　ザビーネさんとレナーテさんは黙だまっている。とにかくこちらのいうことを、聞くだけは聞こうというつもりのようだ。

「アストリッドさんにも、いろいろ気をつかわせてしまった。安売りショップの中まで俺を追いかけてあやまってくれたし、それに片村さんにも、夕食まで作ってもらいながら、さんざん嘘や隠しごとをして、迷惑をかけた。あらためて、お詫びしたいと思います」

　殊勝な態度に変わった俺に、片村さんが眉をひそめた。

「それをいうために、こんな強引に私たちに会おうとしたの？」

「いや、もう一つ、大事なお話があるんです」

　そういって、俺はアリシアに視線を移した。

「聞いてくれ、アリシア。実は、誘拐事件の起きた日曜から今日までの三日間のことを考えているうちに、おかしなことに気がついたんだ」

「おかしなこと……ですか？」

「そう。ここにいる人たちは、みんな君を助けるのが目的のはずだった。でも、そうであるにしては、奇妙な行動を取った人がいるんだよ」

　いいながら俺は、目の前にいる片村さん、ザビーネさん、アリシア王女、レナーテさん、

アストリッドさんに、順番に視線を移していく。

「もちろんそれだけじゃ、その人を誘拐犯だと決めつけるわけにはいかない。でも、そんなことをいってたら、君はずっと危険と隣り合わせだ。この状態をほっとくわけにはいかない。だから俺たちはここにきたんだ」

「ありがとうございます。でも、何をなさるおつもり……」

「それはね、君を」

　俺はそっと瑠奈に目配せする。瑠奈の大きな瞳が光った。

「君を、誘拐するんだ！」

　それを合図に、瑠奈がゴスロリスカートの中で、発はつ煙えん弾だんのピンを抜いた。

　次の瞬しゆん間かん、すさまじい勢いで白はく煙えんが広がった！




四




　部屋に渦うず巻まく煙けむりの中で、アリシアと、レナーテとアストリッドの悲鳴があがった。

　瑠奈が椅子を蹴り、片村さんたちに体当たりをくらわす。揉みあいになる。

　レナーテとアストリッドが、アリシアを守ろうとする。が、俺の方が早かった。テーブルを蹴倒して、アリシアを強引に引き寄せた。

　瑠奈が、パンパン！　とグロック26を天てん井じようにぶっ放す。ザビーネたちの動きが止まる。

「アリシアはもらっていく！　下手な手出しはするな！」

「でないと王女さまをピストルで撃っちゃうからね！」

　ザビーネさんたちが硬直する気配があった。

　その隙に、俺はアリシアの手を引き、白煙の中に逃にげこんだ。

「悪い、アリシア。ちょっとだけ協力してくれ」

「え……？」

「真にいちゃん、行くよ！」

　俺たちはドアを開け、廊ろう下かに飛びだした。濃密な煙が俺たちを追って流れだしてくる。

「全部隊に連れん絡らく！　アリシア殿下がさらわれた！　犯人は銃を持っている。くりかえす、犯人は銃を持っている！」

　片村さんの声を背中で聞きながら、俺たちは煙にまぎれて走りだした。




　俺たちは、足元を走る白煙とともに、裏口に向かって一気に駆けた。

　昨日も通った廊下なので迷うことはない。だからさっきの部屋を指定したのだ。

　アリシアは戸惑いながらも、とりあえず歩調を合わせてくれている。

「真一さん、これはどういう……」

「誘拐犯を捕つかまえるためだ。今は俺たちを信じてくれ」

　俺の横で瑠奈も走りながら、スマホで指示を出している。

「わたしだよ。こっちは準備オッケー。打ちあわせの通りにして」

　電話の相手は、昼間会った関東黒椿会の会長さんだ。

　廊下を走り抜けてガレージに駆けこむ。レオポルドの係員たちが待ち構えていた。

「どいてどいて！　どかないと撃っちゃうぞ！」

　瑠奈が走りながら拳けん銃じゆうを振ふりかざした。うろたえたように係員たちが避ける。

　が、中には勇ゆう敢かんに向かってくる者もいる。そちらは俺の担当だった。

「悪いけど、通してもらうぞ！」

　ジャンプ一閃。婆ばあさんに教わった連続飛び蹴りで、係員たちをぶっとばす。

「真にいちゃん、つよーい。やる時はやるね！」

　ほめられても嬉しくはなかった。何も悪いことをしていない相手に申しわけないと思う。

婆さんに知られたら、めちゃくちゃに怒おこられるだろう。

　シャッター横のドアから裏庭に抜けだす。鉄製の門は閉じている。大使館の裏手を警備していた警官や警備員が、俺たちを足止めしようと駆け寄ってくる。

「そーれっ」

　瑠奈がもう一発、煙幕を炸さく裂れつさせた。昼間、瑠奈が知り合いの武器屋から調達したものだ。

　警官たちの慌あわてた声があがった。同時に、けたたましいクラクションの音。道路から、幌つきの大型トラックが突つっこんできたのだ。これも瑠奈の指示通りだ。

「お嬢さま、お迎むかえにまいりましたぜ！」

　運転席から、今朝会ったスキンヘッドの巨漢が顔を出した。

「ご苦労さま。さ、真にいちゃん、王女さま、早く乗って」

　ツインテールをひるがえし、身軽に荷台に飛び乗った瑠奈が、アリシアを引っぱりあげる。俺も続いて荷台に転げこむ。

　警けい備び陣じんは、煙幕の中でパニック状態だ。トラックがバックで道路に戻り、急発進する。

「どけどけ、ひき殺すぞ！」

　スキンヘッドの威勢のいい声。そして甲高いクラクション。

　右往左往している警官たちをかきわけるようにして、トラックが速度を上げる。そしてついに警官隊を振り切り、表通りへの脱出に成功した。




　激しく揺れながら走るトラック。

　その荷台の幌の中で、俺と瑠奈は、アリシアに事情を明かした。

「……では、私をさらおうとしていた人たちの本当の狙いは、この番号なのですか？」

「そ。それがあれば、誘拐犯をおびきよせられるの。ちょっと派手すぎたかもしれないけど」

　ペンダントの中から見つけた紙片を手に、瑠奈がぺろっと舌を出す。

　後ろからはパトカーの群が追ってくる。確かにとんでもなく大仰な状じよう況きようになってしまった。

「でもとにかく、大騒ぎを起こして犯人たちを混乱させて、おびき出すのが一番手っとり早いって思ったんだ。あんまり時間もかけてられないしね」

「ですが、これ以上あなたがたに危ないことは……」

「そう思うなら、わたしたちに協力して。その数字がなんだかわかる？」

　アリシア王女は、紙片を見て困こん惑わく顔がおだ。

「わかりません……。見覚えのない番号です」

「てことは、やっぱり誘拐犯を捕まえて聞くしかないね」

　運転席から、スキンヘッドが声をかけてきた。

「お嬢さま！　前からもパトカーが来やがりましたぜ！」

「予定通りだね。かまわないから突っこんで」

「わっかりやしたぁ！」

　瑠奈に脅されて協力しているはずなのに、声が弾はずんでいる。けっこうテンションが上がっているようだ。

　俺は、トラックの幌からそっと顔を出し、外の様子をうかがった。

　前方からも後方からも、パトカーの群が迫せまってくる。たぶん、東京中の警察署に連絡が行っているんだろう。

　周りの車がびっくりしたように道の左右へ避ける。あちこちで、けたたましくクラクションが鳴り響く。

　交差点でトラックが停まった。前後からパトカーが押おし寄せてくる。はさみうちだ。

　しかし、これもすべて瑠奈の計算通りなのだ。

「お嬢さま、お迎えにあがりやした！」

　ダミ声とともに、横道から別なトラックが何台も飛びだして、俺たちの前後を守るように、パトカーの前に立ちふさがった。会長さんたちが加勢に来てくれたのだ。

「そりゃあ、突っこめぇ――！」

　うおおおお、という威勢のいい声とともに、ヤクザの大群がトラックから飛びおりて道路にあふれた。角材やスコップやツルハシを持ってパトカーの群に向かっていく。

「いやあ、久しぶりに血が騒ぎますなあ！　昔はよく、こんな喧嘩でいりをやらかしたもんです。これこそ男の檜舞台ですわ！　がはははははは！」

　トラックの上に立った会長も、組の紋が入った軍配を手に、やけにノリノリだ。単にヤケクソなのかもしれないが。

　目の前で展開される、ねじり鉢巻きのヤーさんたちと警官隊の大乱闘。いつか映画マニアの友人に見せられた、古い任侠映画みたいだ。

　不意をつかれた警官隊は、行く手を阻まれ、俺たちまでたどりつけない。

　もちろん一いつ般ぱんの車も身動きできずにいる。歩道の人々も目を丸くしている。

「さあ、真にいちゃん、ここからが本番だよ」

「わかってる。アリシア、一いつ緒しよに来てくれ」

　アリシアも、緑の瞳を決意に輝かがやかせ、うなずいてくれた。

「はいっ。どこまでも真一さんと瑠奈さんについていきます！」







第八章　瑠る奈なトラップ







一




　荷台から路上に飛び下りる。この周りには、大きな霊園が広がっている。

　夜の大通り。前後左右に、回転灯を光らせたパトカーや機動隊の車両がひしめいている。

　しかしヤクザのトラックに阻まれて、俺たちに近づくことはできない。

「行くぞ、アリシア！」

「はいっ」

　俺はアリシアの手をとって、大渋滞中の車を縫って走りだした。ツインテールとゴスロリドレスの裾をなびかせ、瑠奈も続く。

　周りから驚おどろきの声。

「おい、あれ、アリシア王女じゃないか？」

「よく似てるけど、まさか……」

「映画かなんかのゲリラ撮影じゃないのか？」

　かまわず走る。追手の警官やレオポルドのＳＰにも、俺たちの姿は見えているはずだ。

「アリシア、大だい丈じよう夫ぶか。走れるか」

「はい、平気ですっ」

　息を弾ませながらも、アリシアの返事は力強い。

　瑠奈はといえば、なんだか三白眼になって不ふ機き嫌げんそうだ。

「うーっ、なんだか真しんにいちゃんと王女さまの駆け落ちを手伝ってるみたい。やっぱり別な作戦を考えればよかったかなあ」

「か、駆け落ち、ですか……」

　走りながら、なぜか微妙に照れたような表情のアリシアだった。

　パトカーや機動隊車両、その回転灯、渋滞中の車のヘッドライトやテールライト、それらの色とりどりの光を浴びながら、俺たちは疾しつ走そうする。

「プリンツェシン！」

「プリンツェシン！」

　ドイツ語で叫さけびながら、暗色のスーツに身を包んだレオポルドのＳＰ部隊の登場だ。ヤクザと警官隊の乱闘をかきわけ、渋滞中の車を縫って、殺到してくる。

「もう一個！」

　スカートの中から発煙弾を出して投げる瑠奈。爆発。

　白い煙が夜の路上に広がる。さらに悲鳴とクラクションが大きくなる。

「まだ残ってた。せっかくだから使っちゃお。そーれ！」

　ぼわん！　ますます広がる煙幕。

「おまえのその服、どんな仕し掛かけになってるんだ？」

「いったでしょ、これはわたしの戦闘服だって」

「プリンツェシン！」

　煙をかきわけ、ザビーネ、レナーテ、それにメイド服のアストリッドまで駆かけてくる。

「真しん一いちさん、ザビーネたちが……！」

　アリシアが迷うように振りかえる。やはり友人に心配をかけたくないのだろう。

「止まるな。今は俺たちのいう通りにしてくれ！」

　俺はアリシアの手を引いて、道端に駐車されていた車の屋根に駆けあがった。瑠奈もつづく。

　白煙に巻かれた周囲を見まわす。周り中、警官やＳＰやヤクザだらけだ。

「あははっ。絶景かな、絶景かなー、って感じだねー」

「馬ば鹿かなこといってる場合じゃないだろ。もうそろそろ、いいんじゃないか」

「そうだね。いい頃ころ合あいだと思う」

「どういうことですか？」

「ここから別行動だ。君は瑠奈と一緒に逃げてくれ」

「真一さんは……」

「心配ない。これも誘拐犯を捕まえるための作戦なんだ」

　俺おれはポケットからペンダントを出すと、アリシアの前にかかげて見せた。車の屋根の上なので、煙幕の中でも、追手たちに見えているはずだ。

　そしてまたポケットに戻す。これで追手に、ペンダントを持っているのは俺だということを、だめ押し的に確認させることができただろう。

「それじゃ、真にいちゃん。打ち合わせ通り、上手にやってね」

「ああ。そっちもな」

「王女さま、行くよ。わたしから離はなれないで」

「は、はいっ。真一さん、くれぐれもお気をつけて」

　瑠奈に手を引かれ、アリシアは車から跳び下り、煙の向こうに走り去った。

　俺は二人に背を向け、墓場に向かって駆けだす。

　追手にはこう見えるに違ちがいない。「犯人たちは、二手に分かれて逃げることにした」と。

　そして、問題のペンダントを持っているのは俺の方だ。

　もう一つ、誘拐犯の一味なら、さっき俺が大使館でいった「日曜から今日にかけて、不自然な行動を取った人物がいる」という言葉の意味も気になるはずだ。

　犯人たちからは、俺がリーダーに見えているだろう。俺を捕とらえ、真意を聞きだしたいに違いない。




　つまりこれが、ゆうべの作戦の強化バージョンだ。俺がエサになり、誘拐犯を釣りだすのだ。

　この混乱の中、王女さまを放って、俺とペンダントを追ってくるのは誰だれなのか。

　それを見極めることで、容疑者を絞りこめる――というのが瑠奈の考えだ。




　墓地へ逃げこむと、たちまち大通りの騒さわぎが遠ざかった。

　ここはビル街に囲まれた広大な霊園だ。街の一区画分くらいの広さがある。

　夜の闇やみの中に、墓石と木立が並んでいる。あちこちに街灯も立っているが、奥おくに行けば行くほど暗い。夜だから人の気配もない。

　墓石の向こうに、ちらちら動くライトの光が見えた。追手だ。

「気をつけろ。犯人は銃を持っているはずだ！」

「発煙弾にも注意しろ。とにかく荒あらっぽい手を使ってくる奴らだからな」

「手分けして囲いこめ！」

　警官たちの声だ。でも俺の動きの方が早い。

　昼間のうちに瑠奈と下見をして、この霊園内の地理は頭に叩きこんであるのだ。遠くに見える高層ビルが、方角を知るためのランドマークになってくれる。

　音を立てないよう慎重に動き、墓石と立木を縫いながら、追手の背後へ回る。

　闇の中でスマホを出す。表示されているのは、発信器の光点だ。

　さっき大使館の小部屋で煙幕を炸裂させた時、瑠奈が、あの場にいる全員のポケットに、

発信器を放りこんでおいたのだ。

　いる……一人だけ、俺を追ってこの墓地に来た者がいる。

　俺はディスプレイの光点を頼たよりに、その人物の背後へ移動した。向こうは警官隊から離れて、一人で動いている。

　やっぱりあの人か……。瑠奈がいってた通りだな。

　この大騒ぎの中、アリシアでなく、俺とペンダントを追いかけてきた人物。

　そして、最初の誘ゆう拐かい事件の時に、警備陣の中枢にいた人物。

　つまり、容疑者の最有力候補がそこにいた。

「俺ならここですよ、片かた村むらさん」

　後ろから声をかけると、片村刑事は、はっとしたように振りかえった。




二




　実のところ、片村刑事が犯人一味であることは、ほぼ目星がついていた。

　しかし、すべては憶測だ。確証があったわけではない。ザビーネさんたちが犯人である可能性も、片村刑事と共謀している可能性も、さらに、まったく別の誰かが犯人である可能性も残っていた。

　だから、瑠奈は罠をかけたのだ。誰が俺を追って来るか。それを見定めるために。




　だが、勝負はここからだ。

　まだ、片村が誘ゆう拐かい犯はんだという証しよう拠こはつかめていない。

　こうして俺を追ってきたことも、警官としておかしな行動をしているわけではないのだ。

いい逃のがれの余地は充分にある。

　だから、ここでシッポをつかむ。瑠奈の書いた筋書き通りに。

　本当は、瑠奈は自分でこの役をやりたがったのだ。でも、俺は承知しなかった。瑠奈に危険な真似をさせるわけにはいかない。

　それに、いざという時、瑠奈がサポート役にいる方が安心だ。

　いよいよ正念場だ。成功するかどうかは、俺の演技力にかかっているのだ。




　木々と墓石に囲まれて、片村は、厳しい目で俺をにらんでいる。

「生うぶ方かたくん、どういうつもり？　こんな大騒ぎを起こして、もう悪ふざけじゃすまないわよ」

「そう思うなら、なぜ仲間のおまわりさんたちを呼ばないんです？」

「私はことを荒立てたくないの。何を考えているのか知らないけど、おとなしくしなさい。

それから、ペンダントをこっちによこして」

「よっぽどペンダントが大切なんですね」

「当たり前でしょう。レオポルド王家の家宝なのよ」

「ならどうして、ゆうべ、すぐにザビーネさんやレナーテさんに、ペンダントを返さなかったんですか」

「…………」

　片村が口をつぐむ。

「ゆうべの片村さんの行動は不自然なことばかりです。わざわざ、アパートに入る前に戸外で俺たちを捕まえたこと。その場でペンダントを取りあげたこと。しかも、すぐにザビーネさんたちに渡さずに、そのまま自分のポケットに入れたままだった。いろいろ腑に落ちない点が多すぎます」

「……何がいいたいのかしら」

「片村さん、あなたが誘拐犯の一味なんでしょう？」

　ずばりそういえば少しは動どう揺ようしてくれるかと思ったが、片村はあっさり否定した。

「何を馬鹿なことをいってるの。私は警視庁の人間なのよ」

「そう。そして最初から通訳として、レオポルドの使節団とも接触していた。つまり、あなたも、スピーチ会場での警備の状況を知り得る立場にいたわけだ」

　昼間、瑠奈に綿密なレクチャーを受けているので、言葉はすらすらと出てくる。

「それに、俺のアパートに盗とう聴ちよう器きを仕掛けたこともおかしい。いくらなんでも高校生の部屋に盗聴器を仕掛けるなんてやりすぎだ。まともな警官ならそんなことはしないだろう」

　片村は表情を消して聞いている。

「そもそも俺たちを怪あやしんでいなければ、そんなことをする理由はない。では、なぜあんたは俺たちのことを怪しいと思ったのか？」

　俺は悠々としゃべりつづける。

「それは、俺の背格好や服装が、アリシア王女を横取りした犯人のそれと一致したからだろう。俺は顔は隠かくしていたけど、服装はそうはいかなかった。テレビカメラの映像をチェックして、俺を怪しいと思った。そうじゃないか？」

「…………」

「つまり、俺たちを疑ったということが、逆にあんたの怪しさを物語っているんだよ」

「……なんの話かわからないわね。もし私が誘拐犯なら、すぐにあなたのアパートを襲撃するはずじゃない？」

「確信がなかったからだ。俺が着ていたのは、どこにでもあるような普ふ通つうのシャツだったし、普通の高校生が、あんな大それた真似をするとは思えない。それで様子をさぐるために、まず盗聴器を仕掛けることにしたんだ」

「それでも、その盗聴器とやらであなたたちの会話を聞けたなら、殿下がいるとわかった時点で、すぐアパートに行ったはずじゃないの」

　やはり、そう簡単にはシッポを出してくれないようだ。しかし俺は動じない。

「さすがに住宅街のど真ん中で、誘拐犯の仲間を暴れさせることはためらわれたんだろう。

それに、あんたの目的はペンダントだ。俺たちの会話を聞いたあんたは、ペンダントが俺と瑠奈の手に渡ったことも知った。ペンダントを奪うばうには、夜中の河か川せん敷じきで俺たちを捕らえる方がたやすいと、そう判断したんだ。違うか？」

「もっともらしい理屈だけど、すべて想像にすぎないわね」

　片村が余よ裕ゆうありげに腕うでを組んだ。その通り、俺の言葉に証拠の裏付けは何もない。

　だから、ここからの展開が肝かん心じんなのだ。

「でも――いいわ。仮に、あなたのいうことが正しいとしましょう。なぜそんなにペンダントにこだわる必要があるの？」

「正確にいえばペンダントじゃない。あんたが手に入れたがってたのは、これだろ」

　俺は、ポケットから四つに折りたたんだ紙片を出した。

　はっ、と、わずかに片村が息を飲む。

「ペンダントの中に隠してあったんだ。ひと足先にいただいたよ」

「……よこしなさい。高校生がオモチャにしていいものじゃないのよ」

「そうはいかない。俺たちも、上からの命令を受けているんだからな」
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「命令……？」

「そうとも」

　俺はいかにも不敵っぽく笑い、最後の大ハッタリをくらわせた。




「俺たちはただの高校生じゃない。ある組織から派遣されてきてるのさ！」




　さすがに片村の顔色が変わった。夜目にもわかるほど、はっきりと。

「組織、ですって」

「そう。あんたが犯罪組織の一員であるように、俺たちはある巨大な組織に所属している。

その名は、『Ｌ』」

「組織、Ｌ……！」

「そうとも。脅きよう迫はく状じように書いたあの名前、あれは嘘じゃなかったんだよ」

　俺の悪党っぽい不敵な笑いに、片村がうろたえたように周囲を見回した。『Ｌ』の仲間がそのへんに隠れているのではないかと、不安になったのだろう。

「片村さん、そろそろ本音で話そうぜ。あんたたちも薄々はわかってたはずだろ、俺たちがただの高校生じゃないってことが。何しろこっちには拳銃だってあるんだからな」

「…………」

「だいたい、一いつ介かいの高校生が、ヤクザを動員したり、警視庁や、レオポルドの騎き士し団だんや、あんたたち犯罪グループと渡りあえるはずがない。そう思うだろ」

　まあ、瑠奈はやってのけたわけだが。

「俺たちの行動はすべて、『組織Ｌ』上層部の指示によるものだったんだよ。あんたたちの誘拐計画を妨害したことも、ペンダントをすり換えたこともな」

「くっ……」

　唇くちびるを噛んで悔しげな片村。かなり動揺している。さんざん俺たちに振り回まわされたあとでは、こんなバカバカしい大嘘にも、説得力を感じてしまうのだろう。

「『Ｌ』……聞いたことがないわ。シチリア？　ニューヨーク？　それとも東南アジアか中南米のシンジケート……。まさか、どこかの国の情報機関……！」

「詮索は無駄さ。あんたたちごときに、『Ｌ』の全容を把は握あくすることはできやしない」

　何しろ、そんな組織どこにもないんだから。

　そして俺は、口調を変える。

「ただし、俺たちの要求を聞いてくれれば、この紙もペンダントも、返してもいいがな」

「要求、ですって……」

「そう、『組織Ｌ』は、あんたがたと取引したがっている。ドンパチやるばかりが能じゃない、それが『Ｌ』のやり方なのさ」

「どんな要求？　お金？　それとも他のことかしら」

「それを話すには、まず片村さんに正直になってもらわないとな」

　俺は紙片をひらひらと振ってみせた。

　そして、肝心かなめの質問をする。

「片村さんが所属している犯罪組織の、名前と目的。それと、あんたの他に、使節団の中に誘拐犯の一味はいるのか。そのあたり、詳くわしく話してほしいね」

「……そんなこと、あなたたちの組織が、とっくに調べあげてるんじゃないの？」

　さすがに口が堅い。しかし、ここが押し所だ。

「あんた本人に聞きたい。教えてくれてもいいだろ？　あんたたちの正体と、それに、この紙に書かれたナンバーについてもな」

「…………」

　片村は、なおためらっている。俺はさらに押す。

「ぐずぐずしてると他の警官が来るぜ。あんたも、これ以上失点を重ねたくはないだろ」

　そういうと、ついに片村は、観念したように息をついた。

「わかった。話すわ。実はね……」

　あきらめたように肩かたを落とす。そして……。

　突とつ然ぜん！　背後で重い足音がした。はっとふりむくと、金きん髪ぱつで髭ひげ面の大男が俺にのしかかろうとしていた。アリシア王女を公園からさらった実行犯だ。

　しまった！　いつの間にか片村が、仲間を呼び寄せていたらしい。

　瑠奈に、伏兵に気をつけるよういわれていたのに、つい会話に気をとられすぎた……！

　逃れる間もなく、俺は背後から、丸太のように太い腕にはがい締めにされた。とんでもない力だ。びくりとも動けない。

「詰つめが甘あまいわね。もっとも、これで私も正体を明かしたことになるけれど」

　誘拐の実行犯との共闘。確かにこれで、片村が誘拐犯の一味だという証拠はつかんだわけだが――。

　むろん、喜んではいられない。捕まえなければ意味がない。

「あなたはこのまま、私たちの仲間の所へ連れていくわ。『組織Ｌ』について、たっぷり手間をかけて聞きだすことになるでしょう。覚かく悟ごしておくことね」

「くっ……」

　後ろから締めあげられながら、俺はもがく。俺を捕らえている腕は万力のように強く、身動きできない。婆さんに習った体術も役立たない。

　片村が、俺の手にある紙片を奪いとろうと、腕を伸のばしてくる。

　しかし、こういう時のための逆転の秘策も、俺は瑠奈からあずかっているのだ。

　俺は手をくるりとひるがえした。

　同時に、紙片がまばゆい閃せん光こうをあげて燃えあがった！

「あっ！」

　片村が反射的に目を閉じる。瑠奈に教わったマジックだ。さっきから片村に見せていたのは、軽くこするだけで燃えあがる発火性のペーパーだったのだ。

　後ろの大男も泡を食ったらしく、一いつ瞬しゆん、腕の力がゆるんだ。俺はその隙をついて、男の拘こう束そくから抜けだした。

「このっ……！」

　片村が、いきなり腋の下のホルスターから拳銃を抜ぬき、銃口を俺に向けた。引き金を引く。だが弾は出ない。

「その銃は偽物だ！　さっき瑠奈があんたに体当たりした時にすりかえたんだよ！」

　片村が丸まる腰ごしだとわかっていたからこそ、俺は緊きん張ちようせず、思いきった芝居を打てたのだ。

「さっきからの会話は、全部、スマホで瑠奈がザビーネさんたちに聞かせてる。これで終わりだ、誘拐犯！」

　と、その時。

　大男が思いがけず俊しゆん敏びんな動きで俺に躍りかかってきた。いつの間に抜いたのか、手にナイフを持っている。

　俺はとっさに避けようとした。が、俺自身も、閃光で目がくらみ、感覚が狂っていた。

　不覚だった。動きが一拍遅おくれ、男のナイフが俺に迫る。

「真一さん！」

　突然、闇の中からアリシア王女が飛びかかってきた。

「真一さん、逃げてくださいっ！」

　どこで拾ったのか、竹ボウキを持っている。叫びながら、ナイフを持った男に突とつ進しんし、いつものようにむやみやたらと振り回した。

「アリシア！　危ない、離れろ！」

「真一さん、逃げて、逃げて！」

　不器用に竹ボウキを振り回しながら、懸けん命めいに俺を守ろうとしてくれている――が。

「ああっ……！」

　悲鳴をあげるアリシア。竹ボウキが大男につかまれ、横ざまにひねり倒されたのだ。

「アリシア！」

　俺はアリシアをかばって大男に体当たりをくらわせた。衝しよう撃げき。相手がよろめく。

　その隙に俺はズボンの後ろポケットに手を突っこんだ。瑠奈に渡された武器を出す。

　伸縮式の電気ショック警棒。

　スタンガンのように、相手を感電させることができる強力な武器だ。これも発はつ煙えん弾だんと同じく、瑠奈が武器屋で調達したものだ。

　スイッチを押すと、がしゃんという金属音とともに一瞬で警棒が伸びた。

　こうなれば多少の体格差は問題にならない。

　俺は躊ちゆう躇ちよしなかった。地面を蹴り、大男に飛びかかる。

「はぁ――――っ！」

　気合一閃、大男のナイフを払い飛ばした。返す刀を大男の顔面に叩きつける。ばちばちっという電撃の音がして、大男は悲鳴とともにその場に倒れた。

　一丁上がり！

「次はあんただ。かかってくるか！」

　アリシアをかばう体勢で片村に向き直り、警棒を正眼に構えて、片村に向き直る。

「…………！」

　片村はまだ逃にげずにいる。紙片を奪い返すまでは、ここから離れるわけにはいかないのだろう。

　そこに、大勢の足音が近づいてきた。

「真にいちゃーん！　王女さま！」

　先頭は瑠奈だ。ザビーネさん、レナーテさん、そしてレオポルドのＳＰや、日本の警官たちも一団となって走ってくる。メイド姿のアストリッドさんの姿もある。

「くっ……！」

　ついに諦めたか、片村が逃げ道を探す。が、すでに四方をライトに包囲されている。

　ザビーネさんが片村に飛びかかり、あっというまに組み伏ふせてしまった。レオポルドのＳＰたちも、倒れている大男に飛びつき、動きを押おさえた。

　俺たちはついに、誘拐事件の犯人を捕まえたのだ。




三




　瑠奈が俺とアリシアに駆け寄ってきた。

「二人とも無事だね？　よかった。王女さまったら、わたしがザビーネさんたちに事情を話してるうちに勝手に走りだしちゃうんだもん」

「ごめんなさい。でも私、どうしても真一さんが心配で……」

「むー。ポイント稼がれちゃったかなあ」

　こんな時でもやっぱり瑠奈の関心はそこらしい。

「プリンツェシン！」

　アストリッドさんがアリシアにしがみつき、そのまま泣きじゃくりながらドイツ語で何か語りかける。レナーテさんも二人を抱だきしめ、何かいっている。言葉の意味はわからないが、さぞかしほっとしたんだろう。

　俺は片村と大男に目を向けた。どちらも完全に警官たちに囲まれている。

「やられたわ。まさか高校生二人に、私の上をいかれるなんて、『Ｌ』……恐ろしい組織があったものね」

　片村は抵てい抗こうしていない。顔と服に土をつけたまま立ちあがり、俺に目を向けた。

「でも……仕返しはしておかなくてはね！」

　片村がいきなり警官の手を振ふりきって腰をかがめた。スラックスの裾すそに隠してあった小さい拳けん銃じゆうを抜き、俺に向ける。

「危ない、真にいちゃん！」

　瑠奈が俺を突つき飛とばした。と同時に、二発の銃声。

　アリシアが悲鳴をあげた。

　瑠奈がゆっくりと地面に倒たおれる。

　その胸と腹から、血が噴き出だしていた。

「瑠奈！」

「う……」

「やられたらやり返すのがうちの組織の流儀なの。私たちに楯たて突ついたことを後悔しなさい」

　哄笑とともに、片村が警官たちに連れられてゆく。

　でも俺は、そちらに目を向ける余裕はない。

「瑠奈！　瑠奈！」

　瑠奈が苦しげに目を開けた。

「真にいちゃん……」

「しっかりしろ、瑠奈！」

「生方さん、いけません。揺すらないで、そのままに！」

「救急車を呼んで！　急いで！」

　誰かが叫んでいる。

　でも、俺の目には、白いドレスを朱に染めた瑠奈の姿しか入らない。

　瑠奈は、子どもっぽい顔を苦しげに歪め、目に涙なみだを浮うかべている。

「真にいちゃん……おなか痛いよぅ……」

「しっかりしろ、すぐ救急車がくる。そばについててやるから、がんばれ！」

　瑠奈は、苦しげに呼吸しながら俺を見つめている。

「ごめんね……わたしもう、真にいちゃんと一緒にいられないみたい……」

「なに弱気なこといってんだ！　おまえらしくもない……」

「やっぱり、王女さまを助けるお手伝いなんか、するんじゃなかったなあ……」

　瑠奈が目をうるませながら、薄く笑う。

「ちょっとお手伝いするだけのつもりだったのに……。わたし、真にいちゃんと一緒に学校に通えればそれだけでよかったのに……」

「何いってるんだ。全部おまえのお手柄じゃないか。王女さまを助けたのも、誘拐犯を捕まえたのも、みんなおまえがやったことじゃないか。これで全部終わったんだ。明日からは普通に学校に通える。だから……だから……」

　だから死ぬな、と叫びたい。でも「死ぬな」といってしまったら、瑠奈が本当に死んでしまいそうな気がして口に出せない。
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　瑠奈は涙を浮かべて俺を見つめている。

「真にいちゃんと、一緒の学校に、通いたかったなあ」

　と、目を細めてほほえんだ。

「あと、デートしたり、お勉強教えてもらったり……。やりたいことがたくさんあったのに……」

「わかった、デートでもなんでもつきあってやる。だからもうしゃべるな。おとなしくして医者がくるのを待つんだ」

「なんでもしてくれる？　ほんとに？」

「ああ、なんでもする。だから、だから……」

　俺は瑠奈の手を握り、必死に叫ぶ。

「……それじゃ、わたしと結婚してくれる？」

「もちろんだ。結婚しよう。小さい時の約束通り、ずっと一緒にいよう！」

　すると瑠奈は、あえぎながら笑え顔がおを作った。その拍子に涙がこぼれた。

「うれしいな。えへへ……」

　小さく笑って――。

　そのまま、首を横に垂れた。

「瑠奈！」

「瑠奈さん！」

　俺とアリシアの悲鳴が重なる。

　ザビーネさんが瑠奈の手首を取った。

「……脈が止まっています」

「………………！」

　俺は愕然としたまま、まだあたたかな瑠奈の手を握りしめる。

「瑠奈！」

　頭の中で嵐のような想いが渦うずを巻いた。

　瑠奈は結局、最後まで俺のために、俺のことだけを考えて行動してくれた。

　人を振り回して、出まかせでその場を引っかきまわして。

　さんざん話をややこしくした上に騒ぎを大きくして、抜け目めないようでいて、でも肝心のところで失敗して。

　だけどそれは、最初から最後まで、俺のためだった。

　俺がアリシアを助けたいといった。だから、瑠奈は協力してくれたのだ。他の誰のためでもない。ただ俺につきあってくれただけなのだ。

　そして最後は俺を守って、自分の命まで投げ出してくれた……。

「……嘘うそだろ？」

　動かなくなった小さい身体を抱き起こす。地面の上で、長いツインテールが揺ゆれた。

「またこれも嘘なんだろ？　俺をおどかすための冗じよう談だんなんだろ？　すぐまた起きあがって、いつもみたいに笑ってくれるんだろ？　そうだといってくれ、瑠奈！」

　力いっぱい抱きしめた、その時。

「うん、まあ、そうなんだけどね」

「うわあ！」

　瑠奈が、むっくり身体を起こした。

　血まみれ、土まみれのまま、瑠奈は気まずそうに頭をかいた。

「あっはっはー。真にいちゃんがあんまり真剣だから、どうしようかって思っちゃったよ。

あ、そんなにびっくりしなくていいよ。この服、内側が防弾スーツになってるの」

　ゴスロリドレスの胸のリボンをはずし、前を開ける。と、競泳水着のようなダークグレーのボディスーツがあらわれた。腹部に穴が二つ開いて、弾丸がめりこんでいる。

「血は映画の撮さつ影えいとかで使う仕掛け。脈が止まったのは、腋にゴムが縫いこんであって、それをぎゅって締めつけたから」

　そして、唖あ然ぜんとしているアリシア、ザビーネさん、レナーテさん、アストリッドさんに囲まれながら、俺に照れくさそうな笑顔を向けた。

「おどかしてゴメンね。でもおかげで、わたしと結婚するっていってもらえたよ」

　そして、ぺろっとピンクの舌を出す。

「悪く思わないでね、真にいちゃん」

「お、お、お……」

「ん、なーに、真にいちゃん？」

「思わないわけ、あるかあっ！」

　俺は瑠奈の細い胴体を抱えると、小さいお尻しりに思いきり手のひらを打ちつけた。

「いったぁ～～～～い！」

　月明かりの中に、瑠奈の声が大きく響きわたった。




四




　俺たちは大使館に戻もどり、レナーテさんとザビーネさんから事情の説明を受けた。

　ペンダントに隠されていた紙に書かれていたのは、レオポルドにある某銀行の、貸し金庫の番号だったそうだ。

　すぐに本国に連れん絡らくし、調べたところ、貸し金庫には、悪質な王宮関係者、政治家、官僚らが不正な方法で取得した財産の目録など、悪事の証拠がどっさり入っていたという。

　彼らは、中央ヨーロッパに根を張る国際犯罪組織と結託し、私腹を肥やしていたのだ。

　証拠を隠したのは、王宮で宝物庫の管理を担当していた男だった。その男も汚職グループの仲間だったのだが、悪事に嫌いや気がさしたのか、証拠を貸し金庫に移し、警察に告発しようとしていた。

　だが、それに気づいた汚職グループは、この裏切り者を捕まえようとした。危険が迫せまっていることを知った彼は、隠し金庫の番号をメモしてペンダントに隠し、行方ゆくえをくらました。宝物庫の管理担当者なので、ペンダントの仕掛けには前から気づいていたらしい。

　事態を察知した汚職グループは、何がなんでもメモの回収をしなければならなくなった。

裏切った男は、今はおとなしく身を隠しているが、彼が当局に連絡すれば、すぐにもメモの存在が知られてしまう。一刻の猶ゆう予よもなかったのだ。

　だが、問題のペンダントは、普ふ段だんは宝物庫の中にあり、盗むことは難しい。アリシアが身につける今回の外遊が千載一遇のチャンスだった。

　大使館や迎げい賓ひん館かんでは警備が厳しく、奪取はできなかった。帰国の日が迫り、もはや手段を選ぶ余裕はなく、野外劇場のスピーチの場を狙うことにしたという。

　アリシアの誘拐に見せかけようとした理由は、瑠奈の推測通りだった。現場でチェーンを切る余裕がなかったこと。それから、仮に計画が失敗しても、目的がペンダントであることを気づかれないためだった。

　確かにその目論見は当たった。

　誰もペンダントに注意を向ける者はなかったのだから――瑠奈以外には。

　片村の正体も明らかになった。片村はＩＣＰＯに出向していた時に、犯罪組織にスカウトされ、それ以来、いわば組織の日本駐在員のような立場だったそうだ。

　本格的な捜そう査さはこれからだが、おそらくレオポルドだけでなく、近隣の国も巻きこむ大事件に発展するだろう……とのことだった。




　そして、そのあと。

　深夜、大使館の車で玉たま城しろ市まで送られた俺と瑠奈は、例の河川敷公園に来ていた。

　まだ神経がたかぶっている。まっすぐアパートに戻る気にはなれない。

　春の夜風の中、半分に欠けた月に照らされた土手を、俺たちは歩いている。

「真にいちゃ～ん、まださっきのこと怒おこってるの？」

「あたりまえだ。いくらなんでも、死んだふりなんて悪ふざけがすぎるだろ！」

「だから、ごめんなさいっていってるじゃない。ほんとに反省してるってば」

「信じられるか。この嘘つき娘」

　俺が仏頂面のままなので、瑠奈は話題を変えてきた。

「王女さま、喜んでたね。ザビーネさんやレナーテさんも。そのうちレオポルドの勲章を進呈しますっていってたし」

「非公式にだろ……。俺たちの名前は、記録にはいっさい残らないそうだからな」

「よかったじゃない。わたしたちのことがニュースになったりしたらやだもんね」

　それは同感だ。今回の大騒動がどんなふうに報道されるのかわからないが、俺と瑠奈のことは、徹てつ底てい的てきに伏せてもらうことになっている。

　関東黒椿会が大暴れしたのも、すべては犯人逮たい捕ほのための作戦の一環――とかなんとかごまかして、うやむやにしてもらえそうだ。

　さっき大通りを逃げた時の現場写真も、通行人が撮ったものがメディアやネットに上がっていたが、俺おれたちの顔がはっきり写っているものはなかった。もし今後出てきたとしても、他人の空似といい張れば問題ないだろう。

　なお、諸事情が考慮され、関東黒椿会の皆みなさん方は、軽い処分で釈放になるという。

「とにかく、これ以上の騒さわぎはたくさんだ……。普通の生活が一番だよ」

「でも王女さま、わたしたちの学園に留学するっていってたよね」

「ああ……」

　アリシア王女は、今度の一件で、どうしても春はる野の台だい学園に留学したくなったそうだ。いったん帰国して、落ちついたらあらためて手続きを取るという。きっとレナーテさんやザビーネさんやアストリッドさんもついてくるだろう。

　もちろん、いいことだと思う。学校はさぞかし大おお騒さわぎになるだろうが、アリシアの夢がかなうなら、俺だって嬉うれしい。

　及およばずながら、ボディガードみたいな役割もできるかもしれない。そういうのはザビーネさんたちの仕事だとは思うが、俺でもちょっとぐらい役に立てるだろう。

　誘拐犯は捕つかまったんだから、もうアリシアには、当面の危険はないはずだが……。

「もう、物ぶつ騒そうな事件なんか起きなきゃいいんだけどな」

「だねー。わたしも、めんどくさいことはもういいよ」

　俺の手を取り、瑠奈が身体をすりつけてくる。

「ほんとは、つまんないゴタゴタなんかなしに、真にいちゃんと普通の高校生活を送りたかったんだけどな。はあ、いろいろ予定が狂っちゃった」

「…………」

　するとやはり、瑠奈でさえ全てをコントロールできるわけではないのだ。

　どれほど頭をひねって、予測や、論理や、推論を積み重ねようと、完全に未来を思い通りにすることはできない。

　そもそもこいつは、年ねん齢れい的にはまだ高校に上がったばかりなんだから。

　甘えんぼで、やきもちやきで、嘘つきで。でも、俺を慕したってくれて。

　そして、恐ろしく知ち恵えが回る、正体不明の女の子。

「……なあ、瑠奈」

　俺は、土手の上で足を止めた。川の流れが月の光を浴びてきらきら輝かがやいている。

「なに？　真にいちゃん」

「昔、俺がおまえにプロポーズしたってほんとなのか」

「え～。ほんとだよ。まだ思いだしてくれないの。ひっど～い」

　と、瑠奈はふくれっ面つらをしているが。

　……実際のところ、どこまで信じていいんだろうか。

　瑠奈がいう十年前の思い出とやらを、俺はまったくおぼえていない。

　そもそも、母親の仕事を手伝っていたという話だって、瑠奈が自分でいっているだけだ。

こいつの過去は謎なぞに包まれている。

　どこまで信用していいんだろう。

　いったい瑠奈は天使なのか、悪魔なのか。

　善い魔ま法ほう使つかいなのか、悪い魔法使いなのか。

「心配しなくていいよ、真にいちゃん」

　俺の考えを読みとったのか、瑠奈は小さく笑った。月の光の中で、その顔は微び妙みような陰影を帯び、いたずらっぽくも優やさしげにも見えた。

「わたし、嘘つきで悪い子だけど、真にいちゃんをほんとに悲しませるようなことはしないから。もう、お尻たたかれるのは嫌だしね」

　そしてお茶ちや目めに、ぺろっとピンクの舌を出す。

「じゃあそろそろ教えてくれないか。おまえがこの十年間、どんなことをしてきたのか」

「…………」

　瑠奈は黙だまっている。大きな瞳ひとみは月の光の中で、わずかに金色の輝きを宿している。

「拳銃の撃ち方や錠破りなんて、どこでおぼえたんだ。おまえの面倒を見てたのって、どういう人なんだ。黒椿会とは何があったんだ。それに、《早撃ちルクレチア》や《騙し屋アリス》と勝負したのって、どんないきさつで……」

　突然、瑠奈が俺の背後を指さした。

「あれっ、王女さま。なんでここにいるの？」

「えっ」

　思わず振りかえる、が、誰だれもいない。はっと顔を戻すと、もう瑠奈の姿はなかった。

「ごめんね、真にいちゃん。その話は今度ゆっくりね」

　夜の闇やみのどこかから瑠奈の声が聞こえてきた。

「瑠奈、どこに行った！」

「おやすみなさい！　また学校でね！」

「瑠奈、戻ってこい。瑠奈！」

　もう返事はなかった。瑠奈の気配は完全に消えていた。

　俺は、夜風が吹く土手の上に、一人で取り残された。

　空に輝く、明るい半月に照らされながら。







エピローグ







　――そして、俺たちはずっとあとになってから知ったことだが、同じ頃ころ、中央ヨーロッパの某所で、こんな会話が交わされていたという。

「日本にいる連絡員から情報が入った。謎の組織が、我々のグループに、敵対的な行動を取っているらしい」

「その組織の名は、『Ｌ』」

「今のところ、『Ｌ』という名称以外は何もわからない」

「規模、目的、資金源、リーダーの素性、すべてが不明なのだ」

「しかし、我々の行動を察知し、妨害工作を仕し掛かけられるほどの組織だ。かなりの大勢力であると考えられる」

「恐ろしく手ごわい相手だ。油断はできん」

「日本の玉たま城しろ市という小さな街に、『Ｌ』のメンバーが二名、高校生に化けて潜伏しているらしい。現状、手がかりといえるのはそれだけだ」

「いずれにせよ、放置しておくわけにはいくまい」

「ただちに工作員を派遣しろ。とびきり腕うでの立つ者をな……」




おわり







あとがき







　この本を手にしていただいて、どうもありがとうございます。作者の志茂文彦です。ふだんは主にアニメの脚本の仕事をしています。

　アニメの方では、小説やゲームなどの原作のある番組の依頼が多く、なかなかオリジナルを書く機会がないのですが、このたび、ありがたいことにＨＪ文庫さんが僕の企画に興味を示してくださり、こうして出版のはこびとなった次第です。

　で、今回僕がやってみたかったことは何かといえば、まず「ツインテールの妹キャラを書きたい」。これです（笑）。お読みいただいておわかりとは思いますが。

　それからもう一つ。「若い剣士が腕のたつ魔法使いと出会って、不幸なお姫さまを助ける話」を書いてみたかったのです。

　もちろん、映画にもマンガにもアニメにも、そういうお話の傑作や名作はたくさんあるわけですが、ここは僕なりにいろいろ考えて、

「異世界や他の時代が舞台ではなく、現代日本が舞台」

「魔法や異能力は出てこず、基本的に普通の人間が活躍する」

　という形で書くことにしました。

「剣と魔法の物語なのに、魔法が出てこない？　どういうこと？」と思われるかもしれませんが、これも読んでいただければ、おわかりいただけるのではないかと。奇術師や手品師の話も、前々から書きたかったのです。

　これまであまり手がけることのなかったジャンルなので、僕自身はたいへん楽しく書くことができました。読んでくださった皆さんにも喜んでいただければ嬉しく思います。できたら応援もよろしくお願いいたします。

　最後になりましたが、今回イラストを担当してくださった堤ヤマブキさん、編集のＨ氏、編集部の皆さん、校正やデザインの方々、この本の出版に力をお貸しいただいた皆さんにお礼をいわせていただきます。

　そして、読んでくださった読者の皆さんに、心からの感謝を。

　どうもありがとうございました。

　またお目にかかることができれば幸いです。お気に召したら、瑠奈やアリシアや真一たちを可愛がってやってください。

　それではまた。

二○一四年　早春　　志茂文彦
















◆ご意見、ご感想をお寄せください……ファンレターのあて先◆


〒１５１―００５３

東京都渋谷区代々木２―15―８



（株）ホビージャパン　ＨＪ文庫編集部

志茂文彦先生／堤ヤマブキ先生
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